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月ヲ背セニ魔マノ降オリテ




刃ヤイバヲ手ニ死ト見マミエン




　あとがきだと主しゆ張ちようしてみたい物体










　父は、動かない。母も、動かない。

　何が起こったのかは、わかっている。

　動かなくなった両親の前に佇たたずむいくつかの影かげ。

　その全員が──じっと見ていた。

　自分を。

「──どうする？」

　影の一つが口を開く。こちらを見つめたまま。

　瞳ひとみには危き険けんな光。

　その口がふたたび動き──

「抹まつ消しようする──必要はないだろう」

　わずかに早く。そう言ったのは別の影。

「お優やさしいことだな。しかしこいつを放ほう置ちするのには賛成できん」

「相そう応おうの処しよ分ぶんが相応ふさわしい。そう言っているだけだ」

　別の影の揶や揄ゆに、淡たん々たんとした答え。

「相応の処分？　どんな？」

「例たとえば──そうだな、こういうのはどうだ？」

　言って影は、呪しゆを唱となえる。

　紡つむがれた言ことの葉に、世界が錯さく綜そうし、因いん果が律りつが崩ほう壊かいする。

「ほう」

　別の影の声。

「なるほど。相応、か」

「寛かん大だいなことだ」

「いや。いっそ残ざん酷こくか」

　他の影も、呪を重かさねはじめる。

　どくんっ。

　違い和わ感かんがあった。

　肉体が、脈みやく打うつ。全身の筋きん肉にくが熱ねつを持ち、体の芯しんが冷ひえてゆく。

　重なり合う呪に世界が歪ゆがむ。

　頭に霞かすみがかかる。

　──何をした？──

　問いかけは、声にならなかった。

　影たちに向かって手を伸のばし──

　見えたのは──



















　その日、シンは不ふ機き嫌げんだった。

　原げん因いんは、友人とのつまらぬケンカ。

　窓まどの外に目をやって、怒いかりを反はん芻すうするうちに。

　はむぐぅっ！

　妙みような呻うめきは、すぐそばから聞こえた。

　シンは視し線せんをそちらに向けて──

　できたのは、硬こう直ちよくすることだけだった。

　夕方と呼よぶにはまだ早い午後。

　埃ほこりっぽい表おもての通りには人々が行き交かい、馬車や、最近普ふ及きゆうしはじめた術動車くるまの姿すがたも、ところどころに見うけられる。

　けだるい陽ひざしの店内に、客の姿はまばらだった。

　シックというよりは、ややうす汚よごれた感のある小さな木のテーブル。彼の向かい、空くう席せきだったはずの場所には、しかし今、人ひと影かげがあった。

　一人の少女。

　シンより五つほど下だろうか。見たところは十三、四。短めに揃そろえた赤い髪かみがしっくりと似に合あっていた。

　安物のシャツとズボンのラフな姿。そして右みぎ肩かたには、一匹ぴきの、白い子こ猫ねこ。店に入るとき、よく止められなかったものである。

　少女は胸むな元もとをおさえながら、どこか笑いを誘さそう動作でもがき、肩の子猫はふり落とされまいと必ひつ死しでしがみついている。

　むろん──

　シンの知らない顔だった。

「……………………………………」

　しばし無む言ごんで、少女のおもしろダンスを眺ながめるそのうち──シンは、別の変化に気づいていた。

　テーブルの上に置かれた皿さらの上には、彼が頼たのんだ、ほとんど手つかずのサンドイッチが載のっている──はずだった。

　その分量が、半分以下に減へっている。

　彼は皿と、いまだもがき続けている少女とを、しばし交こう互ごに見み比くらべて──

　……なるほど……

　なんとなく納なつ得とくした。

　つまりは、急いで食べてノドに詰つめたのだ。

「で？　何のつもりだ？」

　びくぅっ！

　静かな──しかしよく通るシンの声に、少女の体が小さく震ふるえ──

「……んくっ……！　ぷぅぅぅぅぅぅ……」

　驚おどろいた拍ひよう子しに、ノドのつかえが取れたらしく、大きく息を吐はく。肩で息をつきながら、向かいのイスに深々と身をあずけ──

　二人の視線がからみあう。

　少女の目には、シンはどう映うつっているのだろう。

　長身で黒い髪。女顔と呼よんでいいほど整ととのった顔立ちではあるが、愛あい想そのなさと、やや鋭するどいまなざしが災わざわいしてか、周しゆう囲いの人間からは『黙だまってそばに立たれるとコワい』『なんだかプレッシャーを感じる』『何ガン飛ばしとるんじゃワレ』などと大だい好こう評ひよう。

　とはいえ座すわっていると、その圧迫感プレツシヤーも半はん減げんするのか、こちらを見つめる少女の瞳ひとみには、なんの動どう揺ようの色もない。

「で？」

　シンはゆっくりと、皿の上──半分が消えたサンドイッチを指さし、

「もう一度聞く。何を、やっている」

「何……って……」

　問われて少女はまばたきひとつ。その肩の上にちょこんっ、と乗った、白い子猫もまばたきひとつ。

　まるで、なぜシンがそんな質しつ問もんをするのかわからない、とでもいったふうに。

　彼女は堂々と手を伸のばし、はくりっ、と、サンドイッチをさらにひと切れ頰ほお張ばり、飲み込こむと、

「盗ぬすみ食い」

　何の迷まよいもなく言ってのけた。

　その瞬しゆん間かん。

　シンは、なんだか、どうでもよくなった。

　視線を窓まどの外に送り、しっしっ、と手を振ふりながら、

「……好きにしろ。食いたければ食え。

　ただし他ほかのテーブルでな。

　それ持ってよそに行け」

　どうせ今さら食べる気にはならない。ムダに残すくらいならば、正しよう体たい不ふ明めいの相手にくれてやってもかまわない。

　ともあれとっとと追いやって──

「えぇぇぇえぇぇぇっ!?」

　だがしかし、少女の上げた声には驚おどろきと──そして、なぜか不満が混まじっていた。

　彼女は露ろ骨こつに眉まゆをしかめて身を乗り出し、

「ちょっと待った！　何その反はん応のう!?　それじゃあ、これはあんたのオゴリ……つまり盗み食いにはならない、ってことになっちゃうし！」

「ならいいだろ」

　投げやりに言うシンに、少女は、自分自身を指さして、

「よくないって！

　だってほら、あたし、悪あく人にんだし」

「──ああ。なるほど」

　シンはようやく納なつ得とくした。

　彼女が悪人だということに──ではない。つまりその──なんというか──

「まあ、季節の変わり目だからな」

　ぽつりとつぶやいたのを、しかし彼女は聞きとがめ、ややまなじりをつり上げて、

「うわ失しつ礼れいな！　それじゃあまるで、あたしが変な人みたいに聞こえるじゃない！」

　そう言ったつもりだったのだが、ここでうかつにツッコミを入れて、見知らぬ変な奴やつと漫まん才ざいをする気はさらさらない。

　沈ちん黙もくする彼を、少女はにらみつけたまま、

「いい？　つまり。

　あたしとしては、もっとこぉ、なんというか、めちゃくちゃくやしがって、血の涙なみだなんか流しつつ、へたり込こんであたしを指さして悪あく党とう呼ばわり──とか、そういうリアクションがほしいのよ」

「知らん」

　ぶっきらぼうに言い放はなつ。

　いくらなんでも、サンドイッチを取られたくらいで血の涙を流すような、スケールの小さい人間にはなりたくない。

「あ。サラッと流しやがった。

　つきあい悪いなー。

　……とか言っても、どうせくやしがってくれないだろうし……今さらつきあいでくやしがられても、それはそれで腹はらが立つだけだし……

　あ！　そだ！　じゃあこうしよう！」

　彼女は、ぱんっ、と手を叩たたき、シンを指さし、

「あなたをあたしの部下その二にしたげる。それなら食べ物たかってもオッケー！　異い論ろんや問題はないわね！」

「その二？」

　思わず尋たずねたシンに、彼女は、

「そ。あたしはメイ。でもってこの子が──」

　と、肩の子猫を目で指さして、

「きのう道ばたで運うん命めいの出会いを果はたした部下その一。

　リュクセノールと名づけてみました」

「猫以下か。俺おれは」

「そこはまあ、今後の活かつ躍やくによっては出しゆつ世せも可か能のうっ！

　というわけでがんばるよーに」

「…………」

　そもそも部下とやらになる気は当然ないのだが、シンはとりあえず沈黙し、窓まどの外に視し線せんを移うつした。

　やや遅おそまきながら、彼はようやく気づいたのだ。

　このテの手て合あいは、無む視しするのに限かぎる、と。

　ゆえに彼は見み逃のがした。

　──ぴくんっ！

　唐とう突とつに、少女の肩の上で、子猫が頭を起こすのを。虚こ空くうに鋭するどい視線を送り──

「それじゃあ部下二に最初の命めい令れい～」

　そんな猫の様よう子すに気づいているのかいないのか。少女──メイはのんびりとした口く調ちようで言った。

「避よけれ。」

　と。

　シンがその意味を理り解かいするより早く。

　世界に、穴あなが開いた。




　気がつくと。

　目の前が──店の一部が粉ふん砕さいされていた。

　たった今まで、彼自身の座すわっていた席もろとも。

　破は壊かい、ではない。

　木の窓が。床ゆかが、レンガの壁かべが。机つくえがイスが。すべてが灰はい色いろの砕さい片へんと化して散らばっていた。

　シンは店の床にへたり込んだまま、呆ぼう然ぜんと、その光景を眺ながめていた。

　一いつ瞬しゆん、記き憶おくが飛んでいる。無む意い識しきに身をかわしたのか。誰だれかにつき飛ばされたのか。あるいは粉砕の反動で吹ふき飛ばされたのか。よく憶おぼえてはいない。

　全身に残った衝しよう撃げきの余よ韻いん。

　それが轟ごう音おんだったと、ようやく気づく。

　目の前の光景には、どこか見み覚おぼえがあった。

　たしかあれは、修しゆう練れん学校の軍ぐん事じ演えん習しゆう見けん学がくの時。特とく殊しゆ工作兵の放はなった律崩術クランブルを受け、あっさりと粉砕された戦車チヤリオツト。まるで別の物質に変化させられたかのように、灰色の砕片として崩くずれ落ちた、鋼はがねの武ぶ器き。

　目の前にある、残ざん骸がいとも呼よべぬ残骸は、それに酷こく似じしていた。

　律崩術クランブル。

　世界と、別の世界とを繫つなげ、異ことなる物理法ほう則そくを導みちびき混まぜ合わせることにより、因いん果が律りつを崩ほう壊かいさせ、何かの現げん象しようを起こさせる技ぎ術じゆつ。

　さまざまな面でそれが日にち常じよう生活に利用されていることくらいはシンも知っているし、学校でも基き礎そ理論は習ならう。

　だが。破壊型の律崩術クランブルが目の前で炸さく裂れつするなど──

「──なんだこりゃ!?」

「何があった？」

「お客様!?　これは……」

　店の内から、外から、さまざまな声が交こう錯さくする。

　集まりつつある人々の中に、さきほどの少女──メイの姿すがたはもはやなかった。

「…………さあな…………」

　つぶやいて見上げた夕ゆう刻こくの空には、気の早い月が二つ、ぽっかりと浮うかんでいた。




　その日の夜。

　もし星空を眺める者がいたならば、月を背せに、はばたく大きな翼つばさの影かげを見たかもしれない。

　中ちゆう天てんにある月は三つ。

　五つある月のうち一つははや沈しずみ、一つは昇のぼり始めたばかり。

　翼は夜や気きを切り裂さき、虚こ空くうを進む。

　闇やみを見通す影の目からは、眼がん下かにひろがるバージェスの街まちが一いち望ぼうできた。

　街がい灯とうの並ならぶ町並なみ。大きな湖みずうみに面した港みなとと、街を二分して流れる川のまわりには、うっすらと霧きりが立ちこめていた。街の中央にある丘には市首長メイヤーロードの公こう邸ていがあり、そこからやや離はなれた場所には、最近引かれた、横おう断だん鉄道の駅えきが見てとれる。

　影は、空に在あるだけではない。

　地上を──建たて物ものの陰かげを、側そつ溝こうの中を駆かけ抜ぬけてゆくのは、空に在るのとは異ことなる、いくつもの小さな影たち。

　やがて大地を駆け抜ける、小さな影の一匹ぴきが、つき出た鼻はなで夜風をまさぐり──

　──ぎィッ！

　とひと声、夜気をふるわせた。

　響ひびく合あい図ずに空ゆく影は、闇に翼をひるがえし、ふわり、と大だい地ちに降おり立った。

　街の中心部からはやや外はずれた、住じゆう宅たく街がいの端はし。

　この時間、すでに出歩く者の姿すがたはなく、窓まどから漏もれる光もほとんど見当らない。

　かろうじて街灯と──夜を彩いろどる星々の光だけが、地上に降りた影の輪りん郭かくを朧おぼろに刻きざむ。

　あたりには、次々と気け配はいが集まってくる。無数の小さな影の気配が。

　翼ある影は首を巡めぐらせて──

「──ニオイだ──ニオイがする──」

　漏もれたつぶやきはヒトの言葉。かすれ、空気の漏れるような声。

　ヒトにはかぎ取ることのできないにおい。それはにおいと呼ぶよりも、気配の残ざん滓しと呼んだ方がいいのかもしれない。

　影はその源みなもとを探さがし求めてきびすを返す。寝ね静しずまった街の中、左右に首を巡らせて、芝しば生ふを踏ふんで歩あゆみを進め──

　やがて足を止めたのは、とある家の生いけ垣がき近くでだった。

　ゆっくりと、視し線せんを下おろす。

　そこにいたのは──

　ニャゥ。

　一匹ぴきの、白い子こ猫ねこ。

「──そうか──」

　影はそっと手を伸のばす。

「昼間、共ともにいたな。それでニオイが移ったか」

　撫なでられ、子猫はノドを鳴ならした。

「あるいはニオイを移されたのか。

　いずれにしろ、もはや近くにはおるまい。

　ゆくぞ。ジュビアども」

　──轟ごう──

　風が鳴る。

　翼の生んだ風がおさまった時には、影の翼ははや空に在あり、地上を駆かけゆく小さな影たちも、もはやその場から消えていた。

　ニャゥ。

　あとにはただ、闇やみの中、一匹のまっ白な子猫だけが残された。




「よお。昨日きのうは大変だったらしいな」

「別に」

　声をかけられ、だがシンは、あさっての方を見ながら即そく答とうした。

　バージェス・シティ修しゆう練れん学校。

　教室の窓まどぎわ席から見えるのは見み慣なれた景け色しき。いつもと変わらぬ、昼休みの校こう庭ていがそこにはあった。

　生徒の姿すがたも多く、女子も結けつ構こういるのだが、それでもちっとも華はなやかに見えないのは、ひとえにこのくそ陰いん気きな制せい服ふくのせいだろう。

　首の下に、白いカラーを覗のぞかせた黒い詰つめ襟えり服に黒いズボン。上から巻まかれた、やや短めの白い外衣トーガ。男も女も同じ服。

　風に乗って届とどく、生徒たちのざわめきまでが、どこか生せい彩さいなく響ひびくのは──たぶん、シンの気のせいなのだろうが。

　横手から、声は続ける。

「『別に』じゃないだろ。聞いたぜ。

　あのあとお前の目の前で、誰だれかが律崩術クランブルをぶっ放ぱなした、って」

「どこから聞いたんだそんな話」

「聞くって。そもそもあそこ、オレんちの近くだし」

　そう言われれば──そうである。

　ため息を殺してふり向いた先には、好こう奇き心しんに満ちたヤジウマ色の瞳ひとみ。

　服ふく装そうはむろん、シンや他の生徒たちと同じ制服。しかしそれがあまり陰気に感じないのは、蜂はち蜜みつ色の髪かみのせいだろうか。それとも、ハンサム──というわけではないが、愛あい嬌きようのある顔に浮うかぶ、人なつっこい笑えみのおかげなのだろうか。

「──で？　何があったんだ？」

　彼──マーク＝フォルリバーは、好奇心と期き待たいを声に込こめて尋たずねた。

　シンにとっては、友人と呼んでいいクラスメート。そして昨日のケンカの相手。

　とはいえ向こうの方は、事じ件けんへの興きよう味みの前に、つまらぬいさかいのことなど、とうに忘わすれているようだが。

　まあ、そのあたりが、彼の長所でもあり、お調ちよう子し者ものたるゆえんでもある。

　昨日の放ほう課か後ご。シンは彼とあの店に入り──雑ざつ談だんをするうち、何かつまらない拍ひよう子しに口ゲンカがはじまって、マークは店を出ていった。

　そのあとシンは、少女と事件に遭そう遇ぐうしたのだ。

　街の中で攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルが使われた。そこに修しゆう練れん学校の制服を着きた奴やつが居い合あわせた。その程てい度どの噂うわさなら、すぐさま近所にひろまっただろう。

　そしてマークなら、状じよう況きようから、その制服姿がシンだと想そう像ぞうすることもたやすいだろう。

「正しよう直じき、よくわからん」

　つまらないわだかまりを引きずるのはやめにして、シンは彼の方に向かって座すわりなおし、

「警邏隊ガードにも話したんだが……

　店にいると、知らない女が話しかけてきた。気がつくと、目の前で律崩術クランブルがはじけてやがった。

　要約するとこれだけだ。

　といっても、詳くわしく話しても、似にたようなもんだ」

「ハァ？　なんだそりゃ？」

　マークは眉まゆをひそめた。

　しかし、そう問われても困こまる。

「だから。

　俺おれにも何が何だかわからん、と言ったろ」

「ふぅん……」

　マークはしばし、何やら考えて、

「──で、その知らない女って……

　美人？　美人？」

「そこか。重要なポイントは」

「そこに決まってるだろ」

　真ま顔がおで迷まよわず即そく答とうされれば、シンも答えぬわけにはいかない。

　あの少女──メイの顔を思い出し、

「そうだな……あと何年かすれば、美人になるだろうな」

「何年か……ってことは、まだ子供ガキかよ？」

　どうやら年上好ごのみらしく、あからさまにがっかりした口く調ちようでマークは言う。

「ああ。十三か四、ってところだった。

　けどな。歳としや見た目なんてどうでもよくなるくらい、変な奴やつだった」

「へぇ。変、って、どんなふうにだ？」

「……一言で説明するのは難むずかしいな……」

　視し線せんをそらし、言葉を濁にごすシン。

　まさか、『いきなり部下呼ばわりされた』とは言えない。

　そんなことをこいつに話せば、指さして笑われた上に、そのこっ恥ぱずかしいエピソードは、放ほう課か後ごまでに間ま違ちがいなく、クラス中にひろまることとなるだろう。

　悪い奴ではないのだが、深く考える奴でもない。マークはそういう奴だった。

「言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだったな」

「つまりその女が、律崩術クランブルをぶっ放した、ってわけか？」

「いや……それは違ちがうと思う。

　そもそも、呪環リングを持っているようには見えなかったからな」

「……なるほど」

　説明に、マークも納なつ得とくする。

　律崩術クランブルを操あやつるためには、呪じゆ紋もんと呼ばれるパターンを刻きざんだ、呪キヤスト環リングを身につけておく必要がある。

　それをなぞり、場合によってはキーワードのようなものを口にすることにより、人ははじめて、律崩術クランブルを発動させることができるのだ。

　その大きさは、使う術じゆつの大きさに比ひ例れいする。タバコに火をつける程度の術なら、指ゆび輪わサイズのもので十じゆう分ぶんだが、昨日見たような破は壊かいを引き起こす術ともなれば、隠かくし持てるサイズのものでは無む理りだろう。

「じゃあ、こういうのはどうだ？」

　マークは指を一本立て、声をひそめて、

「その女っていうのが、解体された王室の、かつてのお姫ひめ様さまか何かでよ、お忍しのびで出かけてたところを、暗あん殺さつ者しやの術が狙ねらった……！」

「どこの娯楽読み物ペーパーバツクの話だ。それは」

　あきれた口調でつぶやくシン。

　そこに──

「少なくとも、ただの『オヒメサマ』ではないようですね」

『!?』

　いきなり割わって入ってきた第三の声に、思わずシンとマークはふり向き──

　そのシンの目の前に、金色の瞳ひとみがあった。

　これだけ間近で見れば、縦たてに裂さけた瞳どう孔こうが、いやでも目につく。

　髪かみの色は、金。本当の金きん髪ぱつというのは、この色のことを指さすのだろう。人形のように端たん整せいな顔に浮うかぶのは、にこやかな笑えみ。

　シンやマークと同クラス。見た目の年ねん齢れいもそんなところだが、彼の場合、それがどこまでアテにできるかはわからない。

　なにしろ彼は、外国そとからの留りゆう学がく生せいなのだから。

「り、留学生!?」

　のけぞって声を上げたマークに、彼は、つくりものめいた笑みを向けて、

「名前で呼よんでほしいですね。レゼルド、と。

　それともこちらには、留学生のことは『リュウガクセイ』と呼ばなければならない、という習しゆう慣かんでもあるのですか？」

　いやみにしか聞こえないが、ひょっとしたら、本気で尋たずねているのかもしれない。

　彼がやって来たのはつい最近。こちらの流りゆう儀ぎには、まだ馴な染じめない部分も多いだろう。

「……いや……とっさに名前が出てこなかっただけだって。

　なんだよ？　お前も昨日の事件に興きよう味みあんのか？」

「ありますね」

　マークに問われてレゼルドは、すぅっ、と視線をシンに移うつして、

「何に、出会ったんです？」

「は？」

　聞かれたことの意味がわからず、問い返す。

「ですから。

　あなたの出会った『オヒメサマ』は何だったのか、と聞いてるんです」

「……わからんぞ。質しつ問もんの意味が」

　レゼルドはしばし考えて、

「つまり──においがするんですよ」

「におい？」

　シンの目つきがわずかに険けわしくなる。レゼルドの故郷くにではいざ知らず、少なくともこちらでは、『においがする』だの『臭くさい』だのと言われるのは、悪口でしかない。
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　しかしレゼルドは静かにうなずき、

「『オヒメサマ』とやらのにおいだと思います。

　僕ぼくにしかわからないにおいです。

　──いや。違ちがうな。あなたたちにはわからないにおいです。におい、という言い方が正しいのかどうかは知りませんけどね」

「やっぱり意味がわからんが」

「そうですか……」

　レゼルドは、しばし考え、

「──ともかく、気をつけてください。

　あまりいいにおいじゃあない」

　言って、つ、ときびすを返して立ち去ってゆく。

　しばしの沈ちん黙もく。ややあって。

「……なんだ？　ありゃあ？」

「知るか」

　マークの漏もらしたつぶやきに、シンは小さく肩かたをすくめた。




「我われらを闇やみと呼ぶ者もいる」

　影かげは、静かな声を漏もらした。

「だがそれは偏へん見けんに過すぎぬ。力在あるものへの畏おそれ、識しらぬがゆえの不安」

　小高い丘おかの上にある、白い瀟しよう洒しやな建たて物ものは、街まちの名めい所しよとして名を挙あげられる。

　緑みどりなす木々の間から覗のぞく、陽ひを浴あびて佇たたずむあざやかな白。家族サービスのピクニックには、まさにうってつけの場所だろう。

　──そこが、市首長メイヤーロードの公館でさえなければ。

　外から見ればまばゆいばかりにかがやく館やかたも、壁かべを一枚まい隔へだてた中には、影がある。

　一年前、中央議ぎ会かいから任にん命めいされたばかりの新しん米まい市首長メイヤーロードは、カーテンを閉め切しった執しつ務む室しつで、ある来らい訪ほう者しやと話をしていた。

　来訪者は言う。カーテンを背に。影となり。

「我らにも、分ふん別べつはあり、規き律りつはある。それを守る者もいれば、犯おかす者もいる。つまりは貴方あなたたちと同じというわけだ」

「──同じ──ですか──」

　つぶやいた市首長メイヤーロードの声は固い。

　何が同じなものか。

　まだ三十半なかばの市首長メイヤーロードは、かれらの力を目にしたことはない。しかし彼の知ち識しきが正せい確かくならば、目の前の相手は、その気になれば、自分の首をたやすくねじ切り、公館にいる衛えい士したちをふり切って逃にげ延のびることもできるだろう。

「──そう。確たしかに、戦たたかいのために持つ力は違ちがいすぎる」

　市首長メイヤーロードの想おもいを読んだかのように、来訪者は言う。

「そこが問題なのだ。

　我々の中に、規律を破やぶる者がいた。それは今、この町に潜ひそんでいる。

　貴方がたに任まかせれば、被ひ害がいは甚じん大だいなものとなろう。そうなれば、またいらぬわだかまりが生まれる。

　そのような事じ態たいを招まねかぬためにも、我々の不ふ始し末まつは我々がけりをつける。

　ただ貴方がたは、それに対する便べん宜ぎさえ図はかっていただければいい」

「……なるほど……」

　市首長メイヤーロードの細い顎あごを、ひとしずくの汗あせが滑すべり落ちる。

　つまりは──少々騒さわぎを起こすがもみ消せ、と言われているわけである。

　ついでに言うなら、どんな裏うらがあるのかも、わかったものではない。

　来訪者が、中央の議員からの紹しよう介かい状じようなど持っていなければ──そしてただの人間ヒユームならば、ふざけるな、と一いつ喝かつして、叩たたき出すところである。

　だが、そうもいくまい。

「そういう事情なら協力はしますが……ただ、ものには限げん度どというものがあります。

　あなたがたの思う限度が、我々の手に負おえる限度を越こえた場合、事態は少々複ふく雑ざつなものになります」

「承しよう知ちしているつもりだ。いずれにしろ、若じやつ干かんの準じゆん備びが必要なことも、な」

　来訪者は、足あし下もとに置いた小こ振ぶりなトランクケースを持ち上げて、執しつ務む机づくえの上でフタをひろげた。

「──これは……！」

　市首長メイヤーロードの声がかすれているのは、畏い怖ふのためばかりではなかった。

　ケースの中、きれいに並ならべられていたのはコイン。

　虹こう銀ぎん色しよくに輝かがやくそれは、今はもはや、使われることのなくなったオリハルコン貨か幣へい。

　これだけあれば、たとえ捨すて値ねで処しよ分ぶんしても、町中の警邏隊員ガーデイアンに口止め料を払はらってなお、寝ねて暮くらせるほどの額がくが残るだろう。

　とはいえそれは、逆ぎやくに言うなら、その額に見合っただけのトラブルが起きるおそれもある、ということだった。

　だがこんなものを見せられて、首を横に振ふる手はない。

「……しかし、この広い町から、たった一人を見つけるというのは、骨ほねの折おれることではありませんか？

　よろしければ警邏隊ガードの力をお貸かししますが？」

　主しゆ導どう権けんをこちらが握にぎれば、事態もコントロールしやすいものになる──はずである。

　だが来訪者は、静かに左右に首を振り、

「その必要はない。

　においだ。においがするのだよ」

「……は？」

　問い返す市首長メイヤーロードの瞳ひとみを見つめたままで。来訪者は言う。

「貴方あなたたちにはわからないにおいだ。

　……もっとも、におい、という表ひよう現げんが正しいのかどうかは知らんが。

　いずれにしろ、我われ々われに全すべて任まかせてもらいたい。

　そういうことだ」

　揺ゆるぎなき口く調ちようのその前に、未み熟じゆくな市首長メイヤーロードにできることは、ただ、黙だまってうなずくことだけだった。




　夜が、闇やみだった時代は終わった。

　誰だれかがどこかでそう言っていたのを思い出す。

　だが、噓うそだ。

　シンは思う。

　たしかに現げん在ざい──

　小さな村ならいざ知らず、ここ、バージェス・シティのような大きな街まちでは、道には街がい灯とうが立ち並ならび、夕方になると、警邏隊ガードがパトロールがてらに火を灯ともして回る。

　さして明るくもないガスの炎ほのおだが、それでも歩くのにさしつかえない程てい度どには夜道を照てらしてくれるし、何より月や星と違い、きまぐれな雲に隠かくされることもない。

　闇は、昔むかしに比くらべるとずいぶん薄うすくなった。それは事実なのだろう。

　しかしいまだに光の届とどかぬ場所はあるし、夜に紛まぎれた犯はん罪ざいが、この世から消えてなくなるわけもない。

「いいか！

　もし怪あやしい奴やつを見つけたとしても、間ま違ちがっても、すぐに捕つかまえてやろう、なんて考えるんじゃないぞ！

　指し示じに従したがい、応おう援えんを呼よべ！

　わかったなひよっ子ども！」

『はいっ！』

　隊たい長ちようの言葉に、並んだ修しゆう練れん学校の生徒たちは、一いつ斉せいに返事をする。

　その修練生たちの中に、シンの姿すがたも混まじっていた。

　──大きな戦争が終わって、はや五十年。

　各国友ゆう好こうのための軍ぐん備び縮しゆく小しよう。

　そんなお題だい目もくのもと、軍隊は、軍と、治ち安あんを守る警邏隊ガードとに分ぶん割かつされ、軍学校も、修練学校、とその呼よび名を変えた。

　シンがまだ、子こ供どもの頃ころの話である。

　軍人がヒーローだった時代は終わったのだ。

　シンが修練学校こんなところに進んだのも、単に学費が安かったのと、卒そつ業ぎよう後の就しゆう職しよく先さきを心配する必要がなかったから、というだけの理由に過すぎない。

　卒業後、生徒たちは、軍か警邏隊ガードのどちらかに入ることになる。

　この実じつ地ち研けん修しゆうは、その適てき性せいを見るために欠かかせない科か目もく──ということだった。
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　月に一度、週末の夜、修練学校の生徒と本職の警邏隊員ガーデイアン、二人が一組になって、夜間の警けい備びを行おこなう。

　修練学校の制服に、警邏隊ガードの背せの高い帽ぼう子しをかぶり、腰こしにはひとふりの細剣レイピア。

　──といっても、研修生に渡わたされるレイピアは、事じ故こ防ぼう止しのために刃はを潰つぶし、切れなくしてある。薄い鉄てつ棒ぼう……というよりも、ちょっと立りつ派ぱな針はり金がね、と言った方がいいようなシロモノで、言ってしまえばただの飾かざり──要は形だけのものである。

　研修は、割わり当てられたコースを巡じゆん回かいし、何もなければそれで終わり。

　とはいえ週末の夜だけあって、酔よっぱらい同士のケンカ仲ちゆう裁さいなど、ちょっとした事件に出くわすことはままあった。

　──この日、シンのパートナーになったのは、三十前後の、疲つかれた顔をした警邏隊員ガーデイアンだった。

　会話らしい会話もなく、二人は夜の街を行く。

　近くを川が流れているせいか──あたりには、夜よ霧ぎりが出はじめていた。

　割り当てられた巡回コースは、酒さか場ばなどのある繁はん華か街がいからは外はずれた場所。何の建たて物ものかは知らないが、レンガの壁かべばかりが続く、退たい屈くつな光景。この時間と夜霧のせいで、あたりに人通りは全まつたくない。

「……とっとと終わらせて、帰って酒でも飲むか」

　隊員が言う。むろんシンに向かってではなく、独ひとり言ごとのようなものだろう。

　早く終わらせて帰りたいのはシンも同じ。二人は足早に通りを進み──

　……たひたヒタヒタひたひた……

「──？」

　シンの耳が、その足音を捉とらえたのは、巡回コースの半なかば近く、寝ね静しずまった集合住じゆう宅たく街がいのあたりに来た時のことだった。

　思わず足を止め、視し線せんを巡めぐらせる。

　街がい灯とうの、あえかな光が照てらす路ろ地じ。

　霧と闇やみとにかすんだ奥おくに、ちらりと見えたその影かげは──

「──おい！　何やってる坊ぼう主ず！」

　不ふ機き嫌げんに上がった声は、連つれの隊員のもの。

「今、向こうに何かいた」

「あ？」

　引き返し、シンのそばへとやって来ると、隊員は、路地の奥へちらりと目をやり、

「いねえじゃねえか」

「さっきはいたんだ」

「何が？」

「……わからない……犬くらいの大きさの……」

「だったら犬だろ。気にするな」

「違ちがう」

　隊員の言葉をシンは否ひ定ていした。

　たしかに大きさは、中型犬ほどだったが──

「形が全然違っていた。あれは、犬じゃあない」

「あのなぁ。坊主」

　隊員は、いらついた口く調ちようで、

「まさかお前、変なクスリでもやってるんじゃあないだろうな？

　それとも何か？　緊きん張ちようして幻まぼろしでも見たか？

　霧やら光の加か減げんやらで、犬が変な風ふうにでも見えたんだろうよ。

　犬だ犬。わかったな。じゃあ行くぞ」

　めんどうくさがっていることを、隠かくそうともしていない。

　──たしかに──隊員の言う通りかもしれない。

　そう考えた方が自然だし──なにより、早く帰ることができる。

　しかし──

　気になる。

　さっきのは確たしかに、犬などではなかった。

　それに何より、ここでおとなしく従したがったのでは、このヤル気のない隊員に負けたような気がして、なんだかムカつく。

「一いち応おう見てくる」

「おいこら！」

　言い捨すてるなりきびすを返し、隊員の叱しつ咤たを無む視しして路ろ地じの奥へ。

　抜ぬけた先は公園。

　あたりには木々が植えられ、石のベンチが並ならんでいた。

　ぽつりぽつりと佇たたずむ街がい灯とうの光が、たゆたう霧きりのゆらめきを照てらす。

　あたりに動くものの影は──ない。

　左右に視線を巡めぐらせて──

　ざっ！

　植木が揺ゆれる。

　視し界かいを横切る黒い影。

　それは確かに──犬などではなかった。

　──なんだ!?　あれは!?

　思った時には駆かけだしていた。よぎった影の後を追い。

　足が速はやい。それこそ犬並なみに。影はすぐに、霧の奥へとにじんで消えた。

　シンが見けん当とうで、そちらの方へと駆けるうち──

　前の方に、人影が見えた。

　佇む二人。片かた方ほうは小さく、片方は大きい。

　なおも近づこうと、足を進めたその時。

　──ぎィッ！

　異い様ような鳴なき声は、思ったよりずっと間近から聞こえた。

　ふり向いた先には、犬ほどの大きさの──虫とも獣けものともつかぬ生き物。

　蝙蝠こうもりのようなくろぐろとした肌はだ。異様にねじれて見える体。その口もとに並んだ鋭するどく白い牙きばが、それが、決して安全な生き物ではないことを物語っていた。

　彼はようやく気がついた。犬ほどの大きさの影が、一匹ぴきだけではないことに。

　植え込こみの陰かげに。街灯の下に。建たて物もののそばに木の枝えだに道みち端ばたに足あし下もとに。

　何匹ものそれが、じっと、シンに注ちやく目もくしていた。

　動物は嫌きらいではないが──正しよう直じき、仲良くなれる相手だとは思えなかった。

　──やばいっ……！

　シンの背中を悪お寒かんが走る。

　今さらのように気づく。自分が危き険けんのまっただ中に佇んでいることに。

　前方の影──その、大きな方が、自分を見ていた。

　いや、霧きりと闇やみのせいで、影は影としか見えないのだが、気け配はいでわかる。

　おそらくそれが、この小さな影たちの主あるじ。それの指し示じ一つで、自分の運うん命めいは──変わる。

　大きな影はしばしためらい──ゆらりっ、と動いた。

　闇にはりつめた何かが満ちる。

　シンにはわかった。

　影は、シンの排はい除じよを決めたのだ、と。

　その時。

「──おらぁ！　坊ぼう主ず！　どこ行きやがった！」

　遠く、後うしろから聞こえてきたのは、置き去りにした隊員の声だった。

　夜や気きの中にはりつめていたものが、ふっ、と消える。

　……ゆくぞ。ジュビアども……

　聞こえたのは、おそらく、大きな影の声。

　同時にあたりの獣けものたちが、跳はねるように去ってゆく。

　大きな影が、霧の奥おくににじんで消えた。

　……助かった……か……

　シンははじめて、あのやる気のなさげな警邏隊員ガーデイアンに、心の中で感かん謝しやした。

　残ったのは、それと対たい峙じしていた小さな人影。

「おー。案外役に立つじゃない」

「……その声……!?」

　シンは思わず声を上げた。

　聞き覚おぼえがある。昨日きのう出会った変な女。たしか名前はメイといったか。

「何だ今のは？」

「知らない」

　答える声に動どう揺ようの色はない。

「あのなあ」

「──いるのか！　坊主！」

　割わって入ったのは隊員の声。

「じゃ。また」

　それを聞きつけ、メイが言う。

「あ、おい！」

　止める間まもなく、言い捨すてて、メイの影は、闇やみと霧の奥へと消えた。




　──隊員からシンへのイヤミと説せつ教きようは、助けられたことを帳ちよう消けしにしてなお、おつりが来るほど長かった。




　カギを開け、ドアをくぐった先にあるのは闇と沈ちん黙もく。

　彼を迎むかえる家族の声は、ここにはない。

　いや。もうどこにもないのだ。そんなものは。

　物心ついた頃ころには、すでに父親はなく、母も二年前にこの世を去った。

　この境きよう遇ぐうを気にしていない、と言えば噓うそになるが、正しよう直じき、もう慣なれた。

　幸さいわいこの家と、修しゆう練れん学校を卒そつ業ぎようするまで暮くらしていけるだけの財産ものは残っていた。

　玄げん関かん脇わきの呪環キヤストリングを指でなぞり、天てん井じように明かりを点つける。

　疲つかれた深いため息をつき、シンは奥の部へ屋やへと向かった。

　眠ねむい。ひたすらに眠い。

　時じ刻こくはもう、夜明けに近かった。

　本当なら、もっと前に帰ることができたはずだったのだが──

　道々、隊員からの長い説教の末、集合場所に戻もどってきたシンを待っていたのは、隊長からの、輪わをかけてくそ長い居い残のこり説教だった。

　命めい令れい無む視し。独どく断だんによる現げん場ば放ほう棄き。個人の勝かつ手てな行動は、時として、組そ織しきというより大きな存そん在ざいを危き険けんに晒さらす可か能のう性せいすらどうのこうの。

　むろんシンも事情を説明した。長くなるので大たい半はんをはしょって。

　犬ではない、妙みような生き物を見かけた。危険な生き物の可能性もあるので追いかけた、とだけ。

　隊長の答えは隊員と同じ。

　曰いわく、そんなものいるわけがない。たぶん誤ご認にん。

　──考えてみれば、シンと組んでいた隊員も、あれを見てはいないのだ。状じよう況きようとしては、信用されなくても無む理りはない。

　短い事情説明は、しかし隊長の耳には、へたな言い訳わけと聞こえたらしい。

　説教はさらに長引いて──

　それで、結局はこの時刻、である。

　腹はらも減へっていたが、今はとにもかくにも眠りたい。

　シンは寝しん室しつのドアを開け──

「…………………………」

　その場で憮ぶ然ぜんと硬こう直ちよくした。

　昨日きのうシーツを替かえたばかりのベッド。そこでは、さも当然のごとく、あの少女、メイが気持ちよさそうな寝ね息いきを立てていた。

　なぜ自分の家がわかったのか。

　どうやって入って来たのか。

　聞くべきことは多々あったが、とりあえずこの時、シンの頭を占しめたことは一つだけ。

　──俺おれの安あん眠みんを横取りしやがって──

　思わず歩あゆみ寄より、くーすか眠るメイの頭に、軽くチョップなど一発──

　ぼすっ。

　しかしふり下おろした一撃は、やわらかな枕まくらにめり込こんだ。

　狙ねらいが外はずれたわけではない。ちょうどその瞬しゆん間かん、メイが寝返りをうったのだ。

「…………………………」

　シンはふたたび、しばしそのまま硬直し、

「……俺の負けか」

　よくわからないセリフを残し、きびすを返す。

　バタン。ドアの閉しまる音。

　──ややあって。

「……ふっ。まだ甘あまいわね部下その二……」

　部屋に響ひびいた小さなつぶやきは、目を閉とじたままのメイが漏もらしたものだった。

　やや眠ねむ気けを残してはいるものの、はっきりと、

「……そう都合いいタイミングで寝返りなんてうつわけないじゃない……」

「俺もそう思った」

　びくぅっ！

　声に、メイの体が跳はねる。

　おそるおそる目を開き、ゆっくり頭を巡めぐらせてみれば──

　ドアの前に、腕うでを組み佇たたずむシンの姿すがたがあった。

「むゅぅ。出ていったと思ったら……」

「寝たふりをされているような気がしてな。出ていったふりをした。なんでもいいからどけ。そこは俺のベッドだ」

「……ふっ……負けたわ……」

　小さな笑えみを浮うかべて、メイはいさぎよくベッドを降おりる。

「ここはあなたに譲ゆずる。じゃ、あたしはリビングのソファで」

「よし」

　満まん足ぞくげにシンはうなずくと、ふたたびベッドの方に歩あゆみ寄り、すれ違ちがいざまメイのえり首をひっ摑つかみ、そのまま裏うら口ぐちまで引きずってゆき、ぽぉいっ、と外にほうり出し、ドアを閉しめたらカギかけて。

「よし」

　今度こそ。

　心の底からうなずくと、自室に戻もどり、ベッドに飛び込む。

　あとはそのまま心地ここちよい眠りに──




「……昨日のうちに聞いておくべきことだったんだが──」

　昼ひる頃ごろに、リビングのソファで目を覚さまし。

　シンは開かい口こう一番、そう尋たずねた。

　彼が買い置きしていたパンとチーズを、向かいのソファで勝かつ手てにぱくついているメイに向かって。

「一体どこから入ってきた？」

　昨夜ゆうべたしかに、シンは彼女を外にほうり出し、そのあと自室のベッドで眠った。

　ところが今、目を覚ましてみればこの状じよう況きよう。

　シンが眠ったあと、どこかから入って来て、彼をここに移うつした、としか考えられないのだが、カギは玄げん関かん、裏口ともにかけたはず。ならば一体……

「秘ひ密みつ」

　あっさり言って、少女は、チーズの最後のひときれを、口の中にほうり込んだ。

「教えたら、あんた、今度は入ってこられないよーにするつもりでしょ？」

「当たり前だ」

　憮ぶ然ぜんとシンは言い放はなつ。

「で？　なんで俺のところに来た？」

「いや。他ほかに行くアテもなかったし」

[image: ]

「勝手に俺のところをアテにするな」

　指でこめかみを押さえて唸うなるシン。

　つまりは……家いえ出で少女、ということだろうか。

　彼はメイを不ふ機き嫌げんににらみつけ、

「……いいか。おとなしく答えろ。でないと警邏隊ガードに連れん絡らくするぞ」

「ガード？」

　メイは向かいのソファに腰こしかけ、パンくずのついた親指をなめながら、

「へぇ。あんた用の護衛ガードなんているんだ。

　うあ。えらそう。部下その二のぶんざいで」

「俺用の……ガード？」

　メイの言っている意味がわからず、彼はわずかに眉まゆをひそめる。

　だが考えてみれば、彼女の意味不明な言動は、今にはじまったことではない。とりあえず、いちいちかまわないことにする。

「……で、だ。

　まずは、フルネームと住所を聞かせてもらおうか」

「……うーん……」

　メイは、手を拭ふくものを探さがしてあたりをきょろきょろ眺ながめながら、

「その質しつ問もんにはちょっと……」

　自分のズボンで拭こうとして──なんとか思いとどまる。

「──答えられない──か？」

　皮ひ肉にくな口く調ちようで問われて、メイはこっくりうなずき、

「うん。

　だってあたし……十日より昔むかしのことって、おぼえてないし」

「つまり、記き憶おく力りよくに乏とぼしいと」

「違う」

　ぷぅっ、と頰ほおをふくらませ、

「記憶力、じゃなくて、記憶がない、って意味」

「あー。なるほど。記憶喪そう失しつってやつだな。それなら医者に診みてもらうか」

「うん。いいわよ」

　メイはあっさりうなずいて──

　今度こそ、シンは硬こう直ちよくした。

　記憶喪失など、口から出まかせもいいところ。医者に連つれて行くと言えば、あわてふためいて本当のことを話すだろう、と思っていたのだが……

　ぎごちない動作で顔を上げ、正しよう面めんから彼女を見すえる。

「……いや……いいんだな？　医者のところに連れて行って……？」

「もちろん。

　あたしもこんな状じよう態たいのままじゃあいろいろと不ふ便べんだし。記憶が戻もどるなら、それに越こしたことないし。

　あ、でも、……お金？　持ってないんで」

「……マジ……か……？」

「うん。全然持ってない」

「いや……金のことじゃなくて……本当に……記憶が……？」

「ないわよ」

　なぜか胸むねを張はり、言い放はなつ。

「なんか、気がついたらこの街まちの端はしっこのあたりをふらふらしてて。

　そのうちリュクセノールと出会って、何日かたってあんたと出会った、ってわけ」

「……リュク……？」

「部下その一のこと」

　言われてみれば、最初出会った時にいた、白い猫ねこのことを、そんなふうに呼よんでいたような気がしないでもない。

「そういえば姿すがたがないが、どうしたんだ？　あの猫」

「……んー……それがねぇ……」

　メイは、困こまった顔で、ぽりぽり頭をかきながら、

「あんたと出会った時、攻こう撃げき受けたでしょ。

　あれで驚おどろいたらしくって、逃にげ出して──それっきり」

「そうか。

　……まあ猫の話はいいとして……

　記憶がないなら、何故なぜ自分の名前は覚おぼえてる？　それに、自分は悪あく人にんだ、と言っていたが、根こん拠きよは？」

「いや。なんとなく」

　あっさりと反はん論ろん不ふ能のうの答えを返されて、シンの体から力が抜ぬけた。

　記憶がない。けどなぜかそれだけは憶おぼえている。反論不能の無む敵てきの呪じゆ文もんである。

　むろん、メイが噓うそをついている可能性はある。医者行きをあっさり承しよう諾だくしたのも、その噓にリアリティを持たせるためだとも考えられた。

　──考えてみれば、たとえ医者に診みせたとしても、『記憶を失うしなった者』と、『記憶を失ったふりをしている者』とを本当に区別することはできるのだろうか？

　かといって、こんなよくわからない事じ情じようで居い座すわられても困る。

　シンはしばし、考えて──

「……よし」

　つぶやいてソファから立ち上がる。

「医者？」

「いや。とりあえず朝……いや、昼ひる飯めしだ。

　買い置き分は、お前が今、食った」

　腹はらが減へっては、考えもろくにまとまらない。まずは腹ごしらえをしてから、である。

「ふーん。

　じゃ、行ってらっしゃーい」

「お前も来るんだ。いっしょに」

「え？　なんで？　医者には行かないんでしょ？」

「行くかもしれん。

　どちらにしろ、お前一人を家になんか残せるか。何をされるかわかったもんじゃない」

「うわ。信用ない」

「悪人なんだろ。お前」

　シンの指し摘てきに、メイは一いつ瞬しゆん考えて、

「……そりゃそうか。納なつ得とく。

　じゃ、行こ」

　メイにうながされ、何か納得のいかないモノを感じつつ、シンは出かける身み支度じたくをした。




　たとえば、警邏隊ガードにこう訴うつたえたとする。

　こいつがうちに居い着ついています。身元不明で記憶喪そう失しつ。どうにかしてください。

　隊員は、おそらくこう答える。

　その子が君きみに何か危き害がいを？　あるいは何か犯はん罪ざいを？　何もないなら、こちらとしても何もできない。

　ならばもし、医者に同じ言葉で訴えたとする。

　おそらく答えはこうだろう。

　希望があれば入にゆう院いんということにしてもかまいませんけど、入院費はあなたが出していただけるわけですか？

　………………………………

「……ちょっと。何、壁かべに向かって人生相そう談だんなんてしてるのよ？」

「してねえ。そんなもん」

　いつの間まにやら止めていた歩あゆみをふたたび進め、シンは憮ぶ然ぜんと言い捨すてた。

　休きゆう日じつの町はにぎわいを見せている。

　大たい陸りくの北に位置するこのバージェスは、大都市と呼よべるほどでもなかったが、市首長メイヤーロードの公こう邸ていもあり、それに見合う程てい度どには大きな街まちである。いろいろな物も集まり、休日ともなれば、近くの町や村から買い物などにやって来る人々も多い。

　繁はん華か街がいは、身動きがとれないほど──とまではいかないが、それでもうんざりするほどの人通りがあった。

　とりあえずは食事である。シンは適てき当とうに空すいている店に入ると、ウェイトレスを待って、

「トーストとコーヒー」

　あまり食べ物にはこだわらない性質たちなのか、やはり適当な注ちゆう文もんを告つげる。

　メイはテーブルの向かいでメニューを手に取って、

「……えっと……あたしは……」

「こいつは水だけでいい」

「うわっ。ひどっ」

「水、だけで、いい」

　メイの抗こう議ぎはきっぱり無む視しし、シンはウェイトレスをにらみつけ、一いち言ごん一いつ句く嚙かんで含ふくめるように言う。

「……か……かしこまりました」

　気け圧おされ、退さがってゆくウェイトレス。

「……けちねー……」

「なんでお前に気前よくしなけりゃならん。

　おごってほしいと言うのなら、せめて俺おれの質しつ問もんに、納なつ得とくのいく答えくらいは返してもらおうか」

「……って言われても……だからあたし、記き憶おくがないんだってば」

「……まあ、今はそういうことにしておこうか。

　だが、最近の記憶ならあるんだろう？

　はじめて出会った時、律崩術クランブルを使ったのはお前か？　昨日きのうの夜、誰だれと会って、何を話してた？　なぜ俺の家がわかった？　どうやって入った……か、は、秘ひ密みつだったな」

　さきほどは、記憶喪そう失しつだなどと言われて混こん乱らんし、つい聞けなかった質問を、シンは一気に少女にぶつけた。

　メイは困こまった顔で、こめかみに右の人さし指を当て、

「そういっぺんに聞かれても……

　じゃ、順番に答えるけど、あんたの家がわかったのは、におい、ね」

「におい？」

　眉まゆをしかめて問い返すシン。

　妙みような既視感デ・ジヤ・ビユ。つい最近、似にたようなことを言われたような気がする。

「そ。におい。

　で、次に……」

「ちょっと待て」

　さらりと流そうとする彼女を、シンは制せい止しし、

「その『におい』っていうのは、つまり俺の……その……体たい臭しゆう、ということか？」

　やはりそういうことは気になる。恐おそる恐る問う彼に、メイはふたたび考えて、

「……んー……そういうのじゃなくて……

　どー言うのかなぁ……存そん在ざい形けい態たいパターンの残ざん留りゆう痕こん跡せき？」

「なんだそりゃ」

「つまりは──におい、よ」

　ソンザイケイタイパタアンノザンリュウコンセキ。何やら難むずかしげな言葉にも聞こえるが、なにしろメイのことだから、口から出まかせ、という可か能のう性せいも大いにある。

　もしそうでなかったならば、くわしく聞いてもきっと理解わからないだろう。

「わかった。それはまあ、いい。

　で？　前に攻こう撃げき型の律崩術クランブルなんか使いやがったのは？……そういえば、攻撃された、とか言ってたようだが」

「うん。攻撃されたの」

「誰だれに？」

「昨日の夜、出会った奴やつ」

　ウェイトレスが、注ちゆう文もんのコーヒーとトーストを運んでくる。シンは彼女が去るまでしばらく待ってから──

「攻撃された……って、何で？」

「そんなのわかんないわよ」

　メイの答えはいちいち簡かん潔けつで、いちいちうさんくさかった。

「じゃあ、相手は誰だ？　妙みような生き物たちを連つれていたが」

「ああ。ジュビアね」

　どこかで聞いたことのある響ひびき。

「ジュビア……そう名な乗のったのか？　そいつは？」

「名乗った？」

　メイはきょとんっ、とまばたき一つ。

「何言ってんの？　ジュビアって、あのちっこい動物たちのことよ」

「そっちか」

　言われてシンは納なつ得とくした。

　確たしか大きな影かげが、そんな名を口にしていたような気がする。

　しかしどうやらこれは、警邏隊ガードに通つう報ほうした方がよさそうな話だった。

　誰かがメイを狙ねらっている。ということは、そばにいれば自分も巻まき込こまれることになる。

　はっきり言って冗じよう談だんではない。

　警邏隊ガードに事情を話し、メイをなんとか引き取ってもらいたいところなのだが──さて、ではどう説明するべきか。

　シンが頭を悩なやませていると──

「──おおおっ！　見ちまった見ちまったぞっ！」

　そばから聞こえた軽けい薄はくな声にふり向けば、そこにはにやにや笑いを浮うかべ、佇たたずむクラスメート、マークの姿すがたがあった。

　制服ではなく、ちょっと散さん歩ぽに出る時のような、ラフなシャツを引っかけただけの姿。

　まあ、シンとて今はやはり似にたような格かつ好こうなのだが。

　シンとメイとの視し線せんを受け、マークは笑えみを深くして、

「……くっくっくっくっ……

　見たぞ見たぞ見ちまったぞ！　お前も隅すみに置けねーよなーシンドレッド先生？　女に興きよう味みありません、俺は硬こう派はです、って顔して実は年下のかわいこちゃんとデェトか？　よっ！　ニクいねこのロリロリ大だい魔ま王おう！　よし。みんなにはオレの方から伝つたえておく。これで女子どものささやくシンくんホモ疑ぎ惑わくともおさらばってわけだ！　じゃ！」

「待て待て待て待て待て待て待て待て」

　言うだけ言ってきびすを返し、立ち去ろうとするマークの背せ中なかをむんずと摑つかんで引きずり戻もどし、

「誤ご解かいだ。マーク、オレはお前のことだけを──

　……とか言い出すんじゃねーだろうなシン」

「言うか」

　気き色しよくの悪いボケをかますマークをシンはにらみつけるが、相手はおびえずひるまず、にやにや笑いを浮かべたまま、

「てことは誤解じゃないんだな？　つまりやっぱりロリロリデート！　きっと『いっしょに今夜の月げつ食しよくを見よう』とかなんとか言って誘さそい出して、月を見ながら『今、二つの月が一つに重かさなったように、僕ぼくたちも一つになる運うん命めいなんだ』とか言っていろいろやるつもりだろうこの犯はん罪ざい者しや!?」

　長いつきあいで、シンにはわかっている。調ちよう子しづいたお調子者を黙だまらせるにはどうすればいいか。

　すなわち、より相手の興味を引く、衝しよう撃げき的な言葉。

「律崩術クランブル事じ件けんの時にいた奴やつだ」

「──」

　効こう果かはてきめん。マークの表ひよう情じようが真ま顔がおに戻もどる。

　シンの隣となり──ではなく、メイの隣に腰こしかけて、二人の顔を交こう互ごに見み交かわし、声をひそめて、

「──マジ？」

「ああ」

「律崩術クランブル事件って？」

　メイがシンに問う。

「初めて会った時、誰かが律崩術クランブルぶっ放ぱなしただろうが」

「ああ。あれね」

　ごくりっ、とマークは喉のどを鳴ならし、

「マジかよ！　で？　で？　何がどうなってああなって、何がどうなってこうなってるんだ!?　で、お前らどういう関係!?」

「落おち着つけ。とりあえず」

「どういう関係、って……」

　メイは、テーブル向かいのシンを指さし、

「これ、あたしの部下」

「ぶ…………！」

　ずざざざざざざっ！

　マークは席から立ち上がり、大きくあとずさりをすると、シンとメイとを交互に眺ながめ、

「……じ……女王様プレイ……？」

「違ちがう」

　シンは憮ぶ然ぜんと言い放つ。

「こいつが勝かつ手てに俺おれのことを部下呼よばわりしているだけだ。

　それより聞きたいことがある。女子どものささやく俺のホモ疑ぎ惑わく、というのは何だ」

「え？　オレそんなこと言ってない言ってない」

「言った」

「それより──結局あの律崩術クランブル事件ってなんだったんだ？」

「……………………」

　話をそらそうとするマーク。黙もくしてにらみつけるシン。

　とはいえ──ここで妙みような噂うわさの追つい及きゆうなどしたところで、マークはおそらくのらりくらりと逃にげるだけだろう。ならば時間のムダにしかならない。

　今はメイのことをどうにかする方が先である。ひょっとしたら、マークがいいアイデアを出してくれる可か能のう性せいもある──かもしれないという希望もないことはない。

　シンはメイを目で指して、

「どうやらこいつ、誰だれかに狙ねらわれているらしくてな。そいつが律崩術クランブルを使った。

　──と、いうことらしい」

　マークはふたたび、やはりメイの隣となりに座すわりなおし、彼女の顔をまじまじと見つめ、

「へぇぇぇ。なんで？」

「記き憶おくがない、と当人は言っている」

「マジ!?」

　シンの言葉に驚おどろいて、さらにまじまじとメイを見つめるマーク。圧おされてじわりっ、と身を引く彼女。

「記憶がないっていつから!?　どんな感じ？　やっぱり不安？　っていうか不安じゃないわけないよな。けどそれで誰かに狙われてるってのはやっぱり何かのわけありなんだろうけどおぼえてないんだよな当然。でも何か身元の手がかりになりそうなものとか持ってなかったのか？　あと相手が何者かとか……ってそういえばオレ、まだあんたの名前も」

　びっす。

　耐たえきれなくなったメイのチョップが顔がん面めんに炸さく裂れつして、ようやくマークの口は停止した。

　マークはシンに顔を向け、

「結けつ構こう、気の短い子だな」

「結構面おも白しろい人だと思います」

　生まれたのは別の声。

『!?』

　三人はそちらを振り向いて──

「うわまた出たな留りゆう学がく生せい！」

　おおげさに声を上げたのはもちろんマーク。

　その視し線せんの先に、笑え顔がおを浮うかべて佇たたずむのは、金色の瞳ひとみを持つ青年。休きゆう日じつだというのに、修しゆう練れん学校の制せい服ふくを身につけている。

「レゼルド、です」

　彼はにこやかにそう言った。

「……じゃあ聞くけどレゼルドさんよぉ、あんたの国じゃあ、いきなりな現あらわれ方しなくちゃあならない、って習しゆう慣かんでもあるのか？」

「いえ。ちゃんと友ゆう好こう音おんを出してから近づいたでしょう？」

『……………………』

　意味がわからず沈ちん黙もくするシンとマークに、レゼルドは、少し考えるそぶりを見せてから、

「──ひょっとしたらヒトには聞こえないのかもしれませんね。あの音」

「いや。何かわからんが」

　とりあえず、レゼルドのペースに合わせるのが面めん倒どうになって、シンはそちらの話を切り上げて、

「用なのか？　そうじゃないのなら、今、ちょっとマジな話をしてるんでな」

「用は、あります。

　においがしましたので、『オヒメサマ』を拝はい見けんしようと」

　言うとレゼルドは、マークの膝ひざ越ごしに身を乗り出して、まじまじとメイの顔をのぞき込み──

「……………………………………」

「……………………………………」

「……………………………………」

「……………………………………」

　びっす。

　耐たえきれなくなったメイのチョップが顔がん面めんに炸さく裂れつして、ようやくレゼルドは身を引いた。

「なるほど」

『何が』

　シンとマークが同時にツッコむ。

　しかしレゼルドは何も答えず、満まん足ぞくげにうなずきながらきびすを返し、そのまま店から出ていった。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送る三人。

「……前にも言ったような気がするけどよ……

　何だ？　あれ」

　マークがそうつぶやいたのは、レゼルドの姿すがたが表おもてに消えて、しばらく経たってからのことだった。

「前にも言ったような気がするが──知るか」

　シンは、なげやりに言って肩かたをすくめた。




　シンは不ふ機き嫌げんだった。

　玄げん関かんのカギを開け、入った所の呪キヤスト環リングをなぞり、明かりを点つける。

「うわ！　明かりついた！」

　シンの後うしろで驚おどろいた声を上げたのは──言うまでもない。結局、警邏隊ガードに押おしつけそこなったメイだった。

　マークと別れたそのあと、シンはメイを連つれ、警邏隊ガードの本部、中央警けい邏ら所じよを訪おとずれた。

　数日前の律崩術クランブル発動事件ではいろいろ聞かれた。シンの顔は知られている。事じ情じようを説明すれば理り解かいしてもらえる──はずだった。

　──なるほど了りよう解かいしました──

　長い事情聴ちよう取しゆのあと。隊員は、シンの期き待たい通りそう言った。そして。

　──今夜から、そちらのパトロールを強化しましょう──

　シンの期待を裏うら切ぎり、そう続けた。

　メイをこちらで保ほ護ごする、ではない。護ご衛えいをつける、ですらない。単にパトロールを強化する、である。

　記き憶おくを失うしなった者の保護に関する前例がないこと。狙ねらわれているという理由がわからない以上、たまたまだったという可か能のう性せいも考えられること、人じん員いんの問題等々を、隊員は述のべ立てていたが──

　メイの証しよう言げんがうさんくさい。

　それがおそらく、軽く扱あつかわれた本当の理由だろう。

　むろんシンは抗こう議ぎした。俺に、この女を保護する義ぎ理りなんてない、と。

　隊員の答えは簡かん潔けつ。曰いわく、うちにもない。以上。めでたくなしめでたくなし。

　警邏隊ガードというものができてから十年と少し。制度にはまだ、いろいろと穴あながある、ということだろうか。

　……むろん、メイを引き取ってもらう手しゆ段だんはある。この女がうちに勝かつ手てに入ってきました、と訴うつたえて、とっ捕つかまえてもらうのだ。

　だがさすがにシンも、そこまでやるのは気が引けた。

　かくて──

　彼女はさも当たり前のような顔をして、シンにくっついている結果となった。

「……へぇぇぇ……」

　メイは好こう奇きのまなざしで、壁かべの呪キヤスト環リングと、天てん井じようの明かりを交こう互ごに眺ながめ、呪キヤスト環リングを順逆になぞって明かりを点つけたり消したり点けたり消したり。

「……何やってる？」

「いや。なんか面おも白しろいんで」

「ただのライトの呪環キヤストリングが、か？　お前まさか、律崩術クランブルも知らない、なんて言わないだろうな？」

「律崩術クランブルは知ってるって。空間を相そう転てん移いさせて物理法ほう則そくを変へん質しつさせる技法じゃない」

「……ソーテンイ？」

　やはり言っていることがわからない。たぶん口から出まかせなのだろうが。

「でも、この……キャストリング？　これってやっぱり面白いし。

　どうなってんの？」

　──マジで言ってるのか？　こいつ──

　さすがにシンは眉まゆをひそめた。律崩術クランブルは知っていて、呪環キヤストリングは知らない、などということがあるのだろうか？　田舎いなか者もの、とかいうレベルの問題ではない。今日きようび、どんな田舎に行ったところで、日にち常じよう生活の中に呪環キヤストリングくらいはあるだろう。

　記憶喪そう失しつで、そんな妙みようなものの忘わすれ方をするものなのだろうか？

「……だから……あの天井」

　とはいえまあ、一いち応おう説明を試こころみる。シンは、明かりが灯ともるあたりの天井を目で指さして、

「あそこにも呪環リングが埋うめ込こまれてるのが見えるよな。

　こっちの呪環リングに彫ほられた呪じゆ紋もんをなぞると、ここにいる奴やつ──つまり、俺おれやお前の魔ま力りよくを吸すい上げ、あれが作さ動どうして、決められた律崩術クランブルを発動する。この場合は明かりの生せい成せいだ。

　で、逆回りになぞるか、魔力がなくなる……つまり、人がいなくなると消える。

　それだけの仕組みだ」

「……ふーん……けどやっぱり、こういうのって面白い」

「だからって点けたり消したりするな。ウザい」

「むみゅう。部下二のくせにえらそーな」

「部下一が消えても部下二のままか。……いや、部下になると認みとめたわけじゃあないが」

「『一』は永えい久きゆう欠けつ番ばんにしてみました」

「ああ。なるほど」

　適てき当とうにいなして、食料の詰つまった紙かみ袋ぶくろを抱かかえたままでキッチンへ。

　窓まどの外にははや夕ゆう闇やみの色が濃こい。実みのりのない事情聴ちよう取しゆと、夕食材料の買い出しは、結局この時間までかかった。

　一歩遅おくれて続くメイを、シンは肩かた越ごしに振ふり向いて、

「……で？　まだうちにいる気なのか？」

　問われてメイは、こくんとうなずき、

「まあ、自分の家だとでも思って」

「思うな。というかお前がそのセリフを言うな」

「またまたぁ。とか言ってほんとうは今、『な～んて言ってもムダなんだろうなこいつは』って思ったでしょ？」

「思ったよ。わかっているなら出てけ」

「おや。記憶も失なくしたやさしく可か憐れんでかよわい少女を、たった一人でほっぽり出して、良りよう心しんは痛いたまないと？」

「ちっとも」

「えらいっ！」

　メイは、ぱんっ！　と手を打つと、

「それでこそあたしの部下その二っ！　悪あく人にんの部下は悪人っ！　くぅぅっ！　その態たい度ど気に入ったっ！　ごほうびにしばらく泊とまってあげるっ！」

　つまりはやはり、何をどう言ったところで泊まる、ということらしい。

　シンは小さくため息をつき、

「で、お前、いそうろうを決め込む気なら、当然せめて家か事じ手て伝つだいくらいはしてくれるんだろうな？　掃そう除じとか料理とか洗せん濯たく…………………………

　──いや。期き待たいするだけ無む駄だか」

「あ。失しつ礼れいねー。そこまで言うのなら、あたしの料理の腕うで前まえ、見せてあげるわ」

　メイは紙袋から、買ってきたばかりのジャガイモを一つ摑つかみ上げると、不ふ敵てきな笑えみを浮うかべたのだった。




　陽ひの落ちた街まちは、静けさに満ちていた。

　繁はん華か街がいならばともかく、住じゆう宅たく街がいのこのあたりは、大体こんなものである。

　くろぐろとどこまでも延のびる道。家々の煙えん突とつからは、夕ゆう餉げの支度したくの煙けむりが上がり、警邏隊員ガーデイアンが道々の街がい灯とうに明かりをつけて回る。

　街灯の柱はしらに半分だけ刻きざまれた呪環キヤストリングに、手持ちのもう半分の呪環キヤストリングを合わせ、指でなぞる。

　こうすることで、街灯の中のガス弁べんが開き、律崩術クランブルで生み出された小さな火がそれに点てん火かする。

　──そんな退たい屈くつな作業をくり返しつつ、その警邏隊員ガーデイアンが足を止めたのは、一軒けんの家の前でだった。

　別べつ段だんどこといって変へん哲てつのない家。さして大きくもなく、少し古びたレンガ造づくりの平ひら屋や。やはり夕食の支度したくでもしているのか、何かのにおいが漂ただよって来る。

　──確たしか住人は……シンドレッド……とか言ったか──

　隊員は記き憶おくを反はん芻すうする。

　上からは、この家を注意してパトロールしろ、と命めい令れいされた。ここの住人を狙ねらう不ふ審しん者しやがいる可か能のう性せいがあるから、と。

　だが、何にどう注意すればいいというのだ？　注意をしていれば不審者が、タイミングよく現あらわれて、捕つかまってくれるとでもいうのか？　それともここに張はり込こめとでも？　しかしそれではパトロールにはならない。

　──結局のところ──

　隊員がシンの家の前にとどまっていたのは、愚ぐ痴ちにも似にた、そんなどうでもいいことを考えるほどの間だけだった。

　ぐるりとおざなりにあたりを見回し、歩き出す。

　そばの庭にわ木きの陰かげにいる、犬ほどの大きさをした、奇き妙みような生き物の存そん在ざいにすら気づかぬままで──




　クリームスープにサラダにパン。コショウを効きかせたチキンソテー。

「ざっとこんなもんよ」

　それが、自じ慢まんたらたら、メイがテーブルに並ならべた今日きようのディナーだった。

　シンとメイとはテーブルの向かいに座すわり、

「いただきまーす」

　メイのあいさつで、同時にスプーンを取り、まずはひと口、スープを口に。

「うまっ！」

　ややわざとらしいメイの声に、

「まずっ！」

　ややおおげさなシンの声がかぶった。

『…………………………………………』

　二人はしばし、テーブルをはさみ、無む言ごんでにらみあっていたが──

「──ほほぉう」

　ずいっ、と身を乗り出して言ったのはメイだった。

「それはつまり、このあたしへの挑ちよう戦せんと受け取っていいわけね？」

「というか、これを『うまい』と言い切るのは人類への挑戦だぞ」

　シンは冷れい静せいに切り返す。

「味付けそのものはそうひどくない。けどな、料理って奴やつには、要所要所にちょっとしたコツってものがある。

　一いつ見けんどうでもよさそうな、そんな小さなコツを、押おさえているのといないのとじゃあ、最終的に、だいぶ味が違ちがって来る」

「んむぅぅぅぅぅ」

　メイは頰ほおをふくらませ、指先でスプーンをぴこぴこ振ふりながら、

「そこまで言うんなら、あんたの腕うで前まえ、明日あしたの晩ばんごはんで見せてもらうからっ！」

「明日もいる気か」

「とーぜん！」

　……………………はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……………………

　迷まよいもなしに言い放はなたれて、シンは深いため息をつく。

「あのなあ。言っておくが、俺おれに親はいない」

　ぴくっ、とメイが小さく反はん応のうする。

「どういうことかわかるな。お前がここに居い着つくというなら、この家にいるのはお前と俺だけ、ということだ」

「……そうなるね」

「それがどういうことか、わかるな？」

　問われてメイはしばし考え、

「……夕ごはんの支度したくは交こう代たいでやる、ってこと？」

　シンは憮ぶ然ぜんと沈ちん黙もくした。

　これではぐらかしたつもりなのだろうか？　男と一つ屋や根ねの下、という状じよう況きようを不安に思わないものなのか？　それともこの女、この歳としになって、赤ん坊ぼうはキャベツから生まれてくるとでも思っているのか？

　自分を好きにしていい、と、暗に言っている──ようには見えないし、もし仮かりにそうだとしても、それはそれでシンの方がイヤである。

　ちょっと脅おどして出て行かせる作戦、失しつ敗ぱい。

「……どうでもいいが、いつまでも──」

　言いかけて──

　シンはそこで、言葉を切った。

「いつまでも──何？」

「しっ。今、音が聞こえなかったか？」

「音？」

　沈黙し、耳をすます。

　裏うら庭にわに面したリビングの窓まどは開いている。そこからさまざまな音が、夜風に乗って運ばれている。

　風の音。虫たちの鳴なき声。そして──草の揺ゆれる音。

　家のまわりにはささやかな庭があり、日ひ頃ごろの手入れが行き届とどいていないおかげで、伸のびた芝しばと草とが茂しげっている。

　だが今それを鳴らしているのは風ではない。

　規き則そく正しい何かの──

「なぁんだ。ただの足音じゃない」

「『なぁんだ』じゃないだろ！　誰だれか……いるのか？」

「んー」

　シンのつぶやきに、メイは、あさっての方に視し線せんを泳およがせ、

「人じゃないみたい。もっと小さいのがいくつも。

　あれじゃないの？　昨日きのう出会ったジュビアたち」

　ジュビア、というのが何だったか、一いつ瞬しゆん思い出せずにシンは沈黙し──

　思い当たる。

　犬ほどの大きさをした、獣けものたち。

　彼の顔から一気に血の気けが引いた。

「待て。なんであれが」

　思わずイスから腰こしを浮うかす彼に、しかしメイの方はむしろのん気に、

「さあ。やっぱり、あたしのにおいでもかぎつけてきたんじゃないの？」

「つまり……ここがヤバいってことか!?」

「まあねー」

「……っ……！」

　シンはあわてて窓まどを閉め、ドタドタとダイニング・ルームから駆かけ出すと、ややあって、またバタバタと駆け込んで来る。

　その手にはひとふりの木ぼつ剣けん。

「……何それ？」

「もしもの時は、これであいつらを追おい払はらう！」

　練習用の木剣である。重量はそれなりにあるので、素す振ぶり用にはもってこいだが、さてどれほどの役に立つのか。

「ふーん。がんばって」

「ひとごとか!?　狙ねらわれてるのはお前だろう!?」

「そのあたりはまあ、臨りん機き応おう変へんに」

　わけのわからない寝ね言ごとは無む視しし、シンは空あいている左手で、メイの腕うでをとっていすから立ち上がらせた。

　修しゆう練れん学校での、剣を使った模も擬ぎ戦せんの成せい績せきは悪くない。いや、飛び抜ぬけていると言ってもいいだろう。教官でさえうち倒たおし、結果、やっぱり嫌きらわれた。

　だが練習と実戦は違ちがう。

　よく、シンに負けた教官たちが口にするフレーズだが、彼は昨夜ゆうべ、それを実感している。

　霧きりの中。影かげに殺さつ気きをぶつけられ、一瞬体が動かなかった。

　そしてあの、ジュビアの名を持つ異い形ぎようの獣けものたち。

　今来ているのがそのジュビアなら、あの大きな影もまた、やって来ている可能性が高い。

　ならば、模擬戦の成績と木剣が何の役に立つ？

　──くそっ！　警邏隊ガードは何やってやがる！　何がパトロールを強化する、だ！

　内心悪あく態たいをついてみても、それで助けが来るわけではない。

　いっそ外に出て助けを呼よぶか？　だがそれで、すぐに警邏隊ガードが飛んできてくれるとは思えない。

　いや、へたをすれば、近所の無関係な人間を巻まき込むだけのことになりかねない。

　ならばここに立てこもり、時間をかせぐか？　そうすればいつか、異い変へんに気づいて警邏隊ガードがやって来るだろう。

　しかし──いつか、というのは一体いつだ？

　ならばやはり飛び出すか。

　思し考こうはむなしくから回り。

　そして事じ態たいは、シンの考えがまとまるのを待ってなどくれなかった。

　ゾンッ！

　例たとえるなら、濡ぬれたタオルを何かにうちつけるような音。

　体の芯しんまで響ひびく、異い様ような振しん動どう。

　同時にダイニングの壁かべ──外に面した部分に突とつ如じよ、穴あなが開いた。

　かつて壁だったものが。レンガだったはずのものが。灰はい色いろの砕さい片へんと化して床ゆかに散る。

　メイとはじめて出会った時。シンの目の前で発動したのと同じ、律崩術クランブル。

　時が止まる。

　シンの視し線せんは、穴の向こう、ひろがる闇やみに向けられていた。

　その先──夜の藍あい色いろの中、何かが──動いた。

「──逃にげるぞ！」

　言うなりシンは、部へ屋やのドアを開け、廊ろう下かに駆かけ出す。

　──ぎィッ！

　耳ざわりな鳴なき声。いくつもの気け配はいを背はい後ごに感じつつ、シンは出てきたドアを、たたきつけるように閉とじ──

　どんッ！　がりカリかりかりがり

　ほとんど同時に、ドアに何かがぶつかり、かきむしる音。

「こっちだ！」

「ちょっ……痛いた……」

　メイの手を引き玄げん関かんへ。靴くつを履はく間まももどかしくドアを開け──

　ぎきぃッ！

　とたん闇の奥おくから、二匹ひきの獣けものがシンに跳とびかかった！

　開いた顎あぎと。並ならぶ牙きば。ねじれ尖とがった脚あしの爪つめ。こちらを見すえる灰はい色いろの瞳ひとみ。グロテスクな獣の姿すがたが、瞬しゆん時じに、シンの網もう膜まくに焼き付いた。

「うわああああああああああああっ！」

　叫さけんで右手をふり回す。

　頭は混こん乱らんしていても、体は技わざを覚おぼえていたのか、木ぼつ剣けんはその一匹をうち払はらう。

　だが、木剣の動きが止まった一瞬、もう一匹が木剣に牙を立てる。

　みり。

　木のきしむ、にぶい音。

　あわててシンは木剣を振りたくる。抵てい抗こうし、もがく獣の爪がシンの足を薙なぐ。

　ズボンの生き地じは、やすやすと裂さけた。

　──ひゅっ！

　思わず小さく息を吸すい、同時にシンは蹴けりを放はなっていた。

　牙がようやく木剣を離はなし、獣は闇やみの奥へと跳とぶ。

　シンは一気に駆かけ抜ぬけた。右手に木剣、左手にメイの腕うでを取ったまま。

　表おもて通りに飛び出し、視し線せんを右へ。こちらに進めば、かなり先にだが、警邏隊ガードの小さな詰つめ所しよがある。

　が。

　五つの月と街がい灯とうが照てらす夜の道。

　その路上には、いくつもの小さな影がある。

　──こっちはだめか──！

　身をひるがえして左に。

「ちょっと！　こら！　どこへ……！」

　メイの抗こう議ぎはむろん無む視し。

　──ぎっ！　ぎィッ！　ぎぎギィッ！

　後うしろの気け配はいと声は増ふえてゆく。

　獣たちの声にせかされて、シンは通りを駆けてゆく。

　目の隅すみをよぎる黒こく影えいは、小さな追っ手たちの影か、はたまた混こん乱らんが生む幻まぼろしか。

「どこ行くのよっ!?」

「知るかっ！」

　悲ひ鳴めい混まじりに言い捨すてる。

　視界の左がわに影。幻などではない証しよう拠こに、それは威い嚇かくの呻うなりを上げる。

　……り……ぎりリリリりりりり……

　反対がわに進路を変える。

　呼吸いきが苦しい。胸むねが、頭が灼やけるように熱あつい。そのくせ背せ筋すじはふるえるほどの悪お寒かんに支し配はいされていた。

「……ちょっと！　聞いてるの!?」

　メイが何かをわめいているが、それを聞いている余よ裕ゆうはない。

　畏おそれと呻りに追い立てられて、通りを右へ、左へと進むうち、ふと気がつくとシンたちは、住じゆう宅たく街がいの外はずれまでやって来ていた。

　いずれはこのあたりにも、家が建たち並ならぶことになるのだろう。しかし今、ここには、山やま積づみされたレンガと材ざい木もく。雑ざつ草そう茂しげる空あき地。それらがただ、月の光に照てらされているばかり。

　──まずい。警邏隊ガードの詰つめ所がある方へ──

　あたりを見回し──

　ほてった体が凍こおりつく。

　資し材ざいの陰かげから、小さな何かが現あらわれる。

　伏ふせていた雑草の中から、影が身を起こす。

　二人はすでに、何十もの獣たち──ジュビアの群むれに囲かこまれていた。

　──俺は──馬ば鹿かだ──

　シンはメイから手を離はなし、小さくよろける。

　抵てい抗こうしたつもりだった。必ひつ死しで逃にげてきたつもりだった。だが違ちがう。シンは追い込まれたのだ。この場所に。

　考えてみれば露ろ骨こつな誘ゆう導どうだった。修しゆう練れん学校で一年の時に習ならった──作戦とすら呼よべない手しゆ法ほうである。もしも同じ状じよう況きようを、テストで出しゆつ題だいされていたら、突とつ破ぱの方法など何通りでも示しめせただろう。

　それが──実戦の空気、とでもいうのだろうか。異い常じような状況に、全まつたく何も考えられず、流れのままに逃げて来た。

　その結果がこれである。

　ひょっとしてメイは、このことを指し摘てきしようとしていたのだろうか？

　シンは少女に視し線せんを送る。

　だが彼女は、シンでもなく、獣たちでもなく──虚こ空くうにその目を向けていた。

「来た」

　小さな唇くちびるから漏もれるつぶやき。

　シンは彼女の視線を追って──

　刹せつ那な、呼こ吸きゆうすら忘わすれた。

　──今夜は月げつ食しよく──

　誰だれかがそんなことを言っていたのを、ふと思い出す。

　夜の空にかかるのは、この大だい地ち──クロスカディアを巡めぐる五つの月。

　うち一つ。レンの月は、今まさに、別の一つ──クロネオンの陰に隠かくれつつあった。

　皓しろくかがやくその月を背に。

　翼つばさが、大地に舞まい降おりる。

　──翼ある人──

　だがそれはヒトとは呼べまい。ヒトらしいところがあるとするなら、その身につけた革かわ鎧よろいとおぼしきものと、両りよう腕うでの巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめを持つ籠手ガントレツトくらいのもの。

　長い四し肢しは異い様ようにねじれ、その頭からは、進化に狂くるう巻まき貝のような角つのが数本つき出していた。瞳ひとみに慈じ悲ひの色はなく、背せに負おう翼は闇やみの帳とばり。

　今まで見たことのない異い形ぎよう。

　だがシンにはわかった。それが一体何なのか。

　──魔妖族デイーヴア──

　かつての戦たたかいでは悪あく魔まとすら呼ばれ畏おそれられ、伝でん説せつの中では、太たい古こにおいて創そう世せいの神々に戦いを挑いどんだとさえいわれる種族。

　強きよう靭じんな肉体と巨大な魔力。戦争が終わり、五十年が経たった今でさえ、嫌けん悪おと恐きよう怖ふとをもって語られる存在もの。

　シンは、その実物に出会うのはこれがはじめてなのだが──

　伝説が生まれるわけが、理り解かいできるような気がした。

　対たい峙じする。ただそれだけで、ちりちりと肌はだが灼やかれるような感覚。同時に背中が──体の芯しんが急速に冷ひえてゆく。

　敵てき意いを向けられたわけではない。単に視線を送られているだけ。

　それだけで感じる、魂こころを押おし潰つぶされるかのようなプレッシャー。

「──ニオイだ──」

　ディーヴァの口から言葉が漏もれる。奈な落らくより噴ふき出る瘴しよう気きにも似にて。

「ニオイがする。確たしかに」

　闇色の羽は根ねが波打つ。

　同時にディーヴァは、シンたちの方に向かって突つっ込んで来た！

　とっさにシンは横に跳とぶ。だが相手は、シンの予想をはるかに超こえて速はやかった。

　異形が視界を埋うめる。死の覚かく悟ご。奥おく歯ばを嚙かみ締しめ──

　──すれ違う。

　息を吞のむ間ますらなく。

　シンの視界の中。その光景が展てん開かいした。

　ディーヴァが、片かた腕うでを無む造ぞう作さにふるう。

　そこに、メイがいた。

　腹を薙ながれ──はじけるような音を立て──メイは吹ふっ飛んだ。

　何かを、まき散らしながら。

　凍こおりつくような刹せつ那なが終わる。

　草を鳴ならし、少女の肉体が大地に転ころがる。

　空気に混まじる、鉄サビに似にたなまぐさい臭におい。

　半なかば思し考こうがマヒしたシンにも、はっきりと、わかった。

　メイは今、殺されたのだ、と。




　息が、できない。

　手足が小さくふるえているのが、自分でもわかる。

　シンは目だけを動かし、そちらを見た。

　離はなれた草むらの上に横たわる体。それははや、小さく、死の痙けい攣れんをはじめている。

　目の前に、異形。それが視線を送るのは、シンではなく、倒たおれた影かげ。

　そうだ。こいつが狙ねらっていたのは、シンではなくメイだったのだ。自分はそれを知っていたはずだ。

　知っていて──とっさの時に、何も考えずに身をかわした。

　少女を助けることもなく。

　──どうしようもない吐はき気けがするのは、漂ただよう濃のう厚こうな血けつ臭しゆうのせいだけだろうか──

　視界に黒がひろがる。ディーヴァがこちらに背を──翼つばさを向けたのだ。

　シンのことなど眼がん中ちゆうになし。

　何をする気なのかは、なんとなくわかった。

　とどめを刺さす気なのだ。もはや助かるはずもないメイに。

　ディーヴァはゆっくりと歩あゆみを進める。

　吐き気がする。頭も痛いたい。

　自分は結局、このまま何もできずに見ているだけなのか。何もできずに。何も。何も何も何も何も何も何もなにもなにもなにも……

「…………っぅあああああああああァァァァァァァアっ！」

　絶ぜつ叫きようを上げて木ぼつ剣けんをふりかぶる。

　ディーヴァが──ふり向いた。




　──今夜は月げつ食しよく──

　誰だれかがそんなことを言っていたのを、ふと思い出す。

　夜の空にかかるのは、いくつもの月。

　月と星空を眺ながめながら──少女は、死にかけていた。

　──なぜだろう──

　あおむけに横たわり。腹はらから熱ねつと力とが、どんどん抜ぬけてゆくのを感じながら、メイは疑ぎ問もんを抱いだいていた。

　恐こわくなかった。

　恐こわくなかった。

　そう。ちっとも恐くなかったのだ。ジュビアたちも。ディーヴァでさえも。

　こんな連中に自分が殺せるわけがない。

　理由もなく、メイはそう確かく信しんしていた。

　だが今──

　自分は、死につつある。

　──なぜだろう──

　ふたたび浮うかぶ疑問のことば。むろん答える者はない。

　正しよう直じき、この期ごに及およんでなお、メイはここで終わる気がしなかった。

　だがもはや体はぴくりとも動かず、視し力りよくも失うしなわれてきたのか、見上げる月が妙みように暗い。

　うち二つの月は、もはや完全に重かさなって──

　……こふっ……

　小さく喀かつ血けつし──その口元にかすかな笑えみ。

　思い出したのだ。メイは。少しだけ。




　背はい後ごに聞こえた絶ぜつ叫きように、ディーヴァは無感情にふり向いた。

　そこにいるのは、仲間を殺され、逆ぎやく上じようしている人間ヒユームが一人。

　取るに足たりない存そん在ざいだった。

　手にしているのは、ただの木ぼつ剣けん。こんなものでは、ジュビアとさえまともに戦たたかえはしないだろう。ましてや自分デイーヴアを相手にふりかざすなど、正しよう気きの沙さ汰たではない。

　とはいえ──彼ら魔妖族デイーヴアとて、殴なぐられれば痛いし、痛みを好このむ趣しゆ味みはない。だから立ち止まり、振り向いた。ただそれだけのことである。

　だがそれだけで──目の前の人間ヒユームは、木剣をふり上げたまま動きを止めた。

　よくわからないが──顔にシワがないから、まだ若わかいヒュームなのだろう。生まれてはじめてディーヴァを見、仲間が目の前で殺されるところを見、恐きよう怖ふし、混こん乱らんしている。

　──さて──どうしたものか──

　ディーヴァは少し考える。

　与あたえられた任にん務むは、『妙みようなにおいのする相手の暗あん殺さつ』。

　これ自体がおかしな任務だが、ターゲットのにおいをとらえた時、なんとなく、その意味が理解わかったような気がした。

　そのターゲットは、今、殺した。

　正確にはまだ息をしてはいる。決して助かる傷きずではないが、とどめを刺さすまでは、完全に任務を達たつ成せいしたとはいえない。

　一番手っ取り早く終わらせるには、目の前の邪じや魔まなヒュームを始し末まつして、ターゲットにとどめを刺せばいいのだが──

　上からは、なるべく騒さわぎを大きくするな、と言い渡わたされている。

　今、目の前にいる奴やつを殺すのは、『なるべく』の許きよ容よう範はん囲いの内か、外か。

　余よ計けいなヒューム一人の命など、たいした問題ではないような気がするのだが、前に、町の中で律崩術クランブルを使っただけで、あまり騒ぎを起こすな、と言われていた。

　こんなことで責せき任にんを取らされ、罰ばつとして爪つめや角つのを切られるのはごめんである。

　ならば殺さない方がいいのだろうが……かといって、今、背を向ければ、目の前のヒュームは木剣でうちかかってくるだろう。それも少々遠えん慮りよしたい。

　とはいえターゲットがゆるやかに死んでゆくのを、この状じよう態たいのまま待っている、というのも間まの抜ぬけた話である。

　──我われながら、つまらんことで悩なやんでいるな──

　思い、ディーヴァは苦く笑しようした。




　月げつ光こうの下。

　対たい峙じしたディーヴァの口もとに、邪じや悪あくな笑えみがひろがった。

　──殺される──

　シンは本ほん能のう的にそう感じた。

　ディーヴァの持つ何かの力か、それとも自身の恐きよう怖ふのせいか、シンの体はぴくりとも動かない。

　ディーヴァが──口を開く。

「去れ」

　シンの体が小さくふるえる。

「忘わすれろ」

　見なかったことにしろ、ということか。助けてくれるということか。

　呪じゆ縛ばくが噓うそのように解とけ、木剣をふり上げていた手が下おりる。よろけるように足が一歩、下がる。

　シンは荒あらい息をつきながら、きびすを返──そうとして──

　思い出した。

　メイのことを。

　今、死に瀕ひんしている少女のことを。

　もしも今すぐディーヴァが消えて、少女を医者に診みせたところで、正しよう直じき、助かるかどうかは疑うたがわしい。だからといって──ここで見み捨すてて逃にげていいのか？

　だが逆ぎやくに、自分がここにとどまって、何ができる？　ディーヴァと獣けものたち相手に、木剣一本が何の役に立つ？　死体が二つに増ふえるだけではないのか？

　去ることはたやすい。だが忘れることは難むずかしいだろう。少女を見捨て、逃げた自分を抱かかえてこれからを生きていくことになるのか？　思いが、視し界かいが、世界がゆらぐ。

　荒い息をつき、シンは佇たたずむ。

　しばしの時間。そして──

　動きを見せたのはディーヴァだった。

　シンを殺そうと決意したわけではない。てっとり早い手を思いついただけ。

　──ぎィるるルっ！

　その口から漏もれたのは、獣の呻うめきにも似にた声。

　同時に──今までじっと佇んでいた、獣たちが動いた。

　倒たおれたメイの方に向かって。

　シンにはわかった。その目もく的てきが。

　獣たち──ジュビアに、メイのとどめを刺ささせるつもりだ。

　それがわかった、その瞬しゆん間かん。

「やめろぉぉぉぉっ！」

　木剣をふりかざし、声を上げ、シンは駆かけだしていた。メイの倒れた方に向かって。

　ゆく手を遮さえぎるように、ディーヴァが片かた腕うでを伸のばす。

　おそらく今度は、見み逃のがしてはくれないだろう。

　シンはその手をうち払はらうべく、木剣をふりかぶる。

　視界の中、倒れたメイに跳とびかかる数匹ひきのジュビア。

　──間まに合わない──

　絶ぜつ望ぼうが脳のう裏りをよぎったその時。

　どんッ！

　光の輪わがひろがる。

　──ぎッ!?

　ジュビアたちが──吹ふっ飛んだ。

　悲ひ鳴めいだけを残して大きくはじかれた獣たちは、大地に落ちる間すら与あたえられることもなく、千ち切ぎれ、分ぶん解かいされて虚こ空くうに散り消える。

　──!?

　異い変へんを察さつしたディーヴァはふり向き、シンの木剣は空くうを切る。

　二人の視線が向かう先。

　ゆっくりと。

　少女の影かげが立ち上がった。

「……ばか……な……」

　ディーヴァの、かすれたつぶやき。

　──はふ……

　天をあおいだ少女の口から漏もれたのは、小さな吐と息いき──にしか聞こえなかった。

　だがその瞬間。

　ごっ！

　突とつ如じよかかった重じゆう圧あつが、シンを、獣たちを、悲鳴を上げることさえ許ゆるさず大地に押おしつけた。

「──ぐあっ……！」

　ディーヴァですら。苦く鳴めいを漏らし、ひざをつく。

　地面にへばりついたまま、シンはかろうじて視線を巡めぐらせる。まるで何かにのしかかられたかのように体が重い。息を吸すうことすらままならぬ。
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　だがそれは、この場にいる全員に等ひとしく起こっていることだった。

　なんとか立ち上がろうともがくディーヴァ。もはや動けない獣ジユビアたち。あたりの雑ざつ草そうさえ、自みずからの重みに耐たえきれずへし折おれて、地面にへばりついている。

　その中で。ただ唯ゆい一いつの例外は、飄ひよう然ぜんと佇たたずむ少女──メイ。

　彼女を中心とする頭ず上じようはるかに、あたりを覆おおう巨きよ大だいな光の環わが出しゆつ現げんしていた。

　オレンジ色に発はつ光こうし、何かのパターンを描えがいたリング。まるで大きな呪環キヤストリングに似にて。

　──いや──

　シンは思い出していた。修しゆう練れん学校で前に学まなんだ知ち識しき。

　強大な呪じゆ力りよくを操あやつる種族は、道具の助けを借かりることなく、虚こ空くうに呪環キヤストリングを描えがき、律崩術クランブルを発動させることができる。

　ヒトの使う呪環キヤストリングは、これを模も倣ほうした道具でしかない。

　つまり今、前にあるこれこそが、本当の呪環キヤストリングなのだ。

　彼は理り解かいした。この、超ちよう重力とも呼よぶべき現げん象しようは、それが生み出しているものなのだと。やっているのはおそらく──メイなのだと。

　光を背せ負おったメイの表ひよう情じようはわからない。だがその左手が、異い様ように大きく見えるのは、シンの目の錯さつ覚かくなのだろうか。

「──ぐっ……るあああああああああああああっ！」

　ディーヴァが吠ほえる。

　仄ほの蒼あおい光が、その体のまわりを帯おび状にとり巻まき──そして、ディーヴァは全身に光の帯を纏まとったままで立ち上がる。

　あれで中ちゆう和わしているのだ。メイのしかけた呪を。

　だがかれに、もはや余よ裕ゆうの色はない。

「……何者だ……貴き様さま……？」

　声に混まじるは警けい戒かいの色。

　答えるかわりに、メイは呪を解とく。

　空の光が薄うすれ散り、シンの体にかかった圧あつ力りよくはいともあっさりと消え去った。

　枷かせを解かれて、シンが、そしてジュビアたちが身を起こす。

　そのジュビアたちの何匹びきかが、メイに向かって跳とびかかる。

　彼女は何もしなかった。

　いや、何もしなかったように見えた。

　しかし突とつ如じよ、メイのまわりの空間に、いくつもの黄色く光る呪環キヤストリングが、彼女を護まもる盾たてのように刻きざまれて──

　ばぢっ！

　生まれ出た蒼白い雷らい撃げきが、跳び来るジュビアたちのことごとくを撃うち落としていた。

　その瞬しゆん間かんを狙ねらい。

　──るがぁっ！

　ディーヴァが吠える。

　夜に、闇やみよりも濃こい黒の呪環キヤストリングが刻まれて、その中から出しゆつ現げんした、灰はい色いろの球体をメイに向かって解き放はなつ。

　だがメイの前に現あらわれた白い呪環キヤストリングは、滅ほろびの力を持つはずのそれを、いともあっさりと虚こ空くうに還かえした。

「……ぐ……」

　じり、とディーヴァはあとずさり、ぞろりっ、と、舌したで鉤かぎ爪つめを──メイを抉えぐった鋼はがねを舐なめる。

「……どうやら……本気で……」

「本気でやる気ですか」

　聞こえたのは、四人目の声。

『──!?』

　視し線せんが集まる。

　シンから見れば左手の──空あき地に積つまれたレンガの上。

　つくねんと腰こしかける人ひと影かげ。闇に沈しずんだ姿すがたの中、その両の瞳ひとみだけが、金色の光を孕はらみかがやいている。

「こんな──ヒュームたちの街まちの中で？」

　シンには聞きおぼえがあった。その声に。

「──貴き様さま──」

　ディーヴァは、相手の正しよう体たいを即そく座ざに見み破やぶり、つぶやいた。

「鱗王ドラグノ──」

「ご名めい答とう」

　一体いつの間まにやって来たのか。

　外の国──鱗王族ドラグノの国からの留りゆう学がく生せい、レゼルドは、いつもと変わらぬ口く調ちようで言った。

　よく見れば、やはり同じ修しゆう練れん学校の制せい服ふく。見た目はヒトと大差ない。

　だが、律崩術クランブルを使ってヒトの姿にその外がい見けんを変えてはいるものの、その本ほん質しつが、ディーヴァに比ひ肩けんしうる力を持った北の種族だということはまぎれもない事実。

「トカゲが、なぜこんな場所にいる？」

「……それは差別発言ですね。

　この街にいる理由なら──話すと長くなるので割かつ愛あいさせてもらいます。

　今ここにいる理由なら──あなたたちのにおいに気づいて、気づかれないように、音とにおいを消してやって来た。

　ただ、それだけのことですよ」

　ディーヴァの問いに答えると、レゼルドは視線をシンの方に向け、何かを彼に向かってほうり投げた。

　夜空にきらめく放ほう物ぶつ線せんを描えがいたそれを、シンは反はん射しや的に受け取っていた。

「これを、あなたに」

「……なんだ？」

　かわいた声でつぶやくシン。

　サイズは剣けんの柄つかほどのもの。全体的には金色で、そこに銀色の細いかざりが螺ら旋せん状じように入っている。

　帯おび状の──どこかで見たようなパターンの刻きざまれたかざり。

　呪環キヤストリングの呪じゆ紋もんに、それは似にていた。

「それならば」

　レゼルドは言う。仄ほの光ひかる瞳ひとみをこちらに向けて。

「悪魔でも、殺せます」

「………………差別発言だろ。それも」

　それでも、軽かる口くちを叩たたく程てい度どの余よ裕ゆうは生まれていた。

　つまりこれは、ディーヴァにも効きく武ぶ器き、ということなのだろう。

　依い然ぜんシンには、事じ態たいが理り解かいできていない。ディーヴァのこと。メイのこと。レゼルドのこと。

　だがともあれ、これで、ディーヴァに一いつ方ぽう的てきに殺される、という事態だけは回かい避ひできるのではないだろうか。

「さて」

　レゼルドは、ふたたび視線をディーヴァに向けて、

「どうします？」

　沈ちん黙もくは、わずかに一いつ瞬しゆん。

　ディーヴァは翼つばさをひるがえし、宙ちゆうに舞まう。

　メイがそれを見上げ──

「──あなたは──」

　問いかけたレゼルドの言葉に、少女は視線をそちらに向けなおす。

「誰だれ、ですか」

「いや、誰、とか言われても」

　返ってきたのは、いつもと変わらぬ調ちよう子しのメイの声。

　耳にして、シンは小さく安あん堵どの吐と息いきをついた。

　──いや。安心してる場合じゃない──

　思って視線をはね上げて。

　そこには、飛び去る翼の小さな影かげがあった。

　やっと気づく。ディーヴァは退ひいたのだ、と。

　見れば、あたりにいたはずの獣けものたち──ジュビアもその姿すがたを消している。

　一気に肩かたの力が抜ぬける。どうやら終わったようである──ひとまずは。

　安堵し、唐とう突とつに彼は思い出した。メイが、ディーヴァの一撃げきをまともに食らっていたことを。

　手にした木ぼつ剣けんをほうり捨すて、メイの方に駆かけ寄よると、

「無ぶ事じか!?」

「……『無事か』じゃないって……ったく……」

　メイは右手の人さし指で、自分のこめかみを押おさえつつ、

「何か策さくでもあるのかと思ってたら、自分だけよけるし……

　おかげでこっちはかわしそこねて一発食らっちゃったじゃない」

「だからその傷きず──」

　言いかけて、シンは硬こう直ちよくした。

　近づいてはじめて、メイの状じよう態たいが見てとれた。

　脇わき腹ばらあたりの服がえぐり裂さかれて、手のひらを開いたほどの大おお穴あなが開いている。

　そのまわりに。そしてメイの口もとに。こびりつき、固まったどす黒い血。

　しかし裂かれた服の下からは、月明かりに照てらされて、傷一つない白い肌はだが見えていた。

　ありえない。

　傷を受けたことは、大量の血けつ痕こんを見ればわかる。

　しかしたとえ律崩術クランブルを使ったとしても、あれほどの傷を、こんな短時間で治なおせるわけがない──というか、受けた傷が、服の裂け具合に比ひ例れいしていたならば、そもそも助かることもありえないだろう。

　そしてもう一つありえないこと。

　メイの左ひだり腕うで。

　そこだけが、妙みように大きく見えたような気がした、その原げん因いんがようやくわかった。

　左の腕全体を、白い毛が覆おおい尽つくしているのだ。

　指も伸のびているらしく、全体的に見れば、人の手というよりも、何かの獣けものの脚あしのように見える。

「傷なんてもう治したって。

　……って、何？　その目は？」

「……いや……何……ってお前……その左手……」

「左手？」

　メイは自分の左手を目の前にかざし──

「…………………………」

　しばししげしげ眺ながめてから、

「左手がどーしたのよ？」

「って変だろそれ！　あからさまに！」

「どこが!?」

「全部っ！」

「うわ失しつ礼れいな。ちょっとふわふわでうらやましいからって」

「うらやましくない！　というか何でそう平然としてるんだっ!?」

「だって。いや、左手ってこういうもんだし」

「違ちがうよ！」

「んー……

　ほら、あたし悪あく人にんだし」

「悪人とか善ぜん人にんとかの問題じゃねえっ！」

「……そう言われても……」

　メイは困こまった表ひよう情じようで、左手でぼりぼり頰ほおを搔かき、助けを求めるような視し線せんをレゼルドの方に向け、

「ふつう、こうだよね」

「普ふ通つう、そうじゃないと思います」

　レゼルドも首を横に振ふる。

「しいて似にているものを挙あげるとすれば……獣じゆう化かした時の憑霊族リワーダーの腕がそういった感じですけど、腕だけの獣化というのは聞いたことがありませんし」

「……あー……」

　メイはふたたび首をひねり、

「あたしのいた地方じゃあふつうなのよ。きっと」

「地ち域いきの問題でもねえ」

　即そく座ざにツッコミを入れるシンに、メイは、ムスッ、と頰をふくらませ、

「むみゅう。役立たずの部下その二のくせに、こんな時だけえらそうに」

「……ゔっ……」

　役立たず。

　それを言われると、シンもつらいところである。焦あせったあげくにディーヴァの手に乗せられ、メイをあやうく死なせかけたのだから。

「……あ。ひょっとして落ち込んだ？」

「うるせえ。

　それより──」

　シンは、レゼルドにちらりと目をやり、

「あいつ──レゼルドの奴やつも言ってたけど……メイ、お前、何者だ？」

「だから、そんな聞き方されたって、答えようがないってば。

　たとえば部下その二、逆ぎやくにあんたが誰だれかから、『あんた何者』だとか聞かれたら、『メイ様の忠ちゆう実じつな下げ僕ぼくです』としか答えようがないでしょ？」

「答えねえよ」

「なら質しつ問もんの仕し方かたを変えましょう」

　レゼルドが言う。

「あなたは、どこで生まれた何の種族で、どういう素す性じようの方ですか？」

「あたしは──」

　メイは、遠いまなざしを夜空に向けて──

　向けて──

　向けたまま黙だまって──

　小首をかしげて、

「……あれ？」

「『あれ？』じゃねえだろ。

　そもそも記き憶おくなくしてるんだろ？　お前」

「……んー……そうなんだけど……」

　メイは、左の人さし指でこめかみを押おさえ、

「さっき確たしかに、何か思い出してたよーな気が……」

「──ってお前、左手！」

「え？」

　シンに言われて、メイは自分の左手を眺ながめる。

　白い獣じゆう毛もうに覆おおわれた左手──ではなく、ごくごく普通の手。

　いつの間まにやら、もとに戻もどっている。

「うわっ!?」

「なんでもとに戻ってるんだよ!?　でもってそこで驚おどろいてどうする！」

「うーん……残念よねー。ふわふわの方がいいのに」

「いや残ざん念ねんとかそういうんじゃなくて理り不ふ尽じんだって言ってるんだ！」

「まあまあ。お二人とも」

　仲をとりなすレゼルドの声。

「なんだっていいじゃあありませんか。面おも白しろければ」

『よくない』

　シンとメイ、二人の声はみごとにハモった。




　壁かべの呪環キヤストリングを撫なでただけで、廊ろう下かの天てん井じように明かりが灯ともる。

　人間ヒユームの道具もなかなか捨すてたものではない。レゼルドは本気でそう思う。

　ヒュームと違ちがい、彼らドラグノは、こんな道具の力を借かりずとも、呪綴スペルを口にするだけで律崩術クランブルを使うことができる。しかしそれは、呪綴スペルを正しく唱となえられなければ律崩術クランブルは使えない、ということでもある。

　その点この呪環キヤストリングという奴やつは、性せい能のうが安定している、という面では便べん利りだった。これをなぞりさえすれば、言葉を知らない赤ん坊ぼうにでも明かりが灯せるのだから。

　ヒューム流のこの生活を、実は、レゼルドは結けつ構こう気に入っていた。

　彼がシンたちと別れ、ここに帰ってきたのは、夜中になってからのことだった。

　彼らに聞きたいことはいくらでもあったのだが、いろいろあって二人も興こう奮ふんしていたようだし、警けい戒かいされている様よう子すでもあったので、今夜はおとなしく帰ったのだ。

　留りゆう学がく生せいの彼のため、割わり当てられた、寮りようの特別室。一いつ般ぱんの寮とは離はなれたところにある建たて物もので、それなりに広く、天井も高い。

　──特別室──という名前は豪ごう華かに聞こえるが、実じつ際さいのところは隔かく離りなのだろう。

　ヒトと同じ姿すがたに『化けて』はいても、本ほん質しつ的に彼はドラグノ。もしも何かがあった時のために、一般の生徒用とは別の場所に、この『特別』室を用意した、といったところではないだろうか。

　事実よくよく見てみると、建物自体、つくりはしっかりとしているものの、ずいぶんと古いモノである。

　もっとも、水道、調理用のガス、律崩術クランブルの明かりなどの設せつ備びはきっちりと整ととのっており、別に家や賃ちんを取られるわけでもない以上、レゼルドはこれで満まん足ぞくしている。

　彼はまっすぐに、一番奥おくの部へ屋やへと向かう。

　壁には、ヒトの全身を映うつせるほどの大きな鏡かがみ。細い金きん縁ぶちがあるだけで、何の飾かざりもそっけもない。

　レゼルドが、郷里くにから持ってきたものの一つである。彼はその正しよう面めんに立つと──

　……ぅるルル……

　その喉のどから、低い呻うめき──そうとしか聞こえない音が漏もれた。

　言語圧あつ縮しゆくをかけた高こう速そく呪じゆ文もん──とでも呼よぶのだろうか。彼らドラグノは単に『呪綴スペル』と呼んでいるが。

　壁に立てられた鏡の表面が、風に吹ふかれた水面のごとく波立った。

　彼はそれに相あい対たいし、

「ギノスの仔こ、レゼルド＝ギノス＝レジザノールです。竜りゆう翁おう様へお取り次つぎを」

　波が静まり──やがてふたたび波が立つ。

　同時に部屋に響ひびく──声。

『……おお……久ひさしいな。ギノスの仔レゼルドよ……』

　親したしみに満ちた、老人のような声。

　それは鏡──いや、鏡のように見える道具と律崩術クランブルを介かいし伝つたわる、遥はるかな大地に在ある者の声。

『どうだ？　ヒュームの国は？　正当な扱あつかいを受けておるか？』

「はい。我われ々われとはいろいろと勝かつ手ての違ちがうところもありますが、それもまた面おも白しろい発見です。

　それよりも──

　今日きようは、もう少し面白い話があります」

『ほう』

「かいだことのないにおいのするヒュームを見ました」

『……ほう』

　一いつ瞬しゆん開いたあいづちの間まに、気づかぬそぶりのまま、レゼルドは続ける。

「見み慣なれぬ律崩術クランブルを操あやつり、片かた腕うでが、ひととき異ことなる形へと変じました。

　話を聞くかぎりでは、記き憶おくを失うしなっているようでしたが──

　一番の問題は、そのヒュームを巡めぐり、ディーヴァが動いていることです」

『…………………………』

　今度の沈ちん黙もくは──長かった。

「一いち応おうご報ほう告こくまでに。

　それにひょっとして、竜翁様なれば、何かご存ぞんじではないかと、そう考えまして」

　うながすようにレゼルドが言うと、鏡はふるえて、

『……おぬしも……最近の異い変へんには気づいておるだろう……』

「それとかかわりがある、と？」

『──わからぬ──

　ともあれこちらでも調べてみる。

　おぬしも、そのヒュームからは目を離はなすでないぞ』

「わかりました」

『ではまた、な。

　──汝なんじの鱗うろこに祝しゆく福ふくのあらんことを──』

「──祝しゆく福ふくを──」

　ゆらりっ、と表面が大きく波立ち──声を運ぶ役目を終えて、もとの鏡かがみへと戻もどる。

　──そういえば、その身近にいる人間に律崩術剣クランブレードを渡わたしたことを言い忘わすれていたが……

　まあ、これは別にいいだろう。

「あ。」

　ついでにもう一つ。言い忘れを思い出し、レゼルドは小さく声を上げていた。

　──それならば、悪あく魔までも殺せる──

　レゼルドは、律崩術剣クランブレードを渡したシンにそう言った。

　だが、こうつけ加えるのを忘れていたのだ。

　──人間に使いこなせれば、の話だが──

　さすがにこれを言い忘れるのはまずいだろう。

「……まあ、明日にでも言うことにしましょう」

　つぶやくと、レゼルドはあくびを嚙かみ殺してシャワーを浴あびに向かった。




　翼つばさの影かげは[image: 梢]こずえの間を縫ぬい、小高い丘おかの上へと向かう。

　白い瀟しよう洒しやな母屋おもやから、少し離れた場所にある、来らい客きやく用の別館。

　その、二階のベランダに面した窓まどが、翼を迎むかえ入れて開いた。

　……とっ……

　小さな音と共ともに降おり立ったのは、メイを襲おそったあのディーヴァ。

「──どうだ？」

　かれを迎え、問うたのは、窓からゆるりと歩あゆみ出す影。

　こちらもまたディーヴァ、である。

　黒い翼、纏まとう空気は同じながら、よく見れば外がい見けんにはかなりの差さ違いがある。

　こちらの手足は人間のバランスに近く、三本のツノが、頭の右側からのみ、後うしろに向かって伸のびている。

　着きているものは、儀ぎ礼れい用の正せい装そうなのか、黒い地に金きん糸し銀ぎん糸しをあしらった服。

　かつてここの市首長メイヤーロードと、交こう渉しようを交かわしたディーヴァだった。

　その彼に向かい、飛ひ来らいしたディーヴァが問いを投げかける。

「あれは何なのです？　師士マスターブルジオラス」

「………………」

　ブルジオラス、と呼ばれたディーヴァはしばし沈ちん黙もくし、

「……何を見た？　ケルミゾよ」

「……妙みようなニオイがするヒュームのメスを見つけました。ヒュームのオスとともに家にいるのを探さがし出し、追い立てました」

　問われて、メイたちを襲ったディーヴァは語る。

「腹はらを抉えぐり、殺しました。

　殺したのです。

　まだ息はありましたが、たしかにあれは致ち命めい傷しようでした。

　はらわたを裂さいた感かん触しよくを、この手が覚おぼえています。吹ふきちぎられた肉にく片へんが散るのを、この目が見ています。風に混まじる血けつ臭しゆうを、この鼻はなが覚えています。抉った爪つめには血と肉の味がありました。幻影まやかしではありえません……」

　言って、しばし沈黙した。

「──それで？」

　ブルジオラスにうながされ、ケルミゾはようやく言葉をしぼり出す。

「とどめを刺さそうとした時……立ち上がり……ました」

「……………………」

「傷きずは、あとかたもなく消えていました……あれほどの傷を、あれほどの短時間で消すことなど……いかな者とて不ふ可か能のうなはず……」

「……………………」

「声も出さずに律崩術クランブルを操あやつり、襲うジュビアを倒たおし、私の術じゆつを防ふせぎました。

　あれではまるで……」

　ケルミゾは一いつ旦たん言葉を切り──結局、抱いだいた思いは口にせず、先を続けた。

「そこに──

　ヒュームの姿すがたをした鱗王族ドラグノが現あらわれました」

「ドラグノ？」

「はい」

　むろん実じつ際さいは、その場にはシンもいたのだが、ケルミゾにとって、それは省しよう略りやくしてもさしつかえないほど、ごく些さ細さいな問題だった。

「状じよう況きようが、このケルミゾの判はん断だんできる範はん囲いを逸いつ脱だつしていると読み、一旦身を引いた次し第だいです」

「……………………………………」

　ブルジオラスはしばし黙もつ考こうし、

「その話──真実まことか？」

「はい。我わがツノとツメとにかけて」

　一旦深々と頭を下げてから、ふたたび顔を上げると、ブルジオラスの目を見つめ、

「師士マスターブルジオラスよ。お教えください。

　このケルミゾが、殺せ、と命じられたヒューム……いや、ヒュームの姿をした者……

　あれは一体何なのですか？」

「………………いずれにせよ──ドラグノトカゲどもが出てきたというのなら、話は違ちがってくる」

　答えをはぐらかし、ブルジオラスは言う。

　知らぬのか。知っていて話せぬのか。

　知らぬというなら、この暗あん殺さつ命めい令れいは、ブルジオラスよりもっと上から出ているということになる。

　何にしろ──ケルミゾが知ってよいことではないのだろう。それ以上は問わず、彼は小さくうなずく。

「では──？」

「そやつと、そのドラグノの動きだけは、常つねに把は握あくしておけ。

　機があれば仕し掛かけよ。

　だが、機が見えぬのなら静せい観かんせよ」

「御ぎよ意いに」

　翼つばさを畳たたむ礼れいを送ったケルミゾの頭には、あの妙みようなヒュームとドラグノとをどうやれば始し末まつできるのか。その考えだけが渦うず巻まいていた。



















　創そう世せい期き。

　神々は、二日をかけてこのクロスカディアの大だい地ちを創そう造ぞうし、その後、一日に一つずつ、クロネオン、ヴァータ、レン、アガー、テラー、五つの月を、クロスカディアの頭ず上じように生み出したという。

　遠い、神しん話わである。

　その神話にのっとり、人々の生活も七つの日に分けられた。

　この大地クロスカデイアが創つくられた二日は、その偉い業ぎようを称たたえて安あん息そくの日とし、残る五日を労働の日々とする一週間サイクル。それぞれにクロス、カディ、ネオン、ヴァータ、レン、アガー、テラー、と呼よばれる七日間。

　……まあ、つまり早い話が。

　今日きよう、カディの日が連休二日目でよかった、ということである。

　さすがにシンも、昨日きのうあんなことがあったばかりで、家にメイ一人を残して修しゆう練れん学校に通かよう気にはなれなかった。

　リビングのソファで目を覚さまし、昨夜ゆうべのできごとを思い起こす。

　まるで、悪い夢ゆめのような記き憶おく。

　だが、夢ではない。

　昨夜あのあと。

　いろいろ問いつめられるか、と思ったのだが、意外にもレゼルドはあっさりと帰り、シンとメイもまた帰き路ろについた。

　明かりの下で見たメイのありさまは、凄せい惨さんなものだった。ぼろぼろの服や口もとは血けつ痕こんだらけ。それでも彼女がピンピンしているのがどうにも信じられず──

　ひょっとして、無む理りをしているんじゃあないか──

　などと気を回し、昨夜は、シャワーで汚よごれを落としたあとは、ベッドを彼女に譲ゆずり、自分は、ダイニングの壁かべに開いた大おお穴あなを、テーブルを立てかけて塞ふさいでから、リビングのソファで寝ねた。

　全部、はっきりと覚おぼえている。

　何より、そばのテーブルの上には、あれが現げん実じつだった証しよう拠こ──レゼルドに渡わたされ、ついそのままになっていた、武ぶ器きらしきものが転ころがっていた。

　──そういえば、メイは大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？　やはり昨日の傷きずがもとで、ベッドの上で死んでたりするのではないだろうか？

　不ふ吉きつな妄もう想そうがふとわき起こり、シンはあわてて寝しん室しつに向かった。

　カーテンの閉とざされた、昏くらい部へ屋や。

　奥おくのベッドに、少女はひっそりと横たわっていた。

　わずかに口を開いたまま、ぴくりとも動かない。気のせいか、顔色が妙みように蒼あお白じろく見える。

　──本当に生きているのか？　あごまでかかったシーツをめくれば、そこには、腹はらをえぐられ、ベッドを血に染そめてこときれた姿があるのではないか──

　ふくれ上がる昏い想そう像ぞう。

　シンはおそるおそるベッドに歩あゆみ寄より、そっと指を伸のばし──

　ぷにゅ。

　メイの頰ほおをつついてみる。

「……ぅにるぃぃ……」

　眉まゆをしかめて小さく呻うめき、メイは、ごろんっ、と寝返りをうった。

　──よかった。生きている。

　安あん堵どし──とたん、腹はらが立った。

　──なんで俺おれが、こんな奴やつの心配をしなきゃならんのだ──

　腹立ちまかせに、チョップ一発。

　びすっ！

「あだっ！」

　一いち撃げきは、メイの顔がん面めんを直ちよく撃げきし、彼女はぴょこんっ、と両手両足をはね上げた。

　あわててもがき、ベッドの向こうに転ころげ落ち──

「……んむぅぅぅぅぅぅ……」

　ねぼけまなこで這はい起きて、しばしぼんやりとシンを眺ながめる。

　さすがに血だらけの服を着きせておくわけにもいかず、今はとりあえず、シンのパジャマを貸かしている。当然のようにサイズは大きすぎ、髪かみの寝ぐせや腑ふ抜ぬけた表ひよう情じようと相あいまって、なんだかひたすらだらしない。

「……朝……？」

「朝だ。起きたか？」

「……起きた……」

「メシにするぞ」

「……めし……」

　きびすを返したシンに続いて、てふり、てふりと裸足はだしで歩く。

　リビング。壁かべに立てかけていたテーブルを、部屋の中央に引きずり戻もどす。

　テーブルをどかしたあとの大おお穴あなが、いやでも昨夜ゆうべの記き憶おくを喚よび起こす。

　──ねぼけまなこのメイの方は、ぜんっぜん気にしていないようだったが。

　いすに腰こしかけ、まだうつらうつらしているメイをしりめに、シンは朝食を準じゆん備びした。

　ポットを火にかけ、昨日きのう買ってきたパンを適てき当とうな厚あつさに切る。床ゆか下したの収しゆう納のう庫こにしまってあったチーズとベーコンも適当に切り、レタスは手で適当な大きさにちぎる。

　ポットは沸ふつ騰とうする前に止め、酵こう茶ちやの葉を入れることにより、甘あまみを引き出す。

　オイルと塩と酢すで適当にでっち上げたドレッシングを、ちぎったレタスの上にかけ、これで、なげやりサラダのできあがり。

　あとは酵茶の具ぐ合あいを見て、それらをテーブルに運ぶだけ。

「ほれ。食え」

　カップの酵茶。パンに、ベーコンとチーズ、サラダを載のせたもの。それが今日の朝食メニュー。

「……んむ……」

　メイは酵茶をひと口。続いてパンを、上の具ごとひと口。

「……うっ……」

「何だ？」

「……何でもない」

　言うとメイは、あっという間まに一枚まい目めをたいらげ、

「おかわり」

「………………」

　無む言ごんで渡わたした二枚目。これもあっという間にたいらげた。シンがようやく、一枚目を食べ終えるのとほぼ同じ。

「おかわり」

「もうねえ」

「……あと一枚あるじゃない」

「これは、俺のだ」

　メイに取られないように、自然な動作で手を伸のばし、取る。

「うむぅ。心の狭せまい奴やつ」

「何しろ、悪あく人にんの部下らしいからな。俺は」

　パンにベーコンとチーズ、サラダを載のせながら。

「そこはそれたまにはいい人っぽいところを見せてみるのも好こう感かん度どアップのヒケツっていうか、部下があたしのごきげんを取るのもヒクツっぽくっていい感じっていうかああああ」

　ばくりっ。

「ああああああああああああああああああああああ」

　シンがパンを口にしたのを目にして、メイは情なさけない声で呻うめきを上げる。

「……そんなに食いたかったのか？」

「……いや。別に。全然。そんなこと。ちっとも」

　下くちびるをつき出して、視し線せんをそらし、答えるメイ。シンはこっそりため息をついて、

「わぁかったわかった。

　このあと外に出かけたら、何か食わせてやるから」

「外に出るの？　あたしも？」

「服、なんとかしなくちゃあならないだろ。言っとくが、高いのはダメだぞ。

　それと、警邏隊ガードに事情を説明しなくちゃならん。つきあってもらうぞ」

「うーい。

　あ、そだ。きのうあんたが飲んでた……こうひい、って奴、飲んでみたい」

「はいはい。わかったわかった」

　機き嫌げんをなおしたメイの言葉を、適当に受け流しながら、シンは酵茶をひと口すすった。




「……ほぉう……ディーヴァがねぇ……」

　永ながい──永い沈ちん黙もくのあと。

　シンの話を聞き終えた、年ねん輩ぱいの警邏隊員ガーデイアンが漏もらした声には、すがすがしいまでにやる気のなさがあふれまくっていた。

　バージェス中央警けい邏ら所。

　シンとメイは、メイの服を買い、軽く食事をすませたあと、この場所へと足を運んだ。

　小こ部べ屋やに通され、事情を説明し──

　返ってきたリアクションがこれである。

「信じてませんね。俺の話を」

　にらんだシンのまなざしを、警邏隊員ガーデイアンは無気力な瞳ひとみで軽く受け止めて、

「きみなら信じるか？　もし他人に同じ話を聞かされたら」

「……………………」

　問い返されて、言葉に詰つまる。

　記き憶おく喪そう失しつの見知らぬ女の子につきまとわれて、その子を狙ねらったディーヴァに襲おそわれました。どうにかしてください。

　もし他人から、そう話を持ちかけられれば、シンなら迷まよわずこう答える。

　──いいから帰ってゆっくり寝ろ──

　うさんくさい話だということは、自分でも承しよう知ちしている。ゆえに、わざと省しよう略りやくした部分もある。

　たとえばメイの片かた腕うでの変化。レゼルドの介かい入にゆう。

　よって警邏隊員ガーデイアンには、ディーヴァに襲われ、逃にげた、とだけ話してある。

　……むろん、これでもいまだ十じゆう分ぶんうさんくさいのだが。

　しかしシンは顔を上げ、

「けど──

　一度、街まちの中で。そして昨日の夜、うちで。

　誰だれかが律崩術クランブルを使い、いろいろなものを壊こわした。

　それは、事実です」

　答えずに、年ねん輩ぱいの隊員は席を立ち、窓まど辺べに立つと、遠いまなざしを外へと送り、

「──私も実は軍学校の出でね。

　……いやいや、今は修しゆう練れん学校、と呼よばなくちゃあならんのか。

　訓くん練れんはキツかったが、いろいろと楽しい思い出もある」

「なんでいきなりおやぢの思い出話？」

　同席しているメイがツッコむ。シンとて同感だが、たぶん何かの意味があるのだろう。ここで相手の感情を、むやみに害がいする意味ことはない。

「……いいからお前は黙だまって茶飲んどけ」

「はほーい」

　シンの小声に、メイは気のない返事をし、出されていた、ぬるく薄うすい茶をすする。

　隊員は話を続けた。

「気の合う仲間たちも結けつ構こういた。

　集まれば、その場のノリで、結構ムチャなイタズラもしたもんだ。

　当時は規き則そくも厳きびしくてな。全員寮りように入るのが義ぎ務む。

　寮って言っても、高い塀へいに囲かこまれた、監かん獄ごくみたいなもんだ。娯ご楽らく設せつ備びなんてありゃあしない。でもって寮と学校以外は、特別な理由がない限かぎり外がい出しゆつは禁きん止しときたもんだ。

　とはいえこちとら遊びたい盛さかり。

　──で、だ。ある日みんなで学校の備び品ひん室しつから、呪キヤスト環リングをこっそり持ち出した。

　塹ざん壕ごうを掘ほるための律崩術クランブルで、塀へいの内と外とをつなぐ秘ひ密みつのトンネルを掘って、そこから抜ぬけ出して遊びに行こう、って寸すん法ぽうさ。

　ところが……

　どうやら間ま違ちがった呪キヤスト環リングを持ち出しちまったらしくてな。

　律崩術クランブルを使ったとたん、塀がもののみごとにぶっ飛んで大おお騒さわぎ」

「……ちょっと待ってくれ……」

　不ふ機き嫌げんな声でシンは待ったをかけた。

　ふり向く隊員をにらみつけ、

「まさか……

　俺おれが、修練学校から呪キヤスト環リングを持ち出して、面おも白しろ半分に使ったあげく、作り話をしている……そう思ってるのか？」

「きみが、とは言わん。

　だがきみの知り合いが、呪キヤスト環リングを持ち出し、きみにいやがらせをしているか、からかっているか……」

「じゃああのディーヴァは!?　ジュビアとかって獣けものたちは!?」

「虚きよ像ぞうを見せる律崩術クランブル、というのも確たしかあったと思うが？

　昔むかし、軍学校で習ならったんだが、ジュビア、というのは、戦争で、ディーヴァたちが使っていた獣の名前だろ。

　ま、軍ぐん用よう犬けんみたいなものらしいな。私も絵で見たことしかないが、結構グロテスクな奴やつだったな。

　このことは、今の修練学校でも習うのかな？

　もし習わなかったとしても、図書室に行けば、そういった資し料りようはあるはずさ。

　それを見た誰だれかがイタズラ心を起こした、とも考えられる」

　ふざけるな。

　シンはそう叫さけびたかった。

　あれが律崩術クランブルの生み出した幻まぼろし？　そんなわけはない。

「むろんきみとしては、なんだ幻だったのか、と納なつ得とくできるわけはないだろう」

　その心のうちを見み透すかしたかのように、隊員は続ける。

「だがな。私にとっては、ディーヴァがジュビアを引き連つれて、はるばるこの街まちにやって来て、きみとそこの子を襲おそった、という話よりも、きみとその子をからかうために、誰かがしかけたいたずらだ、という説の方が納得ができる」

「けどこいつは昨日、そのディーヴァにひでえ傷きずを負おわされたんだぜ！」

「傷を？」

　思わず言ってしまったシンの言葉に、隊員は、ぴくりっ、と反はん応のうして、

「で、その傷は？」

　しまった、と思った時にはもう遅おそい。

「どうしたのかね？　医者には行ったのか？」

「………………」

　シンが答えあぐねていると、横からメイが、あっさりと、

「治なおった」

「…………治った……？」

「うん」

「……ほう……昨日の夜につけられたひどい傷が、か？」

「まあねー」

「傷きず跡あととかは？」

「きれいさっぱり」

　うさんくささ臨りん界かい点てん突とつ破ぱ。

　隊員の顔に浮うかんでいた、猜さい疑ぎの色が、あきれへと変わる。

　──駄だ目めだ。このままじゃあ完全にヨタ話だと思われる──

「うちの学校に、ドラグノからの留りゆう学がく生せいがいる」

　仕し方かたなく、シンはレゼルドも巻まき込こむことにした。

　隊員の表ひよう情じようがわずかに変わった。

「事じ件けんは、そいつも見てる。そっちにも確たしかめてみてくれ。

　一応念ねんのため言っとくけど、俺の言ってることが本当で、ディーヴァとドラグノがドンパチ……なんてことになったら、国こく際さい問題だよな。

　で、もしそうなって、『話は聞いていたが信じなかった』なんてことになったら……」

　国際問題。

　いかにも面めん倒どうくさそうな単語を持ち出され、隊員はいやな顔をする。

「……ドラグノの留学生が……ねえ……」

　いまだうさんくさげな口く調ちようで、しかしそれでも隊員は、

「……まあ……何かがあって、攻こう撃げき型の律崩術クランブルが放はなたれた。

　これだけはまぎれもない事実だ。こちらも当然、それについて、捜そう査さは進めてゆくつもりだ。

　……わかった。その留学生にも一応確かめておく。

　そちらの家にも、場合によっては護ご衛えいを置くことになるかもしれん。何にしろ、今日じゅうに隊員を送って調ちよう査さをさせるから、それまで壁かべの穴あなはそのままにしておくように頼たのめるかな。

　いろいろと質しつ問もんをされると思うが、その時はよろしくな」

　隊員はそこで言葉を切る。

　話は終わり。

　つまりはそういうことなのだろう。

「……行くぞ」

「うーい」

　メイをうながし、連つれ立って。

　二人は中央警けい邏ら所をあとにした。




　家に着ついたのは、まだ夕方にすらなっていない頃ころのことだった。

　せっかくの休きゆう日じつ。帰るのにはまだ早い時じ刻こくだが、いつ警邏隊ガードが現げん場ば調査にやって来るかもわからない。遅おそくまで街まちをうろついているわけにはいかなかった。

　服を渡わたして、メイに別室での着き替がえを言い渡し、帰りに買い込んだ夕食材料をしまう。

　リビングのイスにつくねんと腰こしを下おろし──視し線せんはなんとなく、壁の大穴に。

　憂ゆう鬱うつ、だった。

　昨夜ゆうべディーヴァに襲おそわれて、状じよう況きようからすると再さい襲しゆう撃げきもありうるだろう。にもかかわらず、警邏隊ガードはいまいち頼たよりにならない。

　この状況ではしゃげるわけもないのだが、憂鬱の最大の原げん因いんは別にあった。

「着替えてみたー」

　ドアを開け、飛び込んできたのはむろんメイ。今日買った白いシャツに紺こんのズボン。

　さすがに安物だけあって、デザイン・質とも二級の感はあるが、まあそれなりに似に合あってはいる。

「……おう……茶でも淹いれるか」

　言ってキッチンに立ち、二人分の酵こう茶ちやを淹れて、片かた方ほうをメイにさし出した。

「……………………」

　もの問いたげなメイの視し線せん。

「……何だ？」

「なんか、今朝けさから気き前まえがいいな、と思って。

　昨日なら、『茶が飲みたいなら自分で淹れろ』とか言い出すところなのに。

　──あ！　さては？」

　にまりっ、とメイはイヤな笑えみを浮うかべて、

「どーやらあたしの部下としての自じ覚かくができてきた、ってことですかぁ？」

「できるかそんな自覚」

「そこはまあ、無む理りにでも自覚してもらわないことには、あたしの、上じよう司しとしてのメンツというものが」

「丸めて捨すてろ。そんなメンツは。大事に持ってても腐くさるだけだぞ」

　シンは自分の席にもカップを置くと、席につく。

　しばし黙だまって茶をすする。

　やがて。

「……ちょっと。何か言いたいことがあるなら言う」

　カップを置き、口を開いたのはメイ。

「何だよ？　それ？」

「あんたがなんか、言いたそーな言いたくなさそーな、奥おく歯ばにモノのはさまったよーな顔してるから」

「奥歯にモノのはさまったような顔って」

「今のあんたみたいな顔。

　ほれ。いいから。何でも言うなり聞くなりして。

　さくさく答えたげるから」

「……なら……聞くけどよ……」

　シンは、やや言いにくそうに、

「昨日……ディーヴァを相手にお前が使った律崩術クランブル……

　どうやったらあんなマネができるんだ？」

「知らない」

「答えるって言っただろ！」

「答えたじゃない。知らない、って。

　……なんて言ったらいいのかなぁ……」

　メイは眉み間けんにシワ寄よせ考えて、

「あの時は──あの律崩術クランブルが使えるのが当たり前だった。

　いろんなことを思い出してた。

　けど、なんかすぐに……忘わすれた、って言うか……どーにも思い出せなくなって」

「なんだそりゃ。

　じゃあ今は、律崩術クランブルも使えない、ってわけだ」

「……んーと……」

　メイはあたりを見回すと席を立ち、窓まどの方に歩あゆみ寄よる。

　掛かけ金がねのかかったあたりを、指先で、丸く囲かこむように虚こ空くうに円を描えがき──

　かちん。

　小さな音を立て、掛け金が外はずれた。

「──！」

　小さく息を吞のむシンを、メイはふりかえり、

「今できるのって、このくらい」

　こともなげに言い放はなつ。

　シンは見ていた。メイの指は、掛け金には触ふれていない。

　つまり彼女は──律崩術クランブルを使って掛け金を外したのだ。呪キヤスト環リングも使わず。

「──そうか──」

　愕がく然ぜんと、シンは理り解かいした。

「てめえ、うちに入り込むのにこのテを使ったのか!?」

「ああっ!?　しまったっ！」

「……まあ……今さらそれはどうでもいいけどよ……」

　シンは言う。

　ネタをばらされたところで、それが『律崩術クランブルでカギを開けました』では、対たい策さくも何も立てようがない。

　それに何より実のところ、シンには、今さらメイをほうり出す気はなかった。

「けどお前、なんで呪キヤスト環リングも使わずに、律崩術クランブルが使えるんだ？」

「……さあ……なんで、って言われても……」

　呪キヤスト環リングなしでは、人に律崩術クランブルは使えない。

　伝でん説せつの中には、呪キヤスト環リングも使わずに律崩術クランブルを操あやつる大だい術じゆつ者しやというのも出てくるが、あれはあくまで伝説。フィクションか誤ご認にんか誇こ張ちよう……というのが定てい説せつである。

「……それもまあ……いいとしよう……」

　本当はちっともよくないのだが、シンは言った。

　ここでメイを問いつめてみたところで、答えが得えられるはずもないのだから。

「つまり、なんであの時あんなことができたのかはよくわからん。自由にあんなすげえ技わざが使えるわけじゃあない……ってことだな」

「そゆこと」

「そういえば、体の調ちよう子しはどうなんだ？　傷きずの影えい響きようって残ってないのか？」

「ううん。全然」

「あれを治なおしたのも律崩術クランブル……だよな」

「たぶんね。

　……を？　ひょっとして、あたしのこと、心配？」

「ば……！

　馬ば鹿か野や郎ろう。俺おれが心配してるのは、もしもまたディーヴァが襲おそって来たらどうなるのか、ってことだ」

　言って席を立ち──

「テレて逃にげることないのに～」

「あれを取ってくるだけだ」

「アレ？」

　メイの問いには答えず、シンは部へ屋やを出て──

　やがて戻もどって来た時には、その手の中に、一本の金きん属ぞく棒ぼうを持っていた。

　それをテーブルの上に置き、ふたたび腰こしかける。

　昨夜ゆうべ、レゼルドから受け取った、武ぶ器きらしきもの。

　警邏隊ガードがどれだけ本気で動いてくれるかわからない。メイはあの力を自じ在ざいに使えるわけではない。ならばイザという時のため、確かく実じつに使えそうな何かを手もとに置いておく必要はある。

　レゼルドはこれを武器だと言った。

　とはいえその形状は──

「……棒……よね……」

「……棒……だよな……」

　二人はしげしげとそれを眺ながめ──

「──ね、これ！」

　声を上げたのはメイだった。

「まん中から分かれるんじゃない!?」

「何？」

　言われてよくよく見てみれば、たしかにまん中のあたりに、うっすらと、横向きのスジが入って見える。

「ナイフか何かか？」

　シンは両手で持つと左右に引っ張ぱって──

　すぴょんっ！

　緊きん迫ぱく感かんのない音を立て、メイの想像した通り、それは右と左に分かれた。

　そこには、銀色に輝かがやきを放つ刃やいば──などはなく、ただ空くう洞どうがあるばかり。

「……………………」

「……………………」

　しばし二人は沈ちん黙もくし、ためつすがめつ、それを眺ながめて、

「……筒つつ……よね……」

「……筒……だよな……」

　ふたたび沈黙。

「えっと」

　気まずい何かをぬぐい去るかのように、不自然に明るい口く調ちようでメイが言う。

「中に何かを詰つめて殴なぐるとか。五、六百発も全力で殴れば、さすがのディーヴァもひとたまりもなし！」

「鉄パイプとかでいいし。それなら」

　三たび沈黙。

「……やっぱりこの……表面の、呪じゆ紋もんみたいなパターンがキーじゃないのか？」

　半なかばむりやり声をしぼり出し、シンはふたたび二つを嵌はめる。かざりの模様パターンを合わせると、接せつ合ごう線せんはほとんど目め立だたない。

　試ためしに銀の帯おび状のかざり──呪キヤスト環リングの呪紋に似にた部分を指でなぞってみる。

　何も変化は見られない。

　そのまま二つに分ぶん離り。やはり変化なし。ふたたび結けつ合ごうし、帯を逆ぎやくからなぞり、またまた分離し……

「……キーワード、とか要いるのかもな」

「キーワード？」

　つぶやくシンにメイが問う。

「ああ。

　呪キヤスト環リングの中には、刻きざまれた呪紋をなぞってキーワードを口にしなけりゃ律崩術クランブルが発動しない、ってタイプのもあるからな」

「うあ。不ふ便べんな」

「そう言うけどな。

　天てん井じように明かりを点つける術じゆつくらいなら、うっかり呪環リングに触さわって発動させちまっても、どうってことはないけど、攻こう撃げき用ようの律崩術クランブルを、うっかり触って発動させちまったりしたらマズいだろ」

「笑ってごまかせばオッケー」

「そんなわけにいくか。

　ともかく。

　これがもし、律崩術クランブルで何かの効こう果かを生む武器なら、そのキーワードが必要だ、って可能性もあるわけだ」

「ふーん。

　で、そのキーワードって？」

「知ってたら悩なやんでねえだろ」

「そんな気はする」

　メイはそれを手に取り、しばし眺ながめて、

「……ヴァータとテラーの律崩術クランブルを混まぜて使ってるみたいだけど……」

　ヴァータの月の力とテラーの月の力を利用した術、ということである。

「なんでわかる？　そんなこと」

「だって。ここに書いてあるし」

　メイが指さすのは帯状の部分。よく見ても、そこには呪紋があるばかり。

「……どこに？」

「だから、ここ」

　メイは、帯に刻まれた呪紋の、ある部分からある部分までを指でなぞり、

「ほら。『ヴァータ』って彫ほってある」

「……………………は？」

　眉まゆをひそめて声を上げるシン。

　メイは少しいらついたように、ふたたび同じ部分を指さして、

「だぁかぁらぁ。ここ。『ヴァー・タ』って。ね」

「……いや……お前……その……つまり……」

「何よ？」

　シンは一いつ瞬しゆん口ごもり──

「ひょっとして……呪紋が読めるのか？」

「あ。馬ば鹿かにしてる。

　声に出して……って言われたら困こまるけど、何が書いてあるか、くらいはわかるって」

　いともあっさりと言い放はなつ。

　呪紋には意味がある。それは当たり前のことである。

　このパターンが作用を及およぼし、律崩術クランブルが発動する。だからこそ、同じ作用を持つ呪キヤスト環リングを量産することもできるし、誰だれが使っても同じ効こう果かがもたらされるのである。

　それを解かい析せき・製せい造ぞうしているのは、呪紋構成者キヤストメーカーと呼よばれる研究者たち。とはいえそんな技能を持っている者はほんのひと握にぎり。普ふ通つうの人間から見れば、呪紋はやはりただの模も様ようにしか見えない。

　だがメイには、それが理解わかるのだという。

「噓うそつけ」

「本当だって」

「けどお前、呪キヤスト環リングを珍めずらしがってたじゃねえか」

「違ちがうって。

　あれは、律崩術クランブルや呪じゆ紋もんを珍しがってたんじゃなくて、それをあんな風な道具にしてあるのが面おも白しろい、って言ってたの」

「……………………」

　言われてシンは口をつぐむ。

　昨日きのうまでの彼ならば、メイのこの発言も、ただのへりくつ、寝ね言ごと、と聞き流しただろう。

　しかし昨夜ゆうべの理り不ふ尽じんづくしを体たい験けんした今、少しはその言葉に耳をかたむけてみようか、という気になっていた。

「じゃあ、何が書いてあるか読んでみてくれ」

　だめでもともと。試ためしにそう言ってみる。

「ええっと……」

　メイは棒をひねり回し、しばし視し線せんを走らせて、

「……読んだ」

「声に出して読め」

「無む理り」

「……噓か。結局」

　疲つかれた口く調ちようで、メイの手からそれを取り上げる。

　言われてメイは眉まゆをつり上げ、

「ほんとだってば！　ただ、なんてゆーか、ことばに置き換かえるのがむずかしいっていうか」

「はいはい」

「うあ腹はら立たつ！

　……んー……んー……無理にことばにするとしたら……」

　メイは腕うでを組み、眉まゆ根ねを寄せて、

「レンの……極きよく？　とヴァータの極をよじり合わせて……ディーヴァを……消す？　光の……武ぶ器きにする……？

　こんな感じ？」

「キョク？」

　おうむ返しにつぶやいて、シンは手の中のそれを見る。あらためて見たところで、呪紋はやはりただの模様パターンにしか見えないが。

「そ。極。ある特定の場所……特別な場所じゃないけど特定の場所」

　シンはなんとなく、呪紋を指でなぞりながら、

「よくわからんが……

　レンの極、ヴァータの極を……」

　螺ら旋せんの帯おび。

「……螺旋に合わせて……？　ディーヴァを倒たおす？　光の……」

　武器──剣けん？　ナイフ？

「刃やいばに……？」

　ヴンッ

　それが震ふるえた。

『──!?』

　小さく息を吞のむシンとメイ。

「……なあ！　今──！」

「分わけてみて！」

「そうか！」

　シンはそれを両手で持つと左右に引く。

　がらんどうだったはずの部分から、白い光がこぼれ出す。

「……こいつは……！」

　興こう奮ふんにふるえる声で──シンは一気に、それを左右に引き離はなした！

　右と左。

　分かれた左右のそれぞれから。

　光の刃やいばが生まれ出ていた。

　でも刃の長さはてのひらサイズ。

『しょぼッ！』

　思わずハモるシンとメイ。

「……うっわっ。かなりがっかりって感じ」

「だよなー……剣くらいの長さは欲ほしいよなー……こーいう武器なら、長くたって、重くなるわけじゃねえのに……」

　まじまじと、貧ひん相そうな刃を眺ながめる二人。

　深い──ため息。

「……つまりこれは……

　ディーヴァの律崩術クランブルをかわして、ツメの攻こう撃げきもかわして、ふところ深く飛び込んで、これで倒たおせ、ってことか……？」

「そんなマネができるほどのウデがあるなら、なんか別の武ぶ器き使った方が早いような気がするし」

「うわ。役に立たねぇ」

『…………………………』

　気まずい沈ちん黙もく。

　シンは刃と刃を合わせ、一本に戻もどす。ふたたび分ぶん離りさせてみると、光の刃は消えていた。

「………………………………………………」

　シンはそれをまた一本に戻し、そっとテーブルの上に置くと、席を立つ。

「……さ。茶のおかわりでも淹いれるか。

　お前もいるか？」

「あ。あたしもなんか手て伝つだう」

　続けてメイも席を立ち──

　あとにはただ──

　ショボい武器だけが、テーブルの上にぽつりと残されていた。




　休みが明あけたネオンの日。

　シンとレゼルドの二人は、ともに、シンの家へと向かっていた。

　修しゆう練れん学校の帰りである。

　結局この日、シンは修練学校に行ったのだった。

　メイを家に残すことにはなるが、レゼルドが証しよう言げんしてくれたのか、それとも『国こく際さい問題』という脅おどし文もん句くが効きいたのか、ともあれそちらには、警邏隊ガードが護ご衛えいをつけてくれることになったのだ。

　……もっとも、ディーヴァが襲おそって来たならば、一人二人の隊員など、さしたる役には立たないかもしれないが──シンがいっしょにいたところで同じこと。……それは、悔くやしいが、事実だった。

　ならばむしろ、学校に行き、レゼルドに話を聞いたり、ディーヴァの情じよう報ほうを集めたりする方が役に立つ。シンはそう判はん断だんしたのである。

　そして放ほう課か後ご。こちらが誘さそうまでもなく、レゼルドの方から言ってきたのだ。話があるから家に寄ってもいいか、と。

　むろん、拒こばむ理由は何もなかった。

　午後の通りは、それなりのにぎわいを見せている。

　並ならぶ家々。通りを行く人々。道ばたに停とまった馬車。ボンネットの呪キヤスト環リングをやわらかな陽ひざしにきらめかせ、かわいた道路を蹴けり、土つち埃ぼこりを上げて進む術動車くるま。

　シンにとっては見み慣なれた、いつもの光景。

「……夢ゆめ……じゃねえんだよな……やっぱり」

　ぽつり、と彼はこぼす。

「おとといの夜のことは……」

　警邏隊ガードが信じてくれないのも無む理りはない。シンでさえ、いつもの道を歩いていると、あれがひどく現げん実じつ味みのない、ただの悪あく夢むに思えてくる。

「夢なら、何の問題もないんですが」

　隣となりを歩くレゼルドが、その可か能のう性せいを否ひ定ていした。

「けれど実際、今もジュビアが僕ぼくたちを監かん視ししています」

「なに!?」

　言われてあたりを見回すシン。街がい灯とうや建たて物ものの陰かげ、雑ざつ踏とうの中に視し線せんを送るが、それらしきものの姿すがたはない。

「見つけるのはたぶん無理です」

　変わらぬ歩あゆみのまま、レゼルドは言う。

「僕でも、においを感じ取っているだけですから」

「そうか……」

　自分たちが、あの、ジュビアとかいう獣けものに見み張はられている。

　それは、当然メイも見張られていること。そして彼女はとりあえず無ぶ事じだということを意味していた。もしディーヴァが、目もく的てきであるメイの抹まつ殺さつを果はたしたならば、シンたちを監視する意味はないのだから。

　今すぐの実害はないとはいえ、あんなものに尾つけられていると知っては、むろんいい気はしない。

「それじゃあせめて……なんとかふり切る方法はないのか？」

「無理です」

「……ってお前、そんなあっさりと……かりにも鱗王ドラグノ様だろうが？　たかがケモノ、どうにかならねえのか？」

「たかが獣とおっしゃいますが、軍ぐん用よう獣じゆうです。甘あまく見ることはできません」

「……そういうもんか……」

　いわばあれは軍ぐん用よう犬けんのようなものだ、と誰だれかが言っていたのを思い出す。

　人間ヒユームにたとえて考えるなら、軍用犬たかがケモノの追つい跡せきをふり切ることは、決してそう簡かん単たんではない──といったところか。

　とりあえず、どうにもならないことを気に病やんだところで仕し方かたないのは事実だった。シンは気分を切り換かえ、話わ題だいを変える。

「……それで……お前はなんで、俺おれたちに力を貸かしてくれたんだ？」

「そのあたりのことは──家に行ってから、あの方を交まじえて話した方がいいでしょう。

　いるのでしょう？　彼女は。

　でないと、同じ話をくり返すことになりますから」

「ああ──それもそうだな」

　言ってシンは沈ちん黙もくした。ディーヴァの件けんはあとで話すというのなら、他ほかに、この、ヒュームの姿をしたドラグノと、何を話せばいいのかわからなかったのだ。

「むしろ今、話しておくべきなのは──」

　逆ぎやくに、レゼルドの方から話を振ふって来る。

「彼女が、一体何者なのか、ということです」

「……ああ。メイの奴やつか」

「ええ」

　金色の瞳ひとみがシンの目を見つめる。

「わかっているんでしょう？　あなたにも。

　彼女が普ふ通つうのヒュームなどではないということを。

　なら、何なのです？　彼女は？」

　レゼルドの声に力がこもる。だがその力を受け流すかのように──

「知らねえ」

　シンの声からは力が抜ぬけきっていた。

「──そうですね。あのひとが、あなたにすべての真しん実じつを話しているとも思えない。

　なら、聞き方を変えます。

　彼女は一体何なんだと思います？」

「わからねえよ。そんなもん。どうでもいいことだ」

「──ど──」

　驚おどろきの声を漏もらして立ち止まるレゼルド。かまわず歩みを進めるシン。

　すぐ横をすれちがった馬車に土つち埃ぼこりをひっかけられ、ようやくレゼルドは我われに返ると、あわててシンに追いついて、

「どうでもいい……って……

　気にならないんですか？　彼女の正しよう体たいが？」

「まあ、全然気にならない、ってわけじゃあねえけどな。

　考えてわかることじゃあねえし、それより今は、いつか襲おそってきやがるはずのディーヴァをどうするか、だ」

「……本気……ですか？」

　シンの顔を、まじまじと見つめながらレゼルドが問う。

「何が？」

「彼女の正体が何か、よりも、ディーヴァ対たい策さくが先だ、っていうのが、ですよ。

　ひょっとしたら彼女は、ヒュームじゃないのかもしれない。いえ、むしろその公こう算さんの方が高い。

　僕ぼくと同じように、律崩術クランブルでヒュームの姿すがたに変わっていて、その変へん身しんが、生命せいめいの危き機きに瀕ひんして一部解かい除じよされ、片かた腕うでの変化と力の解放を一時的に引き起こした──

　僕はそう考えているんですけど」

「ふぅん」

「いや、あの、ふぅん、って……

　もし僕のこの仮か説せつが正しく、彼女がヒュームじゃないのなら、あなたには関係のない話なんですよ。

　彼女を追い出すか、自分が逃にげ出す、という方法もあるはずなのに、あなたはあえて、ディーヴァを相手に戦たたかうことを考えている。

　──何故なぜです？」

「……なんつうか……あいつが何だろうと関係ねえんだよ」

　シンは苦く笑しようして、言った。

「関係ない……？」

「ああ。メイの奴やつがヒュームだろうがそうじゃなかろうが実は犬いぬ猫ねこだろうが妖よう怪かいだろうが……早い話が何者だろうが。

　あいつがヒュームでないなら俺には関係ない、ってお前は言ったけどよ、あいつが普ふ通つうのヒュームだとしても、やっぱり俺には関係ねえことなんだ。

　けどよ、何てぇのか……最初にあいつをほうり出せなかった時点で、もう嚙かんじまってるんだよ。俺は。この話に。

　で、嚙んじまったから、ケリをつける。

　それだけの話だ。

　……我われながら馬ば鹿かだとは思うけどよ」

　二日前。

　彼は動どう揺ようし、瞬しゆん間かん、メイの存そん在ざいを忘わすれ、その結果、彼女を死なせかけた。それは、見み捨すてたのと同じことだった。

　そのことが、強い罪ざい悪あく感かんとなって、胸むねの奥おくに刻きざまれている。あれ以い来らい、メイに対する態たい度どがやわらかくなったのも、それゆえだった。

　むろん今、メイは噓うそのようにぴんぴんしている。

　被ひ害がい者しやという言い方をするならば、むしろシンの方こそ、巻まき込こまれた被害者ということになるのだろう。

　だがそう考えてみたところで、胸の裡うちに抱かかえた重みが消えるわけでもない。

　心に在ある苦にがいしこりを消す方法は、たぶん、たった一つ。

　立ち向かうこと。

　ディーヴァに、ではない。自分の心に、である。

　自分が自分であるために、メイを守る。

　だがそれは、レゼルドの言う通り、ディーヴァと戦たたかうことの同どう義ぎ語ごでもあった。

「……そういうものなのですか……ヒュームというのは……」

「さて、な。

　普ふ通つうの奴やつなら、もうちょっと頭のいいやり方を選ぶのかもしれねえけどな。

　──で、だ。

　素す直なおな意見を聞かせてほしいんだけどよ。

　……勝てると思うか？　ヒュームがディーヴァに」

　問われてレゼルドは、しばし黙もくしてから、

「わかりません。僕はドラグノですから。

　けれど確たしかに言えるのは──

　ディーヴァというのは、このクロスカディアに住まう種族の名であり、生き物なのです。神しん話わの中で神々と戦った伝でん説せつの魔ま物ものなどではない──

　つまり、決して無む敵てきでもなければ不ふ死じ身みでもないこと。

　そしてあなたには味み方かたがいる、ということです」

「……だと……いいな……」

　つぶやいて、シンは遠くの空を眺ながめる。

　午後の空に、月はまだ、見えない。




「──帰ったぞー」

「うわ。」

　帰き宅たくしたシンを迎むかえるメイの声は、奥おくの方から聞こえてきた。

　思わず顔を見合わせるシンとレゼルド。

　玄げん関かん先に立った見み張はりの警邏隊員ガーデイアンが、何事か、と中をのぞき込こむのを、シンは手を上げ、なんでもない、と合あい図ずする。

「あれが……ヒューム流の帰宅を迎えるあいさつなんですか？」

「そんなわけねえ」

　真ま顔がおで訊きくレゼルドの問いを一いつ蹴しゆうし、シンは奥へと向かった。場所はダイニング。壁かべに大おお穴あなを開けられた場所である。

　ずかずかと廊ろう下かを進み、ドアを開ける。

「おい。どうし……」

　言いかけて、シンは硬こう直ちよくした。

　ダイニングの奥はキッチン。そこにはボウルやら鍋なべやらフライパンやら小こ麦むぎ粉こやら塩やら油やら──

　──まあ、早い話が、いろいろぐちゃぐちゃになっていた。

「……何……やってんだ？」

　そのぐちゃぐちゃの中心で、気まずげな顔で佇たたずむエプロン姿すがたのメイに、シンは冷ひややかな問いを投げた。

「……な……何って……」

　メイはしばし、赤い顔で視し線せんをそらし、

「……その……そう、おなかがすいたから、なんか、ちょっと作って食べようかなー、とか思ってたらこうなったのよ」

「ほほう」

　シンは冷れい静せいにあたりを見回し、

「昨日きのう俺おれが作ったメシが美味うまかったもんで、料理のウデで負けたのがくやしくて、いろいろ練習してたらこうなった──ってわけじゃあないんだな。ふーん」

「うわ腹はら立たつ」

　図ず星ぼしらしい。
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「……まあいい。とにかく、客を連つれてきたぞ。

　話が先だ。席に着つけ」

「……うぶー……」

　ふくれっつらで呻うめきながら、それでもメイは汚よごれた手を洗い、エプロンを取ってテーブルにつく。

「キッチンがあれじゃあ茶も出せんが、まあ、座すわってくれ」

　レゼルドにメイの正しよう面めんのイスをすすめ、自分のぶんのイスが足たりずにあたりを見回す。

　開いた穴を、とりあえず土で埋うめて応おう急きゆう処しよ置ちした壁かべ。その補ほ強きようのため、穴を塞ふさぐのに置いた木き箱ばこが目にとまる。イスがわりにそれを引きずって来ると、シンはテーブルの横についた。

「──まずは紹しよう介かいだな。まあ、俺はいいとして」

　シンはまず、メイを指さし、

「こっちはメイ。正しよう体たい不明。以上」

「待て」

　すかさずメイがツッコミを入れる。

「何よ、そのぞんざいなのは。誠せい意いってもんが感じられないし」

「不満なら自じ己こ紹介しろ」

「いーわよ。今まであんたが聞いたことのないようなスゴい自己紹介してみせるから、聞いてビビるように」

「どんな自己紹介だそれは」

　メイは、こほんっ、とすまし顔でせき払ばらい。

「えーっと、あたしはメイ」

　にこやかに口を開き──

　そのまましばし硬こう直ちよくし、

「……ええっと……ええっと……その……

　ちょっと前からの記き憶おくがなくって……」

「うわあ。ビビったあ。俺のやった紹介と変わらんー」

「……やかましい……」

　棒ぼう読よみで驚おどろくシンに、赤い顔でつぶやくメイ。

「で、こっちがレゼルド」

　かまわずシンは、レゼルドを指す。

「鱗王ドラグノからの留りゆう学がく生せいだ」

「レゼルド＝ギノス＝レジザノールです」

「で、だ」

　シンはレゼルドに目を向け、メイをしぐさで指し、

「こいつはこの調ちよう子しなんで、ディーヴァに狙ねらわれてる、って以外のことがわからん。

　対してあんたは、なんだかいろいろと知っていそうなそぶりだ。

　何か知ってることがあるなら、話してくれ」

「……と、言われましても」

「何も知らない、なんてとぼけるなよ。

　おい、メイ、あれを」

「ほい」

　メイはズボンの後うしろに差していた、あのショボい武ぶ器きをシンに渡わたす。

「これならば悪あく魔まも殺せる。お前はそう言って、俺にこれを渡した。返せ、とも言わない。

　何も知らずにそういうことはやらねえだろう？」

「使い方は、わかりましたか」

「確たしか……」

　シンはそれを両手で握にぎり、

「……レンの極きよく、ヴァータの極を螺ら旋せんに合わせ……ディーヴァを滅ほろぼす光の刃やいばとなれ……」

　ヴンッ

　小さな振しん動どうが起きたのを確かめて、シンはそれを左右に引き抜ぬく。

　生まれたのはやはり、手のひらサイズの光の刃。

「おお」

　レゼルドが、感かん嘆たんの声を上げる。

「よく起き動どうできましたね」

「まあな」

　シンはあいまいに答える。

　レゼルドの立場がよくわからない以上、メイがこれに刻きざまれている意味を『読んだ』ことは、まだ黙だまっておいた方がいいだろう。

「あたしが読んだのあたしが」

　横手からあっさりと、シンのそんな思おも惑わくをうち砕くだくメイ。

「読めるんですか」

「とゆーか、意味くらいはわかるって」

「ほう。たいしたものです」

　感かん心しんしているのかおせじなのか、はたまた何か思惑でもあるのか。変化のないレゼルドの表情からは何も読みとれない。

「……それはいいとして、話を戻もどすけどよ」

　筒つつを一本に戻し、刃をおさめてシンが言う。

「で、何を知ってる？　メイや、ディーヴァのこと」

「いいえ。何も」

「……あのなぁ……」

「誤ご解かいなさっているようですが、僕ぼくはあなたたちに手を貸かしたのではありません。

　ディーヴァの行動を妨ぼう害がいしたのです」

「ディーヴァを？」

　意外な答えに、シンは目を丸くする。

「はい。

　五十年前の戦たたかいでは、僕たちドラグノと彼らディーヴァとは特に激はげしく争あらそっていました。

　その時の遺い恨こんは、まだ断たち切れたとは言いがたいのが現げん実じつです」

「……つっても五十年も昔むかしの話だろ？」

「五十年も、ではなく、たった五十年、です。

　あなたたちヒュームに比くらべると、僕たちドラグノやディーヴァたちは、倍以上の寿じゆ命みようを持っています。

　あなたたちにとっては祖そ父ふや曾そう祖そ父ふ世代の話でも、僕たちにとっては父の世代の話です。

　これは忘わすれられるわけがありません」

「そういうもんか」

「そういうものです」

　レゼルドはうなずく。

　シンにはよくわからないが──当のドラグノが言うのなら、そういうものなのだろう。

「この街まちにディーヴァが来ている、という話は聞いていません。

　そもそも、各国の交流に協力的でない彼らは、他の国への訪ほう問もんをほとんどしていないはずです。

　けれど、僕はディーヴァのにおいを捉とらえました。

　シンドレッド。僕は言ったでしょう？　あまりいいにおいじゃない、と。

　こちらのメイさんが、ディーヴァに襲おそわれた時に、たぶんそのにおいが移うつったのでしょう。それがさらにシンドレッドに移った」

「それをかぎとって──俺をマークしてたら、本当にディーヴァが現あらわれた、ってわけか」

「そういうことです。

　ディーヴァの先代の王は、各国交流にも協力的でしたが、今の王は非協力的……どころか、ディーヴァこそが世界の支し配はい者しやたるべきだ、などという態たい度どを露あらわにする方ですから、僕たちとしても警けい戒かいしているわけです。

　そういった状じよう況きようを踏ふまえて。

　においをかぎつけて行ってみると、あなたたちがディーヴァに襲われていた。

　それで僕は、どういういきさつがあるのか知らないまま、ディーヴァを止めようとしたのですが……

　あの状況では、ディーヴァが僕を無む視しして、あなたたちを襲う可か能のう性せいもあった。そこで、シンドレッド、あなたにその律崩術剣クランブレードを渡した。

　そういうことです。

　事じ態たいが解かい決けつしたわけでもない以上、それはしばらくあなたが持っていてください」

「クラン……ブレード……？　律崩術クランブルの刃やいば……って意味か。

　えらくたいそうな名前だが……言っちゃあ悪いが、なんかしょぼいぞ。これ」

　指先でもてあそびながらシンは言う。

「本ほん来らいそれは、僕たちが前の戦争で使っていた、対ディーヴァ用の武ぶ器きですからね。

　僕はむろん使ったことはありませんが、なんでもディーヴァの血を破は壊かいしてしまうとかいう話です。

　持つ者のイメージや、魔ま力りよくの大きさによって、刃の在あり方や大きさは変わる、と聞いています。

　もちろん戦争が終わった今では無む用ようの長ちよう物ぶつ。知人からもらって、お守まもりがわりに持っていただけのものですけれど」

「ほほぉう。つまり」

　それを聞き、メイは横目でシンを眺ながめて、

「しょぼいのは武器じゃなくて、部下その二の魔力、ってことね」

「いえいえ。そんなことありません。

　さきほど申しましたように、本来は僕たちの武器なのですから。

　ヒュームなら、刃を出せない者もいるでしょう。それが出せるだけでもたいしたものです。しょぼくても」

「しょぼいしょぼい言うなっ！」

「何を言ってるんですかシンドレッド。あなたが最初に言ったんですよ」

「……ゔっ……！

　……まあ……それはそうと、けどそれならこれって、俺が持ってて、本当に武器として役に立つのかよ？」

「一いち応おう刃が出る以上、何もないよりはいいと思います」

「……そ……そうかぁ……？」

　正しよう直じき、あまり心強くない。しょぼい──もとい。やや短すぎるきらいのある刃を武器に、ディーヴァと対たい峙じしている自分を想そう像ぞうしてみただけで、涙なみだぐみそうになるほど絶ぜつ望ぼう的な気分になる。

　ドラグノの武器だというのなら、レゼルドが持っていた方がいいような気はするのだが、自分がそう言いだせば、彼を頼たよって、自分が楽をしているようで嫌いやだった。

　仕し方かたなく、シンはそれを手元に置いた。

「それと、ディーヴァがこの街まちに現あらわれたことは、僕の国に知らせておきました」

　レゼルドが言う。

「おそらくそう遠くないうちに、何かの働きかけがあるでしょう。

　けれどその時に──あるいはその時以前に、ディーヴァが動くという可か能のう性せいもあります。

　ならば僕たちは、できうる限かぎりの備そなえをしておく必要があります」

「できうる限りの備え……というと？」

「そうですね。それに関しては、メイさんからの評ひよう価かも高い、シンドレッドの手料理の腕うで前まえを拝はい見けんしながらでも語りましょう」

「……つまり……そろそろ腹はらが減へったからメシ食わせろ、と」

「力を合わせる者同士、コミュニケーションを深めるべきだ、と言っているんです」

「……………………」

　このぶんでは事件にケリがつくまで、シンはディーヴァの襲しゆう撃げきの他ほかに、食しよく費ひの心配もしなければならなくなりそうだった。

　ため息を嚙かみ殺し、それでもシンは席を立つ。

　とりあえず、散らかりまくったキッチンを片かたづける、そのために。




　ひゅっ。

　木ぼつ剣けんの刃が夜や気きを切り裂さく。

　家の裏うらにある、小さな庭にわ。

　生おい茂しげる雑ざつ草そうの青あお臭くさいにおいがかすかに漂ただよっている。

　どこかから感じる視し線せんを無む視しして、シンは、もはや何度目かもわからぬ素す振ぶりをくり返していた。

　人間というのは、なかなかどうして、たいしたものだ。

　シンは時々、そう思う。

　レゼルドに、ジュビアによる監かん視しを指し摘てきされてから、ほんの数日で、シンはなんとなく、その気け配はいを捉とらえることができるようになっていた。

　監視されている。

　そう意い識しきし続けているうちに、ふといきなり、わかるようになったのだ。それが。

　におい。

　レゼルドがそう表現したのが、なんとなく理解わかるような気がした。

　姿すがたが見えるわけでもない。足音が響ひびいているわけでもない。ただ──わかるのだ。相手の存そん在ざいが。

　実じつ際さいのところは、意識できるかできないか、というぎりぎりのレベルの、風の動き、漂う臭におい、わずかな音、視界の端はしをかすめる影かげ。そういったものを無意識に統とう合ごうし、気配、としか言いようのないものとして捉えているのではないか、と思う。

　……まあ、神しん経けい過か敏びんによる妄もう想そう、というセンも実はあったりするのだが、それはあえて考えないようにしていた。

　ここしばらく、シンたちは、戦せん闘とう準じゆん備びにいそしんでいた。

　──一番早いのは、修しゆう練れん学校から、呪キヤスト環リングやら武器やらを盗ぬすみ出すことなのだが……さすがにこのテは使えない。

　厳げん重じゆうに管かん理りされているはずのそんなものを盗み出せるのか。できたとしても、家を見み張はっている警邏隊員ガーデイアンに気づかれずに持ち込こめるのか。

　発はつ覚かくすれば当然捕つかまるだろうし、もしそうなれば、律崩術クランブル事件の犯はん人にんというぬれぎぬを着きせられかねない。

　そこで仕し方かたなく。

　あちこちで大量に呪キヤスト環リングを買い込み、メイに渡わたす。

　日にち用よう品ひんとして、どこにでも売っている呪キヤスト環リングである。キャンプの料理用に火を生むもの。持ち運びできる小さな明かりを生むもの。エトセトラエトセトラ。

　大きさは腕うで輪わサイズのものから、シンの頭がすっぽり入る程てい度どのものまで。

　刻きざまれた呪じゆ紋もんをメイが書き換かえて、武器に改かい造ぞうするのだという。

　そんなことができるのか。シンははなはだ疑ぎ問もんだったのだが、レゼルドが提てい案あんし、メイが、できる、と言ったのだ。

　とはいえ呪キヤスト環リングは金きん属ぞく製せい。呪紋とて、それに刻こく印いんしてあるのだ。たとえメイに呪紋構成者キヤストメーカーとしての能のう力りよくがあったとしても、加工には、道具と時間と技ぎ術じゆつが要いる。

　かくて彼女はここ数日、日がな一日、金かなのこぎりやらヤスリやらを使ってぎこぎこやっていた。

　いくつもの呪キヤスト環リングをダメにして、パワーアップに成功したものはいまだない──とシンは踏ふんでいる。成せい果かを聞くと必かならず、不ふ機き嫌げんに話題をそらそうとするから。

　レゼルドは、時々やって来ては、呪キヤスト環リングのことについて──だと思うのだが、メイと何やら話していたりする。一度傍かたわらで聞いてみたが、完全に理り解かい不能な会話だったので、以後は近づかないように心がけている。

　それ以外の時間、レゼルドが何をやっているのか、シンは知らない。

　いろいろとやることがある、とは言っていたが……

　そして、シンにできることといえば──

　結局は、自身を鍛きたえること、くらいのものだった。

　最初は図書館などに行き、ディーヴァに関する知ち識しきを得えようとした。

　しかしそこでの収しゆう穫かくは、ほとんど無なかったと言っていい。

　王おう制せいを敷しいていることはわかった。今の王の名前はギルガゾードという。ふーん。主しゆ食しよくは鶏にわとりに似にた味のする動物の肉。ああそうですか。寿じゆ命みようはおよそヒュームの二倍半。それはそれは長生きなことで。けど俺おれが知りたいのは、襲おそってきたディーヴァを撃げき退たいする方法なんだ。

　図書館で、何度、焦あせりの叫さけびを上げたい衝しよう動どうに駆かられたことか。

　倒たおす、まで行かなくていい。せめて撃退する方法はないものか。

　物語の中に出てくる悪あく魔まや妖よう怪かいのように、朝日に弱いとか、塩水で溶とけるとか、そういうわかりやすい弱じやく点てんがあってくれれば楽なのだが──さすがにそう都つ合ごう良よくはいかないらしい。

　そして、見つけたとある本で。

　──外がい見けんや耐たい久きゆう力りよくに差さ違いはあるが、基き本ほん的な肉体構こう造ぞうはヒュームと同じ。脳のうや重要臓ぞう器きに深しん刻こくなダメージを受けた場合は死し亡ぼうする──

　この記事を目にして、シンは図書館通がよいをやめた。

　時間の無む駄だだと悟さとったのだ。

　めちゃくちゃダメージを与あたえたら死にます。当たり前のことではないか。そんなこと、図書館通いをするまでもなく、子こ供どもにでもわかる。

　結局のところ、それを実現させるには、相手の攻撃に当たらず、自分の攻撃を当てるしかないのだ。

　だからシンは、己おのれを鍛えはじめた。

　家に帰ってからの訓くん練れん。

　まず素す振ぶりは基き礎そ。

　そして投げナイフの練習。

　ディーヴァは空も飛べるのだ。剣けんも届とどかぬ頭ず上じようから、律崩術クランブルで攻こう撃げきされたら、いくら剣の腕うでが立っても無意味である。飛び道具の練習は欠かかせない。

　あとはイメージトレーニングと、レゼルドから渡わたされた律崩術剣クランブレードを扱あつかう練習。

　とはいえ本物の律崩術剣クランブレードを実じつ際さいに使うわけにはいかない。家のそばには警邏隊員ガーデイアンの見み張はりがいるのだ。素振りやイメージトレーニングなら、実じつ技ぎ授じゆ業ぎようの練習、と言えば通りもするが、ふり回しているのが変な光る武器となれば、話は違ちがってくる。

　かわりに扱うのは、二本の短い木の棒ぼう。

　目の前に、記き憶おくの中から引きずり出した、ディーヴァの姿すがたを思い描えがく。

　自分より頭一つは優ゆうに高い、睥へい睨げいする異い形ぎよう。

　ただそれだけで、おびえが、プレッシャーが胸むねの裡うちに生まれる。

　それを押し殺し、シンは、想そう像ぞう上のディーヴァを動かす。

　メイを攻撃した、あのスピード。

　腕の間ま合あい。歩ほ幅はば。はばたく翼つばさ。

　イメージの中で、シンは、腕の一撃をかわし、踏ふみ込み、刃を突つき入れる。

　──目もく標ひようがある方が、人間は成長できる──

　実技教官のセリフを、シンは実感していた。

　剣の実技授業で、それまでシンは、教官相手に五本のうち三本程てい度どを取っていたのだが、最近ではすべてをシンが取っている。

　おかげで教官にはますます嫌きらわれまくっているのだが。

　集中力が、まるで違う。相手の動きがはっきりと見えるようになった。次にどう攻撃して来るつもりなのか予想がついた。

　急速に成長しているのが、自分でもわかった。

　だから思う。人間というのはたいしたものだ、と。

　しかしそれでも。

　シンはいまだ、イメージの中のディーヴァに一度も勝ててはいなかった──




　そうして日々が、しばし流れる。




「……少々その……面めん倒どうなことになりまして……」

　ほぼ二週間ぶりに顔を合わせた、年とし若わかい市首長メイヤーロードの額ひたいには、びっしりと、粘ねばい汗あせが浮ういていた。

　どうやらあまり、面おも白しろい話ではなさそうだ。

　カーテンを閉しめ切った部へ屋やの中、ディーヴァの使し者しや──ブルジオラスは、静かに市首長メイヤーロードと対たい峙じした。

　彼がしばらく沈ちん黙もくしていると、市首長メイヤーロードの方が、早口で話しはじめた。

「その、私のような市首長メイヤーロードというのは、『ロード』と呼よばれてはいるものの、昔むかしからの意味での『領主ロード』とは違うのです。

　世せ襲しゆう制せいなどではなく、公おおやけに選ばれて、中央の議会に承しよう認にんされてこの街まち一帯の管かん理り運うん営えいを任まかされているわけで、ですから昔の領主ロードたちほどの権けん限げんやら独どく立りつ性せいやらは持ち合わせていない、というのが実じつ状じようでして……も、もちろんある程てい度どの自じ治ち運営権けんというものは存そん在ざいしてはいるのですが、その、なんと言うか、それも万ばん能のうと言うにはほど遠いわけでして……つまり早い話が、さまざまな束そく縛ばくのもとで街の政治的運営権を委い託たくされていると申しましょうか……」

「つまり早い話が」

　市首長メイヤーロードの『早い話』が、ちっとも早い話になりそうにないと見て取って、ブルジオラスは口を開いた。
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　とたん、面白いように市首長メイヤーロードは硬こう直ちよく・沈黙する。

「あなたが前に言っていた『限度』がやって来た。そういうことなのかな？」

「……そ……そうなのです！」

　市首長メイヤーロードは、かくかくと首を縦たてに振ふり、輪わをかけて早口で、

「実は今日きよう中央から連れん絡らくがありまして、この街にディーヴァがいるという情じよう報ほうを聞いた、と！　あ！　貴方あなたのことではありません！　なんでもこの街に留りゆう学がくしているドラグノがディーヴァに遭そう遇ぐうして危き害がいを加えられそうになった、と、ドラグノから正式な抗こう議ぎが来たらしく、ここに調ちよう査さ官かんを送るという話でして！」

「──ドラグノが──」

　ブルジオラスがつぶやく。

　ドラグノの存在は、ケルミゾからの報ほう告こくで知ってはいた。いずれ何かの動きがあるとは思っていたが──政治的正せい攻こう法ほうで来たか。それとも、そう見せて実は何か別の思おも惑わくでもあるのか。

「そ！　そうです！」

　市首長メイヤーロードは、浮き出る額の脂あぶら汗あせを服のソデでぬぐい、

「もしも中央の調査官が、貴方がここにいらっしゃることを知れば、その、あなたのお国にもいろいろとご迷めい惑わくがかかることと思いまして、それでその、どうしたものかとご相そう談だんに上がった次し第だいです！」

　つまりは──

　裏うら金がねをもらって、非公式にディーヴァを滞たい在ざいさせていたことがバレると自分の立場が危あぶなくなるから出ていってくれ。そういうことなのだろう。

　ならば。

「我われ々われがここを訪おとずれた理由は、最初に申し上げたはずだ。

　規き律りつを破やぶる者がいた。それは今、この町に潜ひそんでいる。始し末まつは我々でつける、と」

「は、はい！　重々承しよう知ちしています！

　ですから……何かありました場合、そちらの方は我々の警邏隊ガードでなんとかいたします！」

　ほう。面白い。ではなんとかして見せてもらおうか。

　表情には出さぬまま、胸むねの奥おくでつぶやいて、ブルジオラスは言った。

「……お任まかせしてよろしいのかな」

「はい！」

　ブルジオラスの問いに、市首長メイヤーロードの表情が輝かがやく。

「諒りよう解かいした。

　任にん務むが達たつ成せいできぬままの帰国は不ふ本ほん意いだが、ここでつまらぬ意い地じを張はって、それが国同士のわだかまりを生むのでは本ほん末まつ転てん倒とう。

　では我々は、今日明日あすにでも、機を見てひそかに発たつ手て筈はずにて」

「ご理り解かいいただけて幸さいわいです！」

　露ろ骨こつな安あん堵どの笑えみを浮かべる市首長メイヤーロードに、ブルジオラスは変わらぬ口く調ちようで、

「市首長メイヤーロード殿どのにはいろいろとご迷めい惑わくをおかけした」

「いえいえとんでもない！」

「前にお渡しした貨か幣へいの一割わりは、お手数の代金としてお納おさめおき願いたい」

「……は……？」

　ぽかんっ、と口を開ける市首長メイヤーロード。

「……それは……？」

「任務未達成は残ざん念ねんだが、トランクをお返しいただき次し第だい、我々は帰国準じゆん備びを始める」

　ブルジオラスは平然と言う。

　ここで降おりるのなら、渡したうちの九割は返せ、と言っているのだ。

　正しよう直じきな話、中央からちょっとつつかれたので自分は降おりる、などとぬかす無能な腰こし抜ぬけヒュームになど、小こ銭ぜに一枚とてくれてやるのは惜おしいのだが、まあ、口止め料ということにしておこう。

「……そ……そうですか……」

　ブルジオラスの存在そのものにおびえまくっている市首長メイヤーロードが、それに抵てい抗こうできようはずもない。それに、一割とても十じゆう分ぶんな大金である。

　市首長メイヤーロードは、落らく胆たんとおびえの混まじった顔で、適てき当とうなあいさつをしどろもどろに述のべて、部へ屋やをあとにした。

「──と、いうわけだ」

　あとに残ったブルジオラスが声を上げる。

　閉とざされたカーテンの向こう。テラスに控ひかえる者に向かって。

「私が発たってから二日、待て。

　待ってから、任を遂すい行こうせよ。

　少々騒さわぎが大きくなってもかまわぬ。かまわぬが──必かならず成なし遂とげよ。

　終わったら戻もどってくるがよい」

「御ぎよ意いに」

　応こたえたのはむろん──ケルミゾの声。

　任務──今さら言うまでもない。メイの抹まつ殺さつである。

　ヒュームの街まちに逃にげ込こんだ、ディーヴァの凶きよう悪あく犯はんを追い、ブルジオラスが秘ひ密みつ裏りに潜せん入にゆうしたのだが、ドラグノの政治的干かん渉しようによって彼は街を退たい去きよ。その後、街に潜ひそんでいたディーヴァが何かの拍ひよう子しに暴あばれ出す。ブルジオラスがいればおさえもきいたのかもしれないが、彼は街を去ったあとであり、結果としてヒュームが何人も巻まき添ぞえになる。

　つまりはそういう筋すじ書がきである。

　むろんこの、巻き添えになるヒュームの中には、本ほん来らい始し末まつするべきターゲットが含ふくまれる。

　あとはケルミゾの帰国を待ち、ディーヴァの犯はん罪ざい者たちの中から、彼に似にた者を適てき当とうに選び出し、犯人に仕立てて処しよ刑けいしてみせる。

　そうなった時、ここの臆おく病びような市首長メイヤーロードが、一体どんな顔をするのか。それを見み届とどけられないことだけが、ブルジオラスの心残りと言えば心残りだった。




　月が出ている。

　晴はれた夜空をぼんやりと眺ながめながら、見み張はりの警邏隊員ガーデイアンは、今日何度目になるのかももはやわからぬあくびを嚙かみ殺した。

　退たい屈くつだった。

　二週ほど前に起こった、攻こう撃げき型律崩術クランブルの使用事じ件けん。

　それと深い関かかわりを持つと思われるのが、この家の住人、シンドレッド＝カイラムだった。

　だが交こう代たいで見張りを続けても、何の異い常じようも起きはしなかった。

　……むろん、面めん倒どうな事件が起きるのを望んでいるわけではないのだが。

　見張りの人じん員いんは、やがて二人から一人へと減へらされ、時間つぶしの雑ざつ談だんをする相手すらいない。

　これが仕事と割わり切ってはいるものの、それで退屈が紛まぎれるわけでもなく──結果、見張りの警邏隊員ガーデイアンは、幾いく度どとなくあくびを嚙み殺すことになる。

　定期的に、ゆっくりとあたりを見回す。

　蒼あおい夜空。天にかかる月。飛び回るコウモリたち。並ならぶ街がい灯とう。通りを行く人の姿すがたはなく、庭にわ木きは黒い闇やみとなって佇たたずむ。家々の窓まどからはかすかに明かりが漏もれ、夕ゆう餉げのかおりが夜や気きに流れる。

　と──

　視し界かいの隅すみで、何かが動いた。庭木の陰かげから庭木の陰に。

　反はん射しや的にふり向いた時には、そこにはもう何もいない。

　はっきりと見たわけではないが──大きさからすれば犬か何かだったのだろう。このあたりには、家か庭ていから出る生ゴミをあさりに、ノラ犬がうろついていることもある。

　そう思って視線を戻もどし──

　…………？

　違い和わ感かんを覚おぼえる。

　今、自分は、いつもと違ちがうものを見た。そんな気が強くしてならない。

　だが──その正しよう体たいが何なのかがわからない。

　ふたたびあたりを見回してみる。夜の道。夜の街。

　離はなれた場所を、また、影がよぎる。

　大きさからすれば人ではない。だが今のは──犬、なのか？　本当に？

　背せ中なかに冷たい汗あせがにじむ。

　ここの見張りは今、自分一人。さきほど早い夕食を済すませて交代したばかり。次の交代時間までは長い。

　もし今、何かがあればどうなる？

　そんなことをふと考える。

　腰こしに吊つるした信号用の呪環キヤストリングをなぞり、空に光の合あい図ずを送れば、それで救きゆう援えんがやって来る──そういう手はずにはなっていた。

　だが、中央警けい邏ら所からここまでは、それなりの距きよ離りがある。応援が来るまで、どれほどの時間がかかる？

　結局はそれまで、自分がなんとかしなければならないのだ。

　あらためてそのことに思い至いたり、半なかば無む意い識しきのうちに、隊員は、腰こしの剣けんに手を伸のばす。

　むろん刃やいばのついた本物である。鍔つばには呪環キヤストリングが刻きざまれており、安全装そう置ちを外はずしてこれを使えば、剣のきっ先を向けた方に、強きよう烈れつな冷気を発はつ射しやすることができる。受ければ凍とう傷しよう間ま違ちがいなし。これで相手の動きを鈍にぶらせて、逮たい捕ほするための装そう備びだった。

　しかし、攻撃型の律崩術クランブルを平気で使うような奴やつを相手に、こんな剣一本でどこまで太刀たち打うちできるのか？

　──だが実じつ際さいのところ。

　彼のそんな思いは、余よ計けいな心配だった。

　背せ中なかに風と気け配はいを感じたときには、舞まい降おりてきたディーヴァ──ケルミゾの鉤かぎ爪づめは、彼にふり向く間ますら与あたえず、背はい後ごからその心しん臓ぞうを引き裂さいていたのだから。

「──っ！──っ！」

　わけもわからず。悲ひ鳴めいのかわりに黒こつ血けつが、隊員の口からほとばしる。

　その手が腰の呪環キヤストリングをなぞったのは、もがいた拍ひよう子しの偶ぐう然ぜんか、あるいは意識してのことか。

　いずれにしろ、それで彼の運うん命めいが変わったわけでもないのだが。

　呪環キヤストリングに刻まれた呪じゆ紋もんが薄うす黄き色いろにかがやき、そこから夜の空に向かい、一条の光がほとばしる。

　それは、夜空にひときわ輝かがやく赤い星を生み出した。

　救援要よう請せいの非常信号である。

　ケルミゾは腕うでを振ふり、はや断だん末まつ魔まの痙けい攣れんをみせるヒュームを大だい地ちに投げ捨すてた。

　空にかかった赤いかがやきを眺ながめ、つぶやく。

「少々騒さわぎが大きくなってもかまわない──だったな」

　視し線せんを戻もどした先には、一軒けんの家があった。




　その夜。

　バージェス中央警けい邏ら所の動きはいきなり慌あわただしくなった。

　非常信号の打ち上げを確かく認にんしたのである。

　ほどなく、警邏所の横手にある車しや庫こから、最近配はい備びされたばかりの術動車くるまが、ボンネットに刻まれた呪環キヤストリングを月げつ光こうにきらめかせながら、何台も飛び出してゆく。

　乗っているのは、対術装そう備びと呼よばれる、防ぼう御ぎよ型呪環キヤストリングを持った警邏隊員ガーデイアンたち。その数は二十を越こえるだろう。

　大げさな数ではない。なにしろ相手はおそらく、街まちの中で攻こう撃げき型の律崩術クランブルをぶっ放ぱなすような、物ぶつ騒そうなバカなのだから。

　だが、彼らは知らない。

　その物騒なバカが、人間ヒユームではないことを。




　白しろ身み魚ざかなのクリームスープ。チーズのかけらを散らしたサラダに、コショウとレモンの香かおりを効きかせた皮パリパリのチキンソテー。あとは水と、数切れのパン。

　それは、最初にメイが作ってみせたのと、全まつたく同じメニューだった。

「……む……くぅぅぅぅぅぅっ……！」

　クリームスープをひと口食べて、メイはロコツに不ふ機き嫌げんな顔になった。

「どうした？　口に合わなかったか？」

　しれっ、とした顔で問いかけるシン。ちなみに今日きようの夕食は、彼がつくったものである。

「おいしいわよっ！　悪い!?」

　料理のウデでシンに負けているのがよほどくやしいらしく、逆ぎやくギレして不機嫌な顔で、それでもぱくぱく料理を頰ほおばる。

　以前意い地じを張はり、『おいしくない』と言ったところ、『マズけりゃ食うな』と、シンに料理をとり上げられたことがあったのだ。

　それ以い来らい、メイは正しよう直じきにひねくれるようになった。

　出会ってからおよそ二週。彼女のそんな態たい度どにももはや慣なれたのか、シンは気にせず料理を口に運び──

　──！

　動きが止まったのは、二人、全く同時にだった。

　顔を見合わせ、立ち上がる。

　気づいたのだ。来るべき時が──歓かん迎げいできぬ客が来たことに。

　即そく座ざに行動開始。

　二人とも、服ふく装そうはもともと動きやすい私し服ふく。たいしてかさばらぬ律崩術剣クランブレードは、シンが腰こしの後うしろに差している。

　こんな事じ態たいも考えて、テーブルのそばに置いてあった、建けん築ちく資し材ざい置き場から失しつ敬けいしてきた鉄てつ棒ぼうを手にすると、シンは壁かべに駆かけ寄より、小さな鏡かがみにしか見えないものに、もう片かた方ほうの手のひらを押おしつけて、

「来たぞ」

　とひと言。

　瞬しゆん間かん、押しつけた手のひらの向こうで、鏡がゆらりっ、と揺ゆれたような気がした。

　レゼルドが置いていったシロモノで、こうすれば、ことが起こったのが彼に伝つたわるのだという。

　きびすを返し、リビングのドアに向かう。メイの作った呪環キヤストリングの多くは、別の部へ屋やに置いてあった。それを取りに行くつもりだったのだが──

「だめ！　間まに合わない！」

　メイの言葉が彼の動きを止めた。以前なら、何言ってやがる、と一いつ蹴しゆうしただろう。だが今は、なんとなくわかる。メイは何かを察さつ知ちしているのだ、と。

「どうする!?」

「こっち！」

　メイはリビングの窓まどに駆かけ寄り、開け放はなつ。察してシンも床ゆかを蹴けり──

　二人が窓から飛び出した、その瞬間。

　どンっ！

　衝しよう撃げきが家をふるわせた。

　バランスを崩くずし、二人は雑ざつ草そうだらけの裏うら庭にわに転がった。

　ふり向いた目の前で──

　ぶわッ！

　窓から紅ぐ蓮れんの炎ほのおが吹ふき上がる！

「──！」

　シンの表ひよう情じようが引きつった。

　ディーヴァは外から、家の中心に物ぶつ質しつ破は壊かいの律崩術クランブルをしかけ、それぞれの部屋に風かざ穴あなを開けてから、同じポイントに火か炎えんを解とき放ったのだ。

　むろんシンにはそこまでわからないが、ふき上がる炎の大きさを見ればよくわかる。

　自分がこれから相手にしようとしている奴やつが、どれほどの化け物モンスターなのか。

　──ぎいッ！

　すぐそばで、異い様ような声。

　ふり向いたシンの目の前に、大きく開いたジュビアの口。無数の牙きばをうちに並ならべて。

　体はとっさに動いていた。手にした鉄パイプの先せん端たんを、開いた口に突つき入れる！

　ぐぎゃッ！

　悲ひ鳴めいを上げて吹ふっ飛ぶジュビア。木ぼつ剣けんよりはマシとはいえ、得え物ものはただの鉄の棒ぼう。倒たおせたかどうかはわからない。

　……る……るルルルルぐるゥ……

　それを機に、四し方ほうからわき起こる威い嚇かくの呻うなり。

　ジュビアたちは、完全に二人を包ほう囲いしていた。

　──まずいな──

　シンの頰ほおを、ひとすじの汗あせが流れた。

　包囲されているこの状じよう況きようが──ではない。おびえかけている自分が、である。

　記き憶おくが蘇よみがえる。

　いつかの夜。まんまと誘さそい込こまれて囲かこまれた時のことを。

　頭ではどう思っても、心の底に沈ちん殿でんしていた恐きよう怖ふがゆっくりと頭をもたげ、体の自由を奪うばおうとする。

　緊きん張ちようし、余よ計けいな力が入っているのが自分でもわかる。ジュビアたち相手にこれでは、ディーヴァが出てきた時にどうなるか。

「メイ！　手持ちの呪環キヤストリングは!?」

　抱いだいた怖気おじけをふり払はらうように、シンは声をはり上げる。

「二つ！」

　即そく答とう。

　彼女が両手に二つずつ嵌はめたブレスレットは、ファッションで身につけているわけではない。いつ襲しゆう撃げきがあっても対たい応おうできるように、メイが改かい造ぞうした、二つでひと組、計二組の呪環キヤストリングだった。

　他の部へ屋やに置いておいた呪環キヤストリングを持ち出せなかったのは痛いたい。これだけの戦力で、どれだけのことができるのか。

　……戦力といえば、見張りの警邏隊員ガーデイアンはどうしたのだろうか？　確たしかに一人、玄げん関かん先に陣じん取どっていたはずだが。

　ディーヴァがこうも堂々と仕し掛かけてきたところを見ると、おそらくはもう──

　考えると暗い気分になるが、今はそのことで沈しずんでいられる状況ではない。

　──ギあッ！

　ジュビアが三匹びき、声を上げ、同時に二人目がけて飛びかかる。

「任まかせろ！」

　吠ほえてシンは鉄てつ棒ぼうをふるう。

　地を蹴けり、跳ちよう躍やくした獣たちの軌き道どうが見える。それを繫つなぐようにシンの手にした『武ぶ器き』が虚こ空くうを薙ないだ。

　一匹目の顎あごを横よこ殴なぐりに捉とらえ、その衝しよう撃げきを利用して、武器の流れる方向をわずかに変える。

　そのまま二匹目の胴どうを打ち、振ふり切った得え物ものの重さに任せるように地を蹴り、メイの横からかかってきていた三匹目に突つきを入れた。

　……武器がただの鉄棒だというのが、どうにも今ひとつ絵にならないのだが。

「おお。やればできるし。部下その二のわりに」

　ほめているのかからかっているのか。メイの言葉にかまう余よ裕ゆうはない。

　体は動いた。一応。しかしまだ、恐怖をふりきれてはいないのか、いつもよりも──そして、イメージしていたよりもやや遅おそい。それがどうにももどかしい。

　鉄棒を構かまえ、ジュビアたちを牽けん制せいするように周しゆう囲いに視し線せんを走らせ──

　ジュビアたちが鳴なく。──来る。ふたたび。

　瞬しゆん間かん。動いたのはメイだった。

「こっちへ！」

　叫さけんで横に跳とび、生いけ垣がきを越こえる。何も聞かずにシンも続いた。

　誘さそわれるようにあとを追い、ジュビアの一匹が跳躍した。

　途と端たん。

　ぞンッ！

　空間の震ふるえる音が渡わたる。

　たった今までシンとメイのいた──そして、二人を追うべく跳んだジュビアがいる空間。

　そこが球状にゆらいだのは、わずかに刹せつ那な。

　だがその一瞬で、そこにいたジュビアの体は変質していた。

　ゆるい弧こを描えがき、シンたちの足もとに落ちると、たった今まで生きていたはずのジュビアは、灰はい色いろの砕さい片へんと化し、砕くだけ散る。

　律崩術クランブルが放はなたれたのだ。

　誰だれがやったかは考えるまでもない。

　シンはふりあおぐ。天を。

　通りに面したやや広い場所。視し線せんの先。巨きよ大だいな翼つばさはやがて大地に舞まい降おりる。
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　翼ある死の形。

　ディーヴァ。




　少々騒さわぎが大きくなってもかまわない。

　ブルジオラスはそう言っていた。

　それはつまり──ある程てい度どは騒ぎを大きくしろ、ということなのだろう。

　ブルジオラスが言った言葉のニュアンスと、かれが頭に描えがいているであろうシナリオから、ケルミゾはそう察していた。

　わざと騒ぎを大きくし、ドラグノの余よ計けいな政治干かん渉しようさえなければ、こんなことには──というすじがきにでもするつもりなのだろう。

　ゆえにかれは、玄げん関かん先で始し末まつしたヒュームが、救きゆう援えんの信号らしきものを放っても、気にしなかったのである。

　応おう援えん結けつ構こう。せいぜい派は手でにしてみせよう。

　派手というのなら──いきなりこのあたり一帯を、火の海にする、というのも考えたのだが、さすがにそれは思いとどまった。

　あまり大ざっぱな攻こう撃げきは、本ほん命めいのターゲットを仕し留とめたかどうかの確かく認にんが難むずかしくなる。

　騒ぎをひろげるのは、やるべきことを終えたあとでいい。

　ヒュームなど、束たばでかかって来たところで問題はない。

　前に姿すがたを見せたドラグノも、一匹だけならなんとでもできる。

　だがわからないのは──こいつだ。

　ケルミゾは、ヒュームのメス──いや、その姿をしたものを見つめていた。

　殺すべき相手。

　だが、何なのだ？　こいつは？

　二週前は、死すべき傷きずを負おいながら、それでも間まを置かずに完治し、強大な律崩術クランブルを操あやつってみせた。

　今もまた、不ふ意いをついたはずの律崩術クランブルを、ことごとくかわしている。まるで、そこに攻撃が来るとわかってでもいたかのように。

　もしもこいつが、その持てる力を使いこなせるのなら、自分の勝ち目は薄うすい。

　だが勝しよう機きはある。

　相手は、ともにいるヒュームのオスを、何か気にかけている様よう子すがあった。そこを突つけば一撃を加えることもできよう。

　首をはね飛ばせば。あるいは心しん臓ぞうを潰つぶせば。たとえ何者とて生きていられようはずもない。それこそ物語の中に出てくる神か悪あく魔までもない限かぎり。

　いずれにしろ──

　殺す。

　それが、自分の任にん務むなのだから。

　決意し、ケルミゾは踏ふみ出した。

「──なぜだ？」

　同時に、ヒュームのオスが言葉を発し、ケルミゾは思わず足を止めた。

「なぜメイを──こいつを狙ねらう!?」

　問われてケルミゾは、わずかに顔をしかめた。

　不ふ愉ゆ快かいな質しつ問もんだ。むろんそういう任務だからだ。詳くわしいことなど、自分程度の者には教えてはもらえない。理由など──

「──知ったことか──」

　言ってケルミゾは地を蹴けった。




　筋きん肉にくがこわばり、汗あせがにじむ。

　ディーヴァに対たい峙じして構かまえながら、しかしシンの心は恐きよう怖ふに捕とらわれていた。

　舞まい降おりた後、ディーヴァは動かない。

　じっとこちらを──いや、半歩後うしろにいるメイの方を見つめている。たぶん自分は、その眼がん中ちゆうにはないのだろう。

　その状じよう況きようですら、受ける恐怖とプレッシャーは、予想を越こえていた。

　ふるえそうになる体じゅうの筋肉を抑おさえるのがやっと。戦たたかいがはじまった時、まともに動けるかどうか、正しよう直じき言って自信がない。

　すぐにかかってこないのは、メイの力を警けい戒かいでもしているのだろう。だが彼女のあの力は今、あてにできない。

　律崩術剣クランブレードは、まだ、抜ぬかない。こちらの得え物ものを鉄てつ棒ぼうだけだと思わせ、頃ころ合あいを見て手て放ばなす。相手に油ゆ断だんさせたところで、ふところに飛び込み、あれで決けつ着ちやくをつける。

　シンの思い描いていた策さくは、ざっとそんなところである。

　もともと大ざっぱな作戦の上に、ロクに体が動くかどうかも怪あやしいこの状じよう態たいで、本当にそんなことができるのか。

　だが。

　やってみせる。絶ぜつ対たいに。

　頭の中、言葉で自分を鼓こ舞ぶしてみても、つめたい汗は止まらない。

　どれほどの刻ときをにらみ合ったのか。

　無む限げんにも似にた短い時間の後、ディーヴァは一歩を踏ふみ出した。

「──なぜだ？」

　それは、シンが己おのれの恐怖を払はらうべく、声を発したのと同時だった。

　ディーヴァの歩あゆみが一いつ旦たん止まった。

　声のふるえを抑え、シンは声をはり上げる。

「なぜメイを──こいつを狙ねらう!?」

　ディーヴァの表ひよう情じようが、わずかに変わった。それが嘲ちよう笑しようなのか憐れん憫びんなのか──シンの目からはわからない。

「──知ったことか──」

　──死にゆく貴き様さまに教える必要はない──

　シンの耳に、言葉はそう聞こえた。

　同時にディーヴァが地を蹴けった！

　おそらくは鉤かぎ爪づめの攻こう撃げき！　前に出て間ま合あいを殺し、鉄棒でからめる。接せつ近きん戦せんになれば、向こうもうかつに律崩術クランブルは使えないはず。

　対たい応おうの方法は瞬しゆん時じにシンの脳のう裏りでイメージとして組み立てられ──

　だが。

　体は動かない。

　──なんでだ!?

　奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　ディーヴァが迫せまる。

　異い形ぎようが視し界かいを埋うめる。死の覚かく悟ご。奥歯を嚙みしめ──

　──ディーヴァが突とつ如じよ、その軌き道どうを横に変えた。

　何が起こったのか。シンは即そく座ざに理り解かいした。

　後うしろのメイが、横に移い動どうしたのだ。ディーヴァの注意を引くべく。

　シンの背せ筋すじを悪お寒かんが貫つらぬく。瞬時に記き憶おくが蘇よみがえった。

　彼のかたわらをすり抜ぬけるディーヴァ。鉤爪で薙ながれ、吹ふっ飛ぶ少女。何もできないままの自分。

　二週前、目にした光景。

　あの映えい像ぞうを、ふたたび見ることになるのか？

　だが今度も、メイのあの力が都つ合ごうよく働いてくれるとは限らない。いや、そもそもディーヴァの方も、彼女の力を知っているのだ。今度は一撃で、確実な死を、彼女にもたらそうとするだろう。

　──やらせない──

　気がつくと。

　シンは吠ほえていた。

　吠えて、ディーヴァにうちかかる。

　体は、動いた。

　ギぎゃりっ！

　鉤爪が一撃を受ける。

「ぐ!?」

　よほどシンをなめていたのか、ディーヴァは小さく動どう揺ようの声を上げた。

　爪にからめ取られる前に、シンは得え物ものを引くと、相手が体たい勢せいをたてなおす間まを与あたえず、さらに突つきをくり出す。踏ふみ込んで、狙ねらうは翼つばさ。薄うすい翼よく膜まくならば、たとえ鉄の棒でも貫ける。

　鉤爪の迎げい撃げきが間に合うタイミングではない。

　ぞっ！

　鈍にぶい手ごたえ。

　突いた鉄棒の切っ先は、ディーヴァの翼にはわずかに届とどかず──虚こ空くうに出しゆつ現げんした、光の盾たてに止められていた。

　それが、ディーヴァの革かわ鎧よろいに刻きざまれた呪じゆ紋もんと、翼の先せん端たんの動きによって発動する防ぼう御ぎよ型の律崩術クランブルだ、などと、シンに見み抜ぬけたはずはないが──

　失しつ敗ぱいした。そのことだけはわかる。

　るああああッ！

　ディーヴァの咆ほう吼こう。ほとんど同時に。

「左ッ！」

　メイの声がシンの耳に届いた。

　何も考えず、シンは大きく左に跳とぶ。流れた右手の鉄棒が──

　がギンっ！

　振しん動どうとともに、半なかば近くまで刻まれ、鉄のかけらとなって落ちる。

　ディーヴァが攻撃用の律崩術クランブルを、シンのいた場所に仕し掛かけ、メイがそれを察さつして教えてくれたのだ。

　助かりはした。が、これでこちらの得え物ものも、ほとんど役立たずになった。

　ディーヴァはシンの方に向かって突っ込んで来る！　まずは邪じや魔まなこちらから片かたづけようというつもりか。右の鉤爪をくり出し──

「──このっ！」

　メイがやや距きよ離りを取り、右手をかざして、ブレスレット型の呪環キヤストリングを左手で回すようになぞる。

　右手のひらから生まれた──ように見える巨きよ大だいな炎ほのおが、夜や気きを焦こがしてディーヴァを目め指ざす！

　……むろんそちらにはシンもいるのだが。

　ディーヴァは地を蹴けると同時にはばたき、大きく後うしろに跳び、かわす。

　シンの方も──

「うわぁぅっ!?」

　鼻はな先さきを熱ねつ気きにあぶられながらもなんとか避よける。

　外はずれた炎ほのおは、その先にある庭にわ木きを直ちよく撃げきし、瞬しゆん時じに葉と木の皮かわとを炭たん化かさせ、白い木き肌はだを月げつ光こうに晒さらした。

　メイがどこをどう改かい造ぞうしたのかは知らないが、キャンプ料理用の呪環キヤストリングをいじくったものとは思えない威い力りよくである。

　──俺おれまで殺す気か!?

　文もん句くの一つも言いたいところだが、その余よ裕ゆうはない。

　ぎィるルルっ！

　ディーヴァが吠ほえると同時に、視し界かいの端はしを小さな影かげが走った。

　あたりを囲かこむジュビアたちが、シンを、メイを目がけて襲おそい来る！

「来るなっ！」

　メイが呪環キヤストリングを使い、見み境さかいなく炎をまき散らす。草が焼け、木が焼け、何匹びきものジュビアたちが、直撃を受けて倒たおれ──

　そして、誰だれかの悲ひ鳴めいが起こった。

　シンははじめて気がついた。離はなれたあたりに、いくつもの人影があることを。

　近所の人々が異い変へんに気づき、一体何事か、と見に来ていたのだ。

　これだけ派は手でなことをやっているのだ。考えてみれば当たり前である。

「メイ！　無む茶ちやするな！　人がいる！」

　シンはメイに呼よびかける。だが。

「見けん物ぶつに来る馬ば鹿かが悪いっ！」

　返ってきたのは、いかにも自じ称しよう悪あく人にんらしい答え。

　ディーヴァが地を蹴る。向かう先は──今度はメイ。

　シンは、飛びかかってきたジュビアの頭を、短くなった鉄てつ棒ぼうではり飛ばし、メイの方に援えん護ごに向かう。

　メイがディーヴァに向かって炎を放はなつ。ディーヴァは横に跳とび、かわし──そのまま進路をシンに変えた！

　一気に間ま合あいが詰つまる。鉤かぎ爪づめが閃ひらめく。

　ぎむっ！

　スピードの乗りきっていないその一撃を、シンはかろうじて、短くなった鉄棒で受けていた。

　そのまま押おし切られるかと思ったが、ディーヴァは一いつ旦たん爪を引き、あらためて間かん髪はつ置かず、二度目、三度目の攻こう撃げきを次々とくり出してくる。

　──妙みようだ──

　シンの脳のう裏りに警けい告こくの声。

　ディーヴァの攻撃が、さきほどと比くらべて、スピード、パワー、ともに落ちている。だからこそ、短くなった鉄棒こんなものでもなんとかしのいでいられるのだ。

　むろんそれでも、圧おされていることに変わりはないのだが──

　打ち響ひびき合う鋼はがねと鋼。シンは圧おされて半歩退さがり──視界の隅すみに、こちらに駆かけ来るメイの姿すがたを捉とらえた。シンを援護するつもりなのだろう。

　──そういうことか！

　彼はディーヴァの狙ねらいを悟さとる。

　ディーヴァはいまだ、メイの力を警けい戒かいしている。

　自分の方を追いつめて、メイを間合いに誘さそい込こみ、ひと息に仕し留とめるつもりなのだろう。

　──俺はエサか!?

「来るな！　メイ！」

　シンは声をはり上げた。反はん射しや的に足を止める彼女。ディーヴァが小さく舌した打うちするのを、シンは確たしかに聞いたような気がした。

　爪の一撃が来る。さきほどとはスピードが違ちがっていた。

　かろうじて鉄棒で受け──そのまま圧されて倒たおれ込む。

　シンの手から、鉄棒の残ざん骸がいははじき飛ばされていた。




　正しよう直じき、ケルミゾは少し驚おどろいていた。

　他ほかでもない。立ち向かって来るヒュームのオスに、である。

　二週ほど前に出会った時には、おびえ、ろくに動くことすらできなかったヒューム。

　それが今は、鉄棒を片手に自分に向かって来ている。

　ヒュームにしてはスジがいい。自分が、一撃を入れられそうになった。

　彼がこのままあと何年か成長し、ちゃんとした装そう備びを整ととのえたなら、あるいは、自分と互ご角かくに戦たたかいうる戦士に成長するかもしれない。

　だが今は、及およばない。

　そしてケルミゾはこのヒュームに、未み来らいを与あたえるつもりはなかった。

　ひと息に殺すのは可か能のうだったが、このオスには、ターゲット──メスの方の足あし枷かせとなってもらう必要がある。

　ターゲットはなぜか、あの時見せた力を使わず、ヒュームの使う──呪環キヤストリング、とかいう貧ひん相そうな道具で炎ほのおを生んでいる。

　これは何かの策さくなのだろうか？　こちらを油ゆ断だんさせるため、とか。

　しかしあれほどの力があるなら、小こ細ざい工くの必要はないだろう。

　ならば何かの理由で、今は力が使えないのか？　それとも使える回数に限かぎりでもあるのか？

　何にしろ、甘あまく見ることは許ゆるされない。たとえあの力がなくても、彼女が普ふ通つうのヒュームでないことだけは確たしかなのだから。

　こちらの放はなつ律崩術クランブルは見み切きられているが、それは決して、未来が見えているというわけではない。でなければ前の時、ケルミゾからの一撃を食らうはずもない。

　つまり──

　倒たおすなら、律崩術クランブルではなく、直ちよく接せつ攻こう撃げきで、ということである。

　しつこくかかってくるオスの方を、爪つめの一撃ではじき倒す。その手から、貧相な鉄の棒ぼうが跳とび離はなれた。

　ふり向いた先にメス。オスに警けい告こくされて足を止めている。爪の間合いにはやや遠い。

　あの余よ計けいなオスの言葉さえなければ、一撃で首をはね飛ばせる所まで近づいていただろうものを。

　だがやりようはある。

　──りュぐおォォッ！

　ケルミゾは吠ほえた。ヒュームの耳には雄叫おたけびとしか聞こえないそれは、言語圧あつ縮しゆくし高こう速そく化された呪じゆ文もん。

　狙ねらう場所はメスの後うしろ。そこに炎を出しゆつ現げんさせる。相手はそれを察さつ知ちするだろうが、かわすには前に跳ぶしかない。

　すなわち──自分の方へ。

　だが、メスの行動は、ケルミゾの予測を裏うら切ぎった。

　左手をねじり、後ろ──律崩術クランブルがしかけられた空間に向け、口走る。

「ネガティブ・アガー」

　その腕うでにはめたブレスレット型の呪環キヤストリングが漆しつ黒こくの色にかがやいた。

　光の帯おびが、ケルミゾの狙った空間を包つつみ込こむように疾はしり、消え──

　それだけだった。

「……中ちゆう和わ……!?」

　愕がく然ぜんとケルミゾが声を上げる。

　間ま違ちがいない。自分のしかけた律崩術クランブルが、あっさりと中和されたのだ。

　発動したものを防ぼう御ぎよしたのではない。発動することを防ふせいだのだ。

　どこに向かって放たれた律崩術クランブルなのか──どころか、それがどのようななりたちで構こう成せいされる術じゆつなのかを一いつ瞬しゆんで理り解かいし、その中和呪文を展てん開かいしてのけたのだ。

　ヒュームと比ひして、圧あつ倒とう的な力を持つ自分でさえ、そんな真似まねはできないだろう。

　──これではまるで──

　ブルジオラスの前では口にできなかった言葉を、ケルミゾは、胸むねの裡うちでふたたびつぶやいた。




　──マルデ我ワレラノ王ノ如ゴトキ力デハナイカ──




　思わず呆ぼう然ぜんと佇たたずみ──

　横手に感じた何かが、ケルミゾを現げん実じつに引き戻もどす。

　視し線せんをやれば、ヒュームのオスがすぐそばまで迫せまっていた。

「うおおおおおおおおおおおおおッ！」

　吠ほえて手にした得え物ものをふりかぶる。

　それを見て、しかしケルミゾは小さく鼻はなで笑った。

　気き合あいや良し。しかし混こん乱らんしているのかヤケなのか、はたまた他ほかに何も思いつかなかったのか、オスが手にしているのは、黒く焼け焦こげたジュビアの死体。

　こんなもので殴なぐりかかったところで、自分をどうこうできるとでも思っているのか？　それともこれで、こちらがひるむとでも思ったのか？

　ふりきって来るのを、左の鉤かぎ爪づめで軽くうち払はらう。

　次の瞬しゆん間かん。

　──っぎァッ！

　迸ほとばしる激げき痛つうに、ケルミゾは悲ひ鳴めいを上げていた。




　──今だ──！

　シンは、頭の中で声を聞いた。

　ディーヴァはシンをうち払うと、メイの方を向き、律崩術クランブルをしかけようとして、彼女に封ふうじられた。驚おどろきの声を上げ、動きを止める。

　なんだかよくわからないが、術を防ふせがれて動どう揺ようしている。

　ならば、あれを使うのは今しかない。

　シンは腰こしの後うしろに差していた、律崩術剣クランブレードを後ろ手に持ち、口の中でキーワードを紡つむぐ。

　──レンの極きよく、ヴァータの極を螺ら旋せんに合わせ、ディーヴァを滅ほろぼす光の刃やいばとなれ──

　ヴンッ。

　手の中の小さな振しん動どう。おそらく刃が生まれ出た。

　だが、今はディーヴァの注意がそれているとはいえ、この暗い中、やたらと目め立だつ光る短たん剣けんなどを手にして突とつ撃げきすれば、いくらなんでも気づかれる。

　ならば──

　あたりを見回すまでもなく、すぐそばに、焼け焦げたジュビアの死体が一つ、転ころがっていた。

　──これか！

　シンは律崩術剣クランブレードを引き抜ぬく。左は後ろに握にぎったまま、右に握った光の刃を、根ね元もとまで、そばに転がるジュビアの黒コゲ死体に突つき刺さした。

　柄つかと、ジュビアの足とを一いつ緒しよに握り、身を起こしてふりかぶる。

　気け配はいを察してふり向くディーヴァ。光る刃は、ジュビアの肉の中に隠かくれて見えないはず。

「うおおおおおおおおおおおおおッ！」

　吠ほえて手にした『得え物もの』をふりかぶる。

　それを見て、ディーヴァが小さく笑った──ような気がした。

『得物』をふり切る。ディーヴァはこちらをなめ切った動きで爪つめをかるくひと振ふりし、ジュビアの死体をうち払った。

　死体は爪を受け、ちぎれ飛び──

　だがその中に隠れた輝かがやく刃は、露あらわになって、ディーヴァの鉤爪と手を薙ないだ！

　──っぎァッ！

　苦く痛つうの呻うめきを上げて手を引き、後ろに跳とぶディーヴァ。むろんこの程てい度どでは、致ち命めい傷しようにはほど遠いが、相手は体たい勢せいを崩くずしかけている。

　この機を逃のがさず、シンは左手の律崩術剣クランブレードを、ディーヴァの胸むねに向かって投げ放はなつ！

　のけぞるようにして、なんとか一撃をかわすディーヴァ。だがこれで体勢は完全に崩くずれた。

　今しかない。

　駆かけ寄よって間ま合あいを詰つめるほどの時間はない。ならば。

　シンは右手に残った一いつ刀とうを、ディーヴァの背せ中なかに向かって投げた！

　光がディーヴァの皮ひ膚ふを裂さく！

　ぎュごぅオぉぉぉぉぉぉぉッ！

　獣けもののものとしか思えぬ悲ひ鳴めいが大たい気きを揺ゆらす。

　その巨きよ体たいが大きくかしぎ──




　踏ふみとどまる。

　……ふーッ。ふーッ。ふーッ。ふーッ……

　ディーヴァは、肩かたで息をつきながら──シンの方をふり返った。

　その足もとには、ささやかな光の刃を生んだまま、転がる律崩術剣クランブレードの片かた割われ。先に放って外はずれたもう一いつ方ぽうは、どこに行ったのかもわからない。

　ディーヴァの左の黒い翼よく膜まくが、大きく裂けていた。

　最後の一いつ投とうをうち払った、その代だい償しように。

　これが、ディーヴァを滅めつする刃たるゆえんか。裂けた傷きずは、じくじくと膿うみ熔とけるように、そのまわりをすこしずつ侵しん食しよくし、ひろがっている。

「何だ!?　これは!?」

　怒いかりの咆ほう吼こうとともに。

　じゅりっ！

　ディーヴァは右の鉤かぎ爪づめで、その傷口──翼膜のあたりをえぐりちぎり、傷の侵食をくい止めた。

　その後ろの方──視し界かいの隅すみに、メイが右手をかざすのが見えた。

　呪環キヤストリングがかがやいて、業ごう火かがディーヴァに向かってほとばしる。

　だが。

　るァウッ！

　ディーヴァの吠ほえる声とともに、虚こ空くうに生み出された黒い盾たてが、メイの放った炎ほのおをはじいた。

　彼女が持っている攻こう撃げき用の呪環キヤストリングは一種類。来るのが炎とわかっているなら、防ぐのはそう難むずかしいことではないのだろう。ディーヴァにとっては。

　まだ生き残っているジュビアたちがメイにおしよせる。対たい応おうに追われる彼女。

　その間に、ディーヴァは左の籠こ手てをひきちぎるようにふり外はずす。

　中から現あらわれたその左手は、爪つめの一本を失うしない、手の肉も裂けていた。

　やはり律崩術剣クランブレードの力なのか、その傷口は翼つばさ同様、じくじくとまわりの肉を侵食しつつある。

　ディーヴァは迷まよわず、右の鉤爪をふるい──

　ぢゅぶっ！

　翼と同様、傷きず口ぐちを、まわりの肉ごとえぐり飛ばした。

　悲ひ鳴めい一つ上げはしないが、苦く痛つうがないはずもない。震ふるえる肩が。嚙かみ締しめた牙きばのきしみがそれを示しめしている。

　シンは──動けなかった。

　ディーヴァの殺さつ気きをまともに受けて。

　今まで──

　ディーヴァは、シンに殺気を向けたことなどはなかったのだ。彼にはそれがはじめてわかった。

　霧きりの夜、メイと対たい峙じするディーヴァに殺気を向けられた──などと思ったのは、とんでもない勘かん違ちがいだったのだ。あんなものは殺気でも何でもない。おそらくは──邪じや魔まな奴やつだな──といった程てい度どの意い識しきだったのだろう。

　今シンが感じているのは、そんなものの比ひではない。背せ骨ぼねがひどく冷ひえている。頭の芯しんには、凍こごえるような灼しやく熱ねつ感かん。

　体を動かすことすらできない。いや、動こうという意志すら湧わかない。

「……なるほど。これが切きり札ふだというわけか」

　ディーヴァは静かな声で言いながら、足もとに落ちた律崩術剣クランブレードの片かた割われを、右手のツメを使ってつまみ上げ、光の刃やいばをしげしげと眺ながめる。

　視し線せんがそれても、いまだ殺気はシンを捉とらえていた。

「見たことのないオモチャだが……ヒュームもそう馬ば鹿かにしたものではない、ということか」

　視線を戻もどす。シンの方へ。ゆっくりと、歩あゆみ寄よる。

「なかなかに痛いたかったぞ」

「──何やってんの！　逃にげて！」

　迫せまるジュビアを炎ほのおで焼いて、メイが悲鳴に近い声を上げた。それを聞き、シンはようやく我われに返る。

　だがその時には。

「貴き様さまも味わってみろ」

　ディーヴァの腕うでが、無む造ぞう作さにつき出されていた。

　とんっ。

　右みぎ胸むねに、軽い衝しよう撃げき。

　同時に軀からだを突つき抜ぬける、重いしびれ。

　見み下おろせば、ディーヴァが手にした律崩術剣クランブレードの柄つかが、自分の右胸に押おし当てられている。

　さして長くもない光の刃やいばは、シンの背せ中なかから、その切っ先をわずかに覗のぞかせていた。

「シィィィィィィィィン！」

　メイの絶ぜつ叫きよう。

　理り解かいする。

　自分は胸を貫つらぬかれたのだと。

　視し界かいが傾かしぎ、薄うすれゆき──




　シンが倒たおれる。

　音を立て。

　メイは小さく息を吞のんだ。

　シンは動かない。

　何が起こったのかは、わかっている。

　動かなくなったシンの前に、佇たたずむディーヴァの影かげ。

　ディーヴァは見ていた。

　自分を。

　既視感デ・ジヤ・ビユ。

　いつかこれと似にた光景を見たような気がする。いつかこれと似た思いを味わったような気がする。

　だがそれが、いつ、どこでだったのか、思い出せない。

「まだ生きているはずだ」

　ディーヴァが言う。メイに向かって。

「急所は外はずした。わずかに。

　動ける傷きずではないだろうが、今すぐ医者に診みせれば、あるいは助かるかもしれん」

　何が言いたいかはわかる。

　今、メイが逃にげればシンは確かく実じつに助からない。つまり、逃げるな、ということである。

　──けど残ざん念ねん。あたしは悪あく人にんなんだから。部下を見み捨すてるのもまた一いつ興きよう！

　軽かる口くちの一つも飛ばし、いやがらせにダッシュで逃げてやろうとするが、口から漏もれるのはかすれた息。足もその場を動かない。

　喉のどが焼けつくようにかわいているのは、さっき大声を出したせいだろうか？

　──自分は悪人。いや、悪人でなければならない。

　メイの胸むねには、理由もわからぬまま、その想おもいが強く在ある。

　そこにぶち倒たおれているのはただの部下その二。仕つかえるべき自分に対してロクに敬けい意いも払はらわないし、ぶっきらぼうだし気き前まえよくないし。えらそうな態たい度どでいるわりに、いざとなったらいまひとつ頼たよりにならない──どころか、場合によっては足を引っ張ぱる。

　何より、永えい久きゆう欠けつ番ばん扱あつかいの部下その一に比くらべて、致ち命めい的てきにかわいげというものがない。

　こういう無能きわまる部下は、今みたいな機会に、余よ裕ゆうの高笑いなど上げながら、あっさり見捨てる、というのが、悪人たるべき自分の務めだろう。

　だが──

　それが、できない。なぜか。

　作ってくれた食事がおいしかったからなのか。ベッドを譲ゆずってくれたからなのか。

　理由は、なんだかわからない。

　だが──

　メイは小さな苦く笑しようを浮うかべた。

「……うあー。役に立たないなーこの男……」

「見捨てる気か!?」

　非ひ難なんの響ひびきを含ふくむディーヴァの声に、メイは笑えみを深くして、

「あたしがあんたの相手をしなくちゃあならなくなった、って言ってんだけど」

「……なるほど……」

　ディーヴァは、扱あつかい慣なれぬ律崩術剣クランブレードの片かた割われをほうり捨て、彼女の方に向き直る。

　正しよう直じき、メイに勝しよう算さんはなかった。

　逃げることならできるだろう。

　実際、最初に何度か襲しゆう撃げきされた時は、彼女にしてみれば簡かん単たんな律崩術クランブルを使い、ディーヴァの目をくらまして逃げていた。たぶん今でもなんとかなる。

　だがそれは、できのよくない部下の死を意味した。

　それが嫌いやなら、戦たたかって、なるべく早く勝つしかないのだが──

　できるのか？　そんなことが。

　冷れい静せいに考えれば、答えは否いなである。

　こちらの手の内は、呪環キヤストリングを使った、炎ほのお攻こう撃げきと、律崩術クランブル中ちゆう和わ。

　それが読まれている以上、炎の攻撃は術で防ふせがれるだろうし、向こうは肉にく弾だん戦せんを挑いどんで来るだろう。

　武ぶ器きをふり回しての戦いには、メイは全まつたく自信がない。ディーヴァどころか、そこでぶち倒れている無能な部下にさえ勝てないだろう。

　勝てる要素といえば唯ゆい一いつ、二週前の夜のように、あの力を引き出すことだけだが──どうすればそれができるのかもわからない。

　勝ち目はただひたすらに薄うすい。頭ではわかっている。

　だが、なぜか負ける気もしない。

　ディーヴァはメイの方に歩あゆみを進める。ゆっくりとした足取りは、余よ裕ゆう──ではなく、メイのあの力を警けい戒かいしてのことだろう。

　まだ残っているジュビアたちが、まるでなりゆきを見守るかのように、あたりをとり巻まいている。

　──どうしたものやら──

　メイは胸むねの裡うちでつぶやいて──

　カッ！

　まばゆい光が閃ひらめいたのは、その時だった。

「動くな！」

　知らない男の、大きな声。

『──!?』

　ディーヴァとメイ。二人がふり向いた先には、律崩術クランブルで生み出された、まばゆい照しよう明めいの下、剣けんを構かまえた何人もの男たち。

　その後うしろに停とまった何台もの術動車くるまには、警邏隊ガードのシンボルマークが刻こく印いんされていた。

　遅おそまきながら。

　警けい邏ら所を出た警邏隊員ガーデイアンたちは、ようやく現げん場ばに到とう着ちやくしたのだった。




　だが。

　実際のところ、驚おどろいたのは、メイやディーヴァよりむしろ、警邏隊員ガーデイアンたちの方だった。

　現場から少し離はなれた場所で術動車くるまを停め、人じん員いんを展てん開かいして剣けんを抜ぬき、冷気の律崩術クランブルをいつでも放はなてるようにして、光を生んで警けい告こくする。通常の手順通りの展開である。

　しかしその相手は──

　少女と、妙みような格かつ好こうの大男。

　街がい灯とうの薄うす明あかりの中では、そう見えた。

　が、律崩術クランブルが生むまばゆい明かりの下で、警邏隊員ガーデイアンたちは、それが間ま違ちがいだったことに気がついたのだ。

　少女の方はともかく──妙な格好の大男だと思った相手は、人間ヒユームではなかった。

　異い形ぎようの巨きよ体たい。背せには翼つばさ。

「……なんだ……？　ありゃあ……？」

　隊員の一人がかすれた声を漏もらす。

　戦争が終わって五十年である。隊員たちの中にはむろん、彼らを実際に見た者などいはしない。

　とはいえ記き録ろく写真で。あるいは絵で。彼らの姿すがたを見て、知っている者は多い。

　なぜそんなものがこんな所にいるのかは、誰だれにもわからなかったが。

「……ディ……ディーヴァ……？」

　誰だれかがつぶやく。

「まさか……」

「……噓うそ……だろ？　何かの間違い……」

「なんだよこれ……どうなって……」

　隊員たちの間に動どう揺ようがひろがる。ディーヴァとメイに向け、構かまえた剣の切っ先がゆらぐ。

　シンは確たしかに通つう報ほうしていた。ディーヴァの襲しゆう撃げきを受けた、と。

　だがそれを真まに受ける警邏隊員ガーデイアンは一人としていなかった。連れん絡らくが伝つたわる途と中ちゆうでディーヴァの存そん在ざいは省しよう略りやくされ、この場に集まった隊員たちには、伝わってすらいなかったのだ。

　彼らの心が、事じ態たいを受け入れるより先に。

　──るぉうっ。

　ディーヴァが小さく呻うめいた。

　それを合あい図ずに。

　ぎきギィィィィィィィッ！

　残っていたジュビアたちは、一いつ斉せいに彼らに飛びかかった。

　悲ひ鳴めいがわき起こる。

　見知らぬ獣けものの襲撃に、隊員たちはパニックに陥おちいった。剣をやみくもにふり回し、冷気の律崩術クランブルを放つ。

　風に散る血は、ヒトのものか。ジュビアのものか。

　それでもうち何人かは、ディーヴァに向かって律崩術クランブルを放つが、パニックに震ふるえる手のせいか、ディーヴァが身をかわすまでもなく、無む駄だに夜風を凍いてつかせるのみ。

　──まあ、たとえ人間を逮たい捕ほするための術が当たったところで、ディーヴァに対してどれほどの痛いた手でになるのか、効こう果かのほどははなはだ疑ぎ問もんだったが。

　刃やいばが、牙きばが閃ひらめいて、人と獣の悲鳴が交まじり、静かだった夜や気きを汚けがしつくす。

　パニックの中、何人もの警邏隊員ガーデイアンが倒たおれ、それでもなんとかジュビアたちの大たい半はんを仕し留とめたその時。

　ドンっ！

　ディーヴァの放った律崩術クランブルの炎ほのおが、満まん身しん創そう痍いの警邏隊員ガーデイアンたちを飲み込こんだ。

　──せっかく装そう備びしていた、防ぼう御ぎよ型呪キヤスト環リングを使うほどの冷れい静せいさを持ち合わせていた隊員は、結局のところ、一人としていはしなかった。










　メイの視し界かいの隅すみで炎が上がる。

　悲鳴と、警邏隊員ガーデイアンたちとジュビアを飲み込んで。

　ディーヴァは、メイ、警邏隊員ガーデイアンたち、そしてまたメイ、と、たてつづけに三度、律崩術クランブルを放ったのだ。

　警邏隊員ガーデイアンの方にのみ律崩術クランブルを仕し掛かければ、メイがそれを中ちゆう和わ・妨ぼう害がいする、とでも読んでのことだろう。

　……実のところ、彼女に中和できるのは、手の届とどく範はん囲いの術だけだったのだが。

　そもそもメイは、義ぎ理りもなければ顔も知らない、どれだけ役に立つかもわからない連中をフォローする気などなかったのだ。

　一いち応おうこちらの不ふ意いをついたくせに、ディーヴァの姿すがたを見ただけでうろたえて、あまつさえ、ジュビアたちに襲おそわれてパニックに陥おちいるていたらく。

　……そういえば、部下その二も最初はそんな感じだったが。

　ともあれ彼女は、自分に向かって発動した律崩術クランブルのみを中和・相そう殺さいした。

　頼たよりない救きゆう援えんもいなくなったが、うっとうしかったジュビアたちもこれで消えた。まあそういう意味では、警邏隊ガードとやらも、多少は役に立ったということか。

　問題は、残るディーヴァをどうするか。

　ディーヴァがふたたびメイに向かって駆かける。きびすを返して横手に走るメイ。

「逃にげるのか！」

　声とともに、背はい後ごに風と気け配はいが迫せまる。半なかば倒たおれ込むように身を低め──

　ふり向きざまに身を起こした時。メイの手には、警邏隊員ガーデイアンの一人が落とした剣があった。

　鍔つばの呪キヤスト環リングをくるりとひと撫なで。迫せまり来るディーヴァに向かって律崩術クランブルの冷気を放はなつ！

「──！」

　炎に対する準じゆん備びはできていても、これに関しては計算外だったのだろう。術による対応は間まに合わないと悟さとってか、ディーヴァは体たい勢せいを崩くずしながらも身をかわす。

　冷気は傷きずついた左の翼つばさをかすめ、その一部を瞬しゆん時じに凍こおりつかせた。

　メイは気にもしていないが、警邏隊員ガーデイアンが使った時より、冷気の力が格かく段だんに上がっている。

　バランスを崩したディーヴァに向かい、さらに追いうちの二発目。だが。

　りァアッ！

　吠ほえたディーヴァの生む盾たてが、冷気をあっさりはねのけた。

　体勢を立て直してメイに向きなおる。

「このっ！」

　メイは右手に持った剣の切っ先をディーヴァに向け、またまた冷気──と見せかけて、ブレスレットの方を使って炎を放つ。

　炎を防ふせぐ盾の律崩術クランブルと、冷気を防ぐ盾の律崩術クランブルとは構こう成せいが違ちがう。向こうが読み間ま違ちがえてくれればそこで勝しよう負ぶはつく──はずだった。

　しかし、ディーヴァの術が生む盾が、放った炎をはじき散らす。

　──うわ。読まれた！──

　内心歯はがみするメイ。

　ディーヴァが地を蹴けり、メイへと迫せまる。迎むかえ撃うち、立て続けに律崩術クランブルを放つメイ。

　炎。冷気。冷気。冷気。炎。炎。

　でたらめに放つそのことごとくが、しかしディーヴァの生む盾に阻はばまれる。

　──みんな読まれてるしっ！　なんでっ!?──

　シンが気になってのことか。はたまたただのうっかりか。ブレスレットと剣の鍔つば。どちらの呪キヤスト環リングが輝くかによって、放たれるのが炎か冷気かが簡かん単たんにわかる、という事実にすら、今のメイは気づいていない。

　ディーヴァは一気に間ま合あいを詰つめて──

　突とつ如じよ。

　──ヴァラララララララララララララララッ！

　ギッ!?

　横なぐりに降ふり来た光の雨に、その全身を打たれ、悲ひ鳴めいを上げて吹ふっ飛んだ！

「!?」

　驚おどろいて、メイがふり向くその先に。

「……少し遅おそくなってしまったようですね」

　佇たたずむレゼルドの声には、何の感情もこもってはいなかった。




　地に伏ふしたまま、動かぬシン。

　そばに転ころがる、律崩術剣クランブレードの片かた方ほう。

　まとめて倒たおれている、警邏隊員ガーデイアンたちとジュビアたち。隊員たちの中には息のあるものもいるのだろう。呻うめき声があたりに響ひびいている。

　不ふ意い打うちを食らって吹っ飛び、倒れたディーヴァ。

　立っているのはただメイと、レゼルド二人のみ。つい先ほどまではいたやじ馬たちも、さすがに危き険けんを感じてか、どこかへ姿すがたを隠かくしている。

「遅すぎ」

　不ふ機き嫌げんなツッコミを入れて、彼女はレゼルドの方を向き──

「まだです」

　言うとレゼルドは、倒れたディーヴァの方に目をやる。

　ゆっくりと。

　巨きよ体たいがその場に起きあがる。

　右の翼つばさがずたずたになっていた。

　右足についた無数の傷きずから流れる黒こつ血けつ。

　全身に傷を負おい、それでもディーヴァは闘とう志しをたたえて立ち上がった。

「メイさん！　同時に！」

「なるほどっ！」

　レゼルドの意い図とを察して、メイは右手をディーヴァに向ける。二種類の術を同時に防ふせぐことは、いかなディーヴァとて不ふ可か能のうなはず。それにあの翼と足では、逃にげることさえままならぬだろう。

　レゼルドの呻うなりとメイの気き合あいが重かさなる。

　生まれた光と炎ほのおとは、二方向からディーヴァに迫せまり──

　りぎゥッ！

　光は律崩術クランブルで生み出された盾たてに阻はばまれる。

　同時にディーヴァはそばに転がったジュビアの死体を拾ひろい、それを炎の方に投げ放はなつ！

　ばぅっ！

　迎げい撃げきされ、はじけた炎が夜を焼いた。

　その間にディーヴァが跳とんだ。手て負おいとは思えぬ跳ちよう躍やく力りよくを見せ、倒れた警邏隊員ガーデイアンたちの間にしゃがみ込こむように着ちやく地ちして──

　身を起こしたその両手には、ひとふりずつ、警邏隊員ガーデイアンたちの剣が握にぎられていた。

　るぐらァァァァァァァァッ！

　吠ほえると同時に、両手の爪つめが呪キヤスト環リングをなぞる。

『──な!?』

　重かさなるメイとレゼルドの声。

　一条の冷気がメイを、もう一条がレゼルドを目ざして飛び──

　ばぢっ！

　天に生まれた光の呪キヤスト環リングが、大だい地ちに向かって雷いかづちを吐はく！

　その間にレゼルドの肉体をはさんで。

　呪キヤスト環リングと呪綴スペルを併あわせ使った、律崩術クランブルの同時三連れん撃げき。

　レゼルドを先に倒すべく二発を。そしてメイに牽けん制せいの一発を放ったのだ。

　声なき絶ぜつ叫きようを上げ、レゼルドの肉体が大きく跳はねる！　そこに冷気が迫せまり来る！

　雷らい撃げきがなければ、身をかわすことも、律崩術クランブルで防ふせぐこともできただろう。しかし。

　轟ごうッ！

　凍いてつく颶風かぜにその身を打たれ、レゼルドはのけぞるように大地に倒れた。

「……う……くっ……！」

　小さな呻うめき。その手足がわずかに動く。

　まだ息はあった。

　今の攻こう撃げきを受け、生きていられるのは、同時発動ゆえに一発ずつの威い力りよくが弱かったからなのか、それとも彼がドラグノであるがゆえか。

　とはいえ雷撃は体じゅうの神しん経けいを麻ま痺ひさせ、冷気は全身に霜しもをはりつけている。戦たたかうどころか、もはや満まん足ぞくに動ける状じよう態たいではない。

　これであと、まともに動けるのは、今の冷気をかわしたメイのみ。

　るギィィィッ！

　吠ほえて再ふたたび、ディーヴァは三連撃を、今度はメイ一人に向かって放つ。が。

　メイはわずかに半歩を動き、左手を横に上げ、

「ネガティブ・テラー」

　二条の冷気は、ともに紙かみ一ひと重えでメイのそばを通り過すぎ、もう一撃は、発動することもなく、彼女の術で中ちゆう和わされる。

「──やはりか──」

　言うディーヴァの声には、苦く痛つうの色が濃こい。かれとて、受けている傷きずは、決して軽いものではない。

　だがその口く調ちようには余よ裕ゆうがあった。

「……貴き様さま……律崩術クランブルが見えているな……どんな術がどう発動するか……」

「それがどうしたの」

　当たり前のことのように言い放たれて、ディーヴァの方が鼻はな白じろむ。口の端はに苦く笑しようを浮うかべ、

「──とはいえ──今は、あの日使ったような力は使えない。そうだな」

「……っ……！」

　かまをかけられ、メイは小さく息を吞のむ。肯こう定ていしたも同じだった。

「……これも、やはり、か……」

　ディーヴァがそうつぶやくと同時に、メイは地を蹴けった。

　向かう先はディーヴァではない。目当ては、倒れたシンのそばに転ころがる律崩術剣クランブレード。

　だがそんな見え見えの動きを、ディーヴァが見み逃のがしてくれるはずもなかった。傷を負おってなお驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力りよく、メイと、転がる剣けんとの間に割わって入る。

「……それに、戦たたかいが得え手てのようにも見えんな」

　ディーヴァは右手をひろげるように横に構かまえ──

　──!?

　一体何を感じたのか、はじかれたように、ふり向きざまに横に跳とぶ。

　だが反はん応のうが、わずかに遅おくれた。

　がッ!?

　虚こ空くうを薙ないだ光に左手をかすめられ、そちらに持った剣を取り落とす。

「──貴様!?」

　ディーヴァが驚おどろきの視し線せんを向けたその先には。

　律崩術剣クランブレードを手にしたシンが立っていた。




「……生きていたのか……」

「死んだかと思ったぜ。俺おれも」

　言うとシンは、律崩術剣クランブレードを右手に、ディーヴァに向かって無む造ぞう作さに歩あゆみを進める。

　突つかれたはずの胸むねは痛いたまない。

　わからない。

　なぜ自分が無ぶ事じなのか。意い識しきを失うしなっている間に何があったのか。

　ふと気がつくと、地に伏ふしており、目の前に光を放はなつ律崩術剣クランブレードと、メイと対たい峙じするディーヴァの背せとが見えたのだ。

　事じ情じようはわからなかったが、ディーヴァが傷きずだらけになりながらも、戦たたかう意志と力を捨すてていないことはわかった。

　ならば自分のやるべきことは決まっていた。

　身を起こしざまに律崩術剣クランブレードを拾ひろい上げ、仕し掛かける。

　だが不ふ意いを突ついたはずの一撃は、殺さつ気きか、剣けんの光で感づかれたのだろう。身をかわされ、片かた手ての剣をうち払はらうだけの結果に終わった。

　もはや恐きよう怖ふはなかった。体も動く。

　ディーヴァの殺気は変わらず感じるが、それが体の芯しんを凍こごえさせることはない。

　一いつ旦たん、殺された、と思ってしまったせいで、覚かく悟ごだかひらきなおりだかができてしまったのだろうか？

　理由はまあ、どうでもいい。

　肝かん心じんなのは──

　俺は今、戦える。

　その、事実。

「ちょっと！」

「手ェ出すなよ」

　余よ計けいなちょっかいは、かえってこちらを危あぶなくする。

　声をかけるメイに、目をやりもせず言い放はなち──

　疾はしる。

　ディーヴァが右手の剣をふるった。リーチの差はこちらが不利。だが剣を扱あつかい慣なれていないのか、はたまた傷のせいか、その動きはさきほどよりも、ずいぶん遅おそく感じる。

　間ま合あい直前で刹せつ那な足を止め、剣けん風ぷうをやりすごし──

　シンは、さらに一歩を踏ふみ込こんだ。




　戦いに動どう揺ようは禁きん物もつである。

　ケルミゾにも、そんなことは十じゆう分ぶんわかっている。だが──

　──なぜだ──!?

　なぜ、胸を貫つらぬいたはずのヒュームが、妙みような光のナイフを手に、再ふたたび自分に挑いどみかかって来るのだ？

　まさかこいつも、あのメス同様、普ふ通つうのヒュームではないとでもいうのか？　はや傷が治なおったとでもいうのか？

　必ひつ死しで内心の動揺を抑おさえ、意い識しきを、目の前の相手に──そして光の刃に集中する。

　あれを爪つめで受けるわけにはいかない。さきほどは左手で払い、なぜか籠こ手ては無傷のまま、刃は自分の左手を傷つけている。

　むろん、手にしたヒュームの剣とて盾たてにはなりえない。しかしリーチには差がある。

　つまりは、ヒュームを近づけさえしなければいいのだ。

　だが。

　牽けん制せいのひと振ふりを難なんなく見み切きり、ヒュームはふところに踏み込んでくる。

　返し薙なぎ上げた刃の下を、しゃがみくぐってさらに一歩。

　──まずい──

　剣という慣れない得え物ものを手にしたせいか、それとも全身に受けた傷のせいか、スピードでわずかに負けている。

　半歩退さがって、喉のどの奥おくで圧あつ縮しゆくした呪綴スペルを吐はき出す。

　るぁウッ！

　だがケルミゾの喉が鳴なり止やむより早く。

　彼の視し界かいから、ヒュームの姿すがたが消えた。

　──！

　風と気け配はいを感じ取り、ケルミゾは左へと動く。

　翼つばさをかすめて光が疾はしる。ヒュームは、彼が律崩術クランブルを使おうとしたのを察すると、瞬しゆん時じに横へと移動したのだ。

　ケルミゾの放はなった律崩術クランブルは、ただ虚こ空くうだけをふるわせる。

　──こいつ──！

　ケルミゾは悟さとった。自分の思い違ちがいを。

　ヒューム用の剣という持ち慣れない得物。全身の傷。

　だがケルミゾが、スピード負けしている理由は、それだけではなかったのだ。

　戦士として成長しているのだ。目の前のヒュームが。

　この、短い戦たたかいの中で。




　ディーヴァの喉がふるえるのが見えた。

　律崩術クランブルが来る。

　察してシンは、ディーヴァの右に回り込み、律崩術剣クランブレードをふるう。ディーヴァもそれに気づいて避よける。刃は翼を浅く薙いだのみ。

　横で、ディーヴァの放った律崩術クランブルがはじける気配。

　かまわずシンは腕うでを引き、さらに踏ふみ込み、刃をつき出す。なんとなく、この武ぶ器きの扱あつかいかたがわかってきたような気がする。リーチが短い分、手て数かずで圧おす。切りつけるのではなく、突つきながら手首をひるがえす感覚。ただの練習では摑つかめなかったコツ。

　こちらを近づけまいとディーヴァが剣をふるう。遅おそい。

　半歩退さがって切っ先をかわし、再ふたたび踏み込み、剣を握にぎる腕を狙ねらう。

　寸すん前ぜんで剣をひるがえすディーヴァ。

　剣の腹はらと、律崩術剣クランブレードの柄つかとがこすれて、小さな硬かたい音を立てた。




　圧されている。

　自分が。

　ケルミゾは、それを認みとめざるを得えなかった。

　ただの無力なヒュームのオス。

　目の前の相手を、そう認にん識しきしていた。実じつ際さい二週前はその通りだったのだ。

　だが今は──

　見たことのない武ぶ器きの助けを借かり、傷ついた自分を相手にしてのこととはいえ、それでもなお驚きよう嘆たんすべき力を見せている。

　………………いや。

　違ちがう。

　見たことのない武器。

　自分の傷。

　そんなことは関係ない。

　たかがヒューム。その考えが間ま違ちがっていたのだ。

　自分が今、相手にしているのは、一人の戦士。

　ヒュームから奪うばった剣などで、付つけ焼やき刃ばにしのげる相手ではない。傷つくことを厭いとって倒たおせる相手でもない。

　己おのれの爪つめに誇ほこりを賭かけて、倒すべき敵てき。

　──ケルミゾは、大きく後うしろに跳とび、間ま合あいを取った。




　対たい峙じする。

　一人のディーヴァと、一人のヒュームとが。

「我わが名はケルミゾ」

　ディーヴァが言う。

「シン。シンドレッド＝カイラム」

　ヒュームが言う。

　名な乗のると、二人は同時に地を蹴けった。

　ケルミゾの喉のどが鳴なる。かまわずそのまま突つっ込こむシン。

　シンが身をかわすことを読んで放はなたれた律崩術クランブルは、ただ夜風のみを嚙かみちぎる。

　間合いに入る直前。ケルミゾは剣をふりかぶり、シンを目がけて投げ放った！

　至し近きん距きよ離りからの投とう擲てき。だがシンはそれを読んででもいたかのように、左半身を流してかわす。

　間合いに入る。くり出したシンの右手には輝かがやく刃やいば。

　ケルミゾは左手でそれを払いのける。指が、爪がえぐられるが、傷つくことは覚かく悟ごの上。

　同時にケルミゾは自みずから一歩踏み込んで、シンをかき抱いだくように右の爪をえぐり込んだ！

　鋼はがねが、濡ぬれた肉を裂さく音。

　二人の動きが、一いつ瞬しゆん、止まった。

　──かはっ……！

　その口から吐と息いきを漏もらしたのは──ケルミゾ。
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　シンが手にした鋼の刃は、革かわ鎧よろいの隙すき間まを貫つらぬき、ケルミゾの腹にもぐり込んでいた。

　えぐり込んだケルミゾの右の爪は、その剣の柄つか頭がしらで受け止められていた。

　ケルミゾがシンに投げ放った警邏隊ガードの剣で。

　シンはあの一いつ投とうを、ただ、かわしただけでなく、左手で摑つかみ取り、自らの刃としたのだ。

　……ぐ……

　ケルミゾの左の爪が動き──

　だがそれが翻ひるがえるより早く。

　シンの指は、剣の鍔つばに刻きざまれた呪キヤスト環リングをなぞっていた。

　ごっ！

　体内で冷気が生まれ、ケルミゾの体が大きくふるえる。そのままのけぞり──

　……どざっ……

　ケルミゾは大だい地ちに倒たおれた。

　──かれの見上げる夜空には、かがやく五つの月──

　翼つばさの先が、小さくふるえる。

　ケルミゾは、なんとか頭を起こし、シンに目をやる。口の端はしが小さく歪ゆがみ──

　頭を落とす。

　シンにはわかった。

　ケルミゾは、最さい期ごに──なぜか、笑ったのだ、と。




　見み下おろし佇たたずむシンの前で、ディーヴァは、もはや動かない。

　終わったのだ。戦たたかいは。

　どれほどそうしていただろうか。

「──えらいっ！」

　緊きん迫ぱく感かん台だい無なしなメイの声に、シンはそちらに顔を向けた。

　彼女は吐と息いきとともに肩かたを大きく落とし、手にしていた剣けんをほうり捨すてた。

　いつもと同じ口く調ちようだが、それでも彼女なりに緊きん張ちようはしていた、ということだろうか。

　……しかし……

　我われに返ると、シンはあたりをぐるりと見回し、

「……ってか……なんか、えらいことになってねえか？　これ？」

　律崩術クランブル応おう酬しゆうのあおりを食らい、あたりの庭にわ木きや生いけ垣がきはぼろぼろ。あちらこちらが炎ほのおを上げて燃もえているし、少し離はなれた場所では、警邏隊員ガーデイアンたちがコゲて呻うめいている。

　メイはあまり気にしたふうでもなく、こちらに歩あゆみ寄よりながら、ちらとあたりを一いち瞥べつし、

「いわゆる、平へい穏おんな生活へのほどよいスパイス？」

「効ききすぎだろ。そのスパイスは」

「──それよりあんた、大だい丈じよう夫ぶ？　胸むね？」

　問うメイに、シンはからかうような笑えみを向け、

「心配か？　俺おれのことが？」

「んだっ……!?　なっ……！　なんでっ……！

　あたしはそのっ！　というかっ！」

　なんだかじたばたうろたえる。どうやらテレているらしい。

　シンは、傷きずひとつない自分の胸と、右手に残った律崩術剣クランブレードの片かた割われを交こう互ごに眺ながめ、

「……そうなんだよな……たしかにこいつを根ね元もとまでぶっ刺さされたんだよな。俺」

　もう片方は、投げ放った拍ひよう子しにどこかへ飛んで行ったきりだが、それもあとで探さがしておかないとマズいだろう。

「刺された感かん触しよくも衝しよう撃げきもあったんだけどよ……」

「……それで……刺されたんですか……」

　上がった弱々しい声には、聞き覚おぼえがあった。

　目をやれば、まだ全身に霜しもをはりつけ、倒れたまま、それでも頭だけを起こしてこちらを見やるレゼルドの姿すがた。

「レゼルド!?」

　シンが驚おどろきの声を上げる。

「いたのか!?」

　あまりといえばあまりなごあいさつに、レゼルドの上げていた頭が、かくん、と落ちる。

「いたの。実は」

　メイが横から解かい説せつする。

「横から出てきてディーヴァに一発不ふ意い討うちをかましたんだけど、そのあとあっさり倒されて。

　いやー。あの見み事ごとな一発芸っぷりは季節の風ふう物ぶつ詩しにしたいくらいのもんだったわ。あれを見てないとは残ざん念ねん残念」

「それだけかい」

「……すみませんねぇ……一発芸のそれだけで……」

　すねた口く調ちようでつぶやいて、それでもレゼルドは気を取り直し、

「……言ったでしょう……律崩術剣クランブレードは……ディーヴァの血を破は壊かいする……対ディーヴァ用の武器だって……」

「……ってことは……」

「……ディーヴァ以外のものには無む害がいです」

『…………………………』

　沈ちん黙もくするシンとメイ。倒れたまま先を続けるレゼルド。

「……当然じゃないですか……知人からもらったお守りだ……って言ったでしょう……

　たとえば……なんでもすぱすぱ切れるような……無差別に物ぶつ騒そうな代しろ物ものなら……そうそう他人にあげたりできませんし……留りゆう学がく先さきに持ち込めるわけないじゃないですか……

　僕ぼくがあなたに渡わたしたのも……他ほかのものには無害だからですよ……

　……使っていて気づかなかったんですか……？」

「……いや……その……」

　シンは言葉を濁にごす。

　実のところ、日ひ頃ごろの訓くん練れんをする中では、シンは一いつ切さい律崩術剣クランブレードを使ってはいなかった。

　護ご衛えいの警邏隊員ガーデイアンに見とがめられるとまずい、というのもむろんあったし、それに、さして大きくもない刃を見るたびに、自分の魔ま力りよくのショボさ──もとい。自分たちヒュームという種しゆ族ぞくの限げん界かい値ちを晒さらされているような気がして嫌いやだったのだ。

　当然、試ためし切りなどやったことはなく、それで気づかなかったようである。

「ちょ……ちょっと待った」

　メイが言う。

「無害っていうけど……

　それじゃあ、この部下その二が倒たおれた理由って……」

　レゼルドは声に苦く笑しようの色を込め、

「……ああ……まあ……

　刺されればさすがに、ピリッ、と来るでしょうから……

　殺された、と思い込んで、ショックで気き絶ぜつしたんじゃないですか……？」

「うわめちゃめちゃかっこ悪ッ！」

「こら待て！　かっこ悪、とか言うなっ！

　キメたのは俺おれだぞ！」

「一いち応おう。」

「だから、一応、とか言うなって！

　……まあなんにしろ……

　とにもかくにも、これでひとまずは終わったわけだ……

　となるとあとの問題は……」

　ため息とともに言葉を吐はき出し、シンは疲つかれたまなざしを送る。

　つられて同じ方を見るメイ。

　二人の視し線せんを浴あびながら。

　シンの家は、やたら景けい気き良よく燃もえていた。

「……あたしの家……」

「俺のだ」

　メイのつぶやきを、シンは即そく座ざに訂てい正せいした。




「しっかしよぉ。お前もえらい目に遭あったなロリロリ大だい魔ま王おう」

「だからその呼よび方やめろってお前は」

　数日ぶりの登とう校こう途と中ちゆう。

　取り調べやら何やらで、シンが修しゆう練れん学校を休んでいるうちに、騒さわぎの噂うわさはすでにひろまりまくっていたらしく、彼は早さつ速そく、面おも白しろがり屋のマークにつかまり、そう話を切り出されていた。

　マークはシンに近づくと、声をひそめて、

「──で、よ。実際のところはどうなってるんだ？」

「俺とあいつは別にそういう関係じゃねえ」

「いや。そっちじゃなくて。ディーヴァが暴あばれた事件の方。

　教官たちは『お前が運悪く巻まき込こまれた』とか言ってたし、警邏隊ガードの公式発表じゃあ何も言ってなかったけどよ……

　本当のところはどうなんだ？　あのメイって子が関係してるんじゃねーのか？」

「……って言われてもな……」

　繁はん華か街がいの道を二人で歩きながら、シンは眉まゆをひそめて、

「狙ねらわれたことは確たしかだと思うんだけど、理由までは、な……

　相手が親しん切せつに説明してくれたわけじゃあねえし」

　結局ケルミゾは、何も話さぬままだった。これですべてが終わったのか。それとも何かが始まったのか。今のシンに、それを知る術すべはない。

「学校そつちじゃあ、どういう話が流れてるんだ？」

「まあ、いろんな尾お鰭ひれがついてるな」

　問いにマークは肩かたをすくめて、

「教官たちが言ってたのは、街まちの中でディーヴァが暴れて、お前と留りゆう学がく生せいが巻き込まれた……ってくらいだ。

　で、そこに、みんなの勝かつ手てな想そう像ぞうがくっついて──

　ディーヴァは留学生……って呼よぶとまた当人に怒おこられるか……レゼルドの奴やつを狙ねらってたんだ、とか、お前とレゼルドとディーヴァが女を取り合って騒さわぎになった、とか、お前がディーヴァに変へん身しんして暴れた、とか」

「なんでそうなる」

「知らねえよ。噂なんだし。にらむなって。

　公式発表じゃあ、ディーヴァを倒したのは警邏隊ガード、ってことになってるけど、レゼルドがやった、とか、実は仕し留とめられずに逃にがしたのを、体てい裁さいが悪いんで、倒したことにしてるんだ……なんて噂も流れてる」

「……なるほど……」

　半なかばなげやりにつぶやくシン。

　まさか、とどめを刺さしたのは俺です、などと言ってみたところで、誰だれも信じてはくれないだろう。

　実際、警邏隊ガードの聞き取り調ちよう査さの時にそう言ってみたのだが、予想通り、全然信じてはもらえなかった。

　曰いわく、『お前さんみたいな若わか造ぞうに倒せるディーヴァなら、警邏隊員なかまたちが殺やられたわけはない』。

　……まあ、同どう僚りようを殺された彼らが、そう言いたくなる気持ちもわからないではないのだが。

　あまりしつこく否ひ定ていされるので、最後にはシンもヤケになり、レゼルドがやった、と噓うそをつき、へたなことを発表すると国こく際さい問題だぞ、と、脅おどしをかけてみた。

　途と端たん、聞き取りの隊員たちが弱気になることなること。

　結局、公式発表では、名も知らぬ警邏隊員ガーデイアンの一人が、命を賭として倒した、ということでお茶を濁にごしたようだが。

「で、どうなんだよシン。実際、ディーヴァをぶっ殺した奴やつって誰だれなんだ？」

「ケル……ディーヴァが倒れた、ってことは間ま違ちがいないけどな……俺は途と中ちゆうで気を失うしなってたからな」

「なんだよ。知らねえのかよ」

　勝手に誤ご解かいし、残ざん念ねんがるマーク。

　まあ、ここは誤解させておいた方がいいだろう。

「じゃあ、レゼルドの奴なら知ってるかな」

「かもな。

　もっともあいつはケガしてるから、あとしばらくは修練学校ガツコウには来れねえだろう」

「マジ？」

「ああ。命に別状はないらしいけどな」

「……ふぅん……

　そう考えるとシン、お前、よっぽど運が良かったんだな。

　現場に居い合あわせていながら、こうやって、ケガもなくぴんぴんしてるんだからよ。

　警邏隊ガードも何人も殺された、ってのによ……

　そういえばここの市首長メイヤーロードも、事じ件けんの報ほう告こく聞いたとたん、ぶっ倒れて、それからずっと寝ね込こんでるらしいぜ」

「警邏隊ガードはともかく……市首長メイヤーロードの方はだらしなさすぎだろ。それ」

「ま、そうとも言うよな」

　どちらからともなく、丘の中ちゆう腹ふくにある、白い公こう邸ていの方へと目をやる。

「俺にケガがなかったのは確たしかだけど、家も燃もえちまった。

　消しよう防ぼう隊たいががんばってくれたんで、住めねえほど焼け落ちたわけじゃあねえけど、家具とかはほぼ全ぜん滅めつだ。

　修しゆう理り費ひやら何やらが痛いたい痛い。

　本当に俺の運がいいなら、そもそもこんな事じ件けんに巻き込まれたりしてねえよ」

「そりゃそうだ。わはは」

「『わはは』じゃねえ」

　などと話しながら歩あゆむうち。

「──シンドレッド！」

　横手から声をかけられたのは、修しゆう練れん学校にほど近いあたりでのことだった。

　見れば通りを、こちらに駆かけてくるクラスメートの姿すがた。

　シンにとっては、名前は知っているが、あまり口をきいたこともない──その程てい度どの知り合いだが、好こう奇き心しんを隠かくそうともしていないその目を見れば、なぜわざわざ声をかけて来たのかは、問うまでもない。

　彼はそばまでやって来ると、声をはずませ、シンに言う。

「元気そうじゃないか。みんな心配してたんだぞマジで。

　留りゆう学がく生せいや……えーっと何だっけ……そうそう、お前のロリロリ女王様とかも巻き込まれたって話だろ？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はっはっはっはっ」

　シンは迷まよわずマークのえり首をねじり上げ、優やさしい口く調ちようで問いかけた。

「で、マーク、聞きたいんだが、てめぇ俺のいないところで、みんなに一体どんな噂うわさをひろめてやがる？」




『……つまりはそのヒューム……今度は、何の力も示しめさなんだ、と？』

「はい」

　鏡かがみから響ひびく竜りゆう翁おうの問いに、レゼルドは肯こう定ていの答えを返した。

　与あたえられた特別室。回復のための休きゆう養ようはたしかに必要だが、眠ねむれぬのならば、やはり時間をもてあますことになる。

　そんな時間を使い、彼は国への報ほう告こくを行おこなっていた。

「ヒュームたちは、警邏隊ガード……自分たちの自じ衛えい組そ織しきがディーヴァを倒した、と公式発表を行いました。外国人ドラグノの僕ぼくが関かかわっていることは、伏ふせたがっているようです。

　まあ、事件が国こく際さい問題になるのを防ふせぎたい、といったところでしょう」

『すぐ綻ほころびるようなつまらぬ噓を……保ほ身しん、という奴やつか。まあ、ヒュームらしいと言えばらしい話か』

「確たしかに僕の見る限かぎり、つまらぬヒュームも多くいますが、時とき折おり、面おも白しろいヒュームもいます」
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『妙みような力を持つ……その、メイとかいう女のヒュームか？　しかしそれは……』

「あと、ディーヴァを倒してしまったヒュームの男。シンドレッド＝カイラム」

『律崩術剣クランブレードを貸かしてやったのだろう？』

「道具の力だけで勝てる相手ではないのでしょう。ディーヴァは」

『……ふうむ……』

　鏡はしばし、波打つことをやめ、沈ちん黙もくし──

『機があれば会ってみたいものよな。そのヒュームたち。

　その二人──いや、せめて女の方だけでも、こちらに連つれてくることはできぬか？』

　問いかけの形を取ってはいるものの、それは実じつ質しつ、命めい令れいに近い。だがレゼルドはあっさりと、

「誘さそったところで、当人たちが乗ってはくれないでしょう。今は。

　強ごう引いんなことをして、問題を起こすわけにもいきません。

　──ただし──」

『……ただし？』

「今後、ディーヴァがどう動くか。それによって、状じよう況きようがどう変わるのか。その可か能のう性せいについては……今のところは、なんとも言えません。

　回かい収しゆうした律崩術剣クランブレードも、念のため、その男に渡したままにしています」

『……なるほど……

　ならば少し、気長に待ってみるのも一いつ興きようか』

「僕もそう思います」

『わかった。

　また何かあれば知らせてくれ。

　それまでは、ゆるりと養よう生じようするがよい。

　──汝なんじの鱗うろこに祝しゆく福ふくのあらんことを──』

「──祝福の──あらんことを──」

　声を残して鏡が静まる。

　あとはただ、部へ屋やの中、包ほう帯たいをあちこちに巻いたレゼルドが一人、佇たたずむばかり。




　今回。

　事件を起こしたディーヴァは、五十年前の戦たたかいで、父親を、ヒュームとの戦いで亡なくしていた。

　おそらくそれを根ねに持ち、最近の各国交流に反感を抱いだいて、ヒュームに対するテロリズムに走ったと思われる。

　ディーヴァの外がい務む卿きよう、ブルジオラスが、事件に関して、そう公式発表を行おこなったのは、それからさらに何日もが経たってからのことだった。

　シンやレゼルドにはいかにも作り話めいて聞こえたが、それを否ひ定ていするだけの、根こん拠きよや証しよう拠こがあるわけでもなかった。

　そしてメイは──




「──帰ったぞー」

「お帰……りー」

　ばさばさばさばさ。

　とたとたと廊ろう下かに走り出たメイを目にして、シンは思わず言葉に詰つまった。

　しばし眉み間けんに指を当て、

「……あー。どっから突つっ込こんでいいものやらちょいと悩なやむんだが……まあ順番に。

　なんでもう家にいる？」

　ディーヴァの襲しゆう撃げき事件のあとも、メイはずるずるとシンの家に居い着ついていた。

　シンはもはや、彼女を追い出すきっかけを完全になくしていたが──それでも生活費は単たん純じゆん計算で倍かかることになるし、何より家の修しゆう理り費ひなどのこともある。

　居い座すわって、ベッドで眠ねむってちゃんとメシを食いたいのなら働け、と、シンがさんざん口を酸すっぱくして、ようやく昨日きのう、メイは、ウェイトレスのアルバイトを見つけて来た。

　本ほん来らいならまだ、バイト中の時間のはずだが──

「んと……ね……バイトしてたら……失しつ礼れいな客に……いたたっ……お尻しりさわられて……」

　ばたばたばたばた。

「尻を？　それで客を殴なぐった、とかか？」

「まさか……いてて……そこはあたしも冷れい静せいに……あたっ！　正せい当とうな報ほう酬しゆうと……して、ここをリフォームできる程てい度どのお金を請せい求きゆうしてみた……わけで」

「無む茶ちや言うな」

「その客も……同じこと言ったんで……取り立てのために……ちょっと顔に膝ひざ蹴げり入れてみたら……店長が……」

「怒おこってクビを宣せん言げんした、と？」

「ううん。止めに入ったんで……わたっ！　取り立て任にん務むを続ぞつ行こうするためやむをえず……いたてっ！　イスで実力排はい除じよしたら……っ！」

「クビになった、と」

「そう。歪ゆがんだ社会構こう造ぞうの……縮しゆく図ずを……いたいいたいっ！

　だから……っ……せめてもの労働報酬として……こうして制せい服ふくをそのまま着きて帰ってやったという……」

「ああ。だからウェイトレスの格かつ好こうしてるわけか」

「その通……」

　ばさばさばさばさ。

「で、まさかとは思うけど、着て行った服は仕事場のロッカーに忘わすれて来た、なんてありがちなオチじゃねえだろうな？」

「あ。」

　ありがちなオチらしい。

　シンは小さくため息をついて、

「……なるほど……まあ……それは……良かぁないが……あえていいとしよう。

　──で？」

　シンはメイの肩かたを、ひょいっ、と指さし、

「それは、なんだ？」

　指さされた先──メイの右肩かたには、ヒモで足を縛しばりつけられて、暴あばれまくる一羽わの白いハト。

「元バイト先の……いたいって！　裏うら手てで……っ！　運うん命めいの出会いを果はたした……！　部下その一！　ラシール・フラクタルと……名な付づけてみま……っててっ！」

「ああ。そう」

　シンは気のない声を漏もらす。

　なんかこのまま、メイがいつまでクチバシと羽は根ねの攻こう撃げきに耐たえ続けるのか、あたたかく見守ってあげたい気もするが、せっかく掃そう除じも済すんでペンキも塗ぬり替かえた廊ろう下かを、フンで汚よごされるのもいやである。

「……『部下一』って、永えい久きゆう欠けつ番ばんじゃなかったのか？」

　ふと関係のないことを聞いてみたり。

「……あまりの……パンくずの食べっぷりの良さに心惹ひかれて……てててっ！　復ふつ活かつ……させてみましタッ！」

「……いーから足のヒモほどいて逃にがしてやれ。さっきからめちゃくちゃいやがって暴れまくってるし」

「何言って……いててっ！　これは一種の……うぷっ！　愛あい情じよう表ひよう現げんっていうか……わたたたっ！　スキンシッ……こめかみはこめかみはっ！　耳もダメ耳もッ！」

　シンはため息ひとつつき、歩あゆみ寄よると、ハトの足をゆわえつけたヒモをほどいてやる。彼が逃がしてくれると理り解かいした──というわけでもないだろうが、ハトはなぜかシンの方には攻撃してこない。

　ヒモを解とくなり、パンくずの食べっぷりが魅み力りよくの部下その一は、まだ開いていた玄げん関かんのドアから、迷まよわず外に飛んで行った。

　メイは頭をおさえつつ、うらみがましいまなざしをシンに向け、

「……うー……どうせツッコミ入れるのなら、バイトのことより先に、部下その一のこと突つっ込こんでくれない？

　気がきかないんだからまったく……」

「つか、実はやっててツラかったのかお前は」

　言ってシンは、ふとあることを思いつく。

「ひょっとしてお前……

　ただ『クビになった』って言ったら、俺おれに怒おこられるかも、なんて思って、ごまかすために今の部下その一を連つれてきた、とか？」

「……なっ……！　そっ……

　そぉんなわけないし！　なんであたしがあんたなんか……！　たかが部下その二の顔色気にしなくちゃあならないのっ!?」

[image: ]

「なんで……って、居い候そうろうだし」

「ちっがぁうっ！　部下その一をスカウトした理由はさっき言った通りっ！

　……けどそれにしても……」

　つぶやいてメイは、わざとらしく、部下その一の飛び去ったあと──玄関ドアの方を向き、

「部下でありながら、このあたしに徹てつ底てい的に逆さからうあの反はん逆ぎやく精せい神しん……いかにも悪わるって感じで見み事ごとっ！

　よってその悪っぷりをたたえて、『部下その一』をふたたび永久欠番にしてみたり」

「はいはい」

「うわさらっと流すな腹はら立たつ！」

　玄関ドアを閉しめるシンに、ムキになってくってかかるメイ。

　あいもかわらず、メイの言動はわけがわからない。

　しかし──

　ドアをくぐった時に、『おかえり』の声が待つ家というのも、まんざら悪いものではない。

　シンは、そう思うのだった。







　　　あとがきだと主しゆ張ちようしてみたい物体





神坂　一　　






　闇やみに遠い三しや味みの音ねが響ひびいている。

　虫の声を愛めでる季節は過すぎて、夜風には冬の気配が濃こくにじんでいる。

　江戸は麴こうじ町まちの一いち隅ぐうにある茶屋。その奥おく座ざ敷しきにぽつりと、障しよう子じを透すかして行あん燈どんの明かりが灯ともっていた。

　座ざ敷しきで酒を酌くみ交わすのは、ただ、二人の男だけだった。片や年ねん輩ぱいの商人ふう。そしてもう一方は、武士さむらいのいでたちをした中年。

　商人に勧すすめられるまま、酒を満たした朱しゆ杯はいをひと息に呷あおると、武士さむらいは不ふ機き嫌げんを露あらわにしてごちた。

「但たじ馬ま屋や。この寒さむ空ぞらの中、わざわざこのような所に呼び出して、きれいどころも旨うまい料理めしもなしとは、気のきかぬ話よのう」

　武士さむらいのことばに商人は平へい伏ふくし奉たてまつり、

「いえいえ、日ひ頃ごろお世せ話わになっております坂さか崎ざきさまにそのような無ぶ礼れい、なんでこの但馬屋がいたしましょうものや。

　きれいどころも酒の肴さかなも、手て配くばりはとうに済んでおります。

　されど本日はその前に、坂崎さまのお耳に入れたき話がありますれば、まずは、そちらを、と」

「ほう。話、とな」

　武士さむらいは、気乗りのせぬ様よう子すで朱杯を呷る。

　商人は、ずい、と畳たたみの上を滑すべると武士さむらいに近づき、声をひそめて意味ありげに、

「実は」

　ぢぢ、と行燈の火か芯しんが鳴なる。

「神かん坂ざか一はじめが、新シリーズの小説を出したとか」

「なに」

　武士さむらいは柳りゆう眉びを逆さか立だてる。顔色が変わって見えたのは、明かり具ぐ合あいのせいであろうか。

　膝ひざを立て、ずい、と身を乗り出すと、

「神坂と申すと、あの、世界名作〇場のガチャガチャシリーズに心魅ひかれて、やろうとしたものの、コインを詰つめてしもうたという、あの神坂一か」

「左さ様ようで。店の人に言うのも気き恥はずかしく、そのまま逃げて参まいりました、その神坂一にございます」

「それは由ゆ々ゆしきことよの。よう報しらせてくれた。

　して、そのシリーズタイトルは」

「たしか、くろすかであ、とか申したようで」

「くろす……とな。で、その由ゆ来らいは」

「さて。なにぶん夕ゆう刻こくに手て代だいの者より聞き及およびましたばかりにて、確しかとしたことはわかりませぬが、くろすかであ、のくろす、は、黒い酢すでありましょうな」

「さては料理好きが昂こうじて、酢す造づくり職しよく人にんの話でもはじめよったか」

　武士さむらいは鼻で笑うとふたたびどっかと座りなおし、朱杯をさし出す。

　しかし一方商人の方は、酒を注つぎながらも晴れぬ顔で、

「されど坂崎さま、どうやら、それだけではないようで」

「と、申すと」

「その手代から聞き及びましたところ、なんでもその話、新しんさんとか申もうす町人のもとに、姪めいが尋たずね来て居い座すわるとか」

「なに。姪が居座ると申したか」

　武士さむらいは我われ知しらず声を荒あららげて、

「ならばそれは昨さつ今こんお上が奨しよう励れいしておる、萌もえ路ろ線せん、ということになるではないか」

「そのように聞こえますな。

　さらにその上、でばの男が横よこ槍やりを入れてくるとか」

「でばの男」

　武士さむらいは眉まゆをひそめて身を引き、

「それは、歯の出た男、という意味か。それとも出で刃ば包ぼう丁ちようを持った男という意味か」

　商人は、徳とつく利りを持つ手を止めて首をかしげると、

「はて、そう言われてみますれば。

　私わたくしめはてっきり、出で歯ば亀かめ男のことと思うておりましたが。これは手代をとくと問いつめて、はっきりさせねばなりませぬなあ」

「早さつ急きゆうに頼むぞ。但馬屋。

　しかしともあれ、酢造り職人のもとへ親類の女おな子ごが転がり込み、よからぬ男が横槍を入れて来る話、だということは相そう違いないのであろうな」

「はい。そこはもう、疑うたがいようもなく」

「何でもよいが、とてつもなくつまらなさそうな話に聞こえるのう」

「全くで。

　ただ一つ、気き懸がかりなことは、今の話ですと、妖怪もののけ好きのあの作者にしては、妖怪ばけものどもの見せ場がないようにも思われまする。

　よもや私どもが話の筋すじを読み違っている、などということは万に一つとてあろうはずもございませんが、さすれば──」

「待て」

　武士さむらいは商人の言葉を止めると、やおら刀を手にして立ち上がり、ただならぬ様子で障しよう子じに歩み、手をかけて、すぱんっ、とひと息に開け放った。

　されどその向こうにあるは、ただ肌はだ寒い闇やみばかり。

　冬の気配を纏まとう夜風が、すう、と忍しのび入ってくる。

　震ぶる、と武士さむらいはひとつ身を震わせて、障子を閉める。

「いかがなされました」

　商人が問うのに、武士さむらいはゆるりと首を振り、

「いや。気の迷いであった。確たしかになにものやの気配がしたように思うたのだが」

「話が話だけに、お気が昂たかぶっておられるのでしょう」

「かも、しれぬな」

　武士さむらいはふたたび商人と向き合い、端たん然ぜんと座すると、その傍かたわらに刀を置いて、

「ときに但馬屋。おりいって、このわしからも尋きいておきたき議ぎがある」

「この但馬屋ごときにお答えできることでありますれば、なんなりと」

「ならば問うが」

　障子を透すかして忍び入る冷気をうち払うかのように、武士さむらいは朱杯を呷ると、

「これは果たして、あとがきとして成立しておるのかのう」

「はて。そればかりは私めには、とんとわかりかねますが」

　商人は、言って深々と平へい伏ふくした。




　夜は、深々と更ふけてゆく──





（以下次巻へ続かない）　　
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